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< 表 紙 解 説 >

ATRては、11:-i来のマルチメデイア移動通 11-1への応用を考1金,、し、
時間領1政と空間f領域を複合化した効果的な信1 1-処ilPM11を ;l1l11究

しています。

表 i f1は16個の素子アンテナを正方形14 x 4 ) に 1lぺたァレ

イァンテナに、ティシタル信 111処理を通用した場合に f 1 ら f i る
指向 '1(立体図とii-高fl1図) を示しています. i 1 高線図 11の l'1
い l -字の方同から希望1i1-,号、 ノ方い l,字の方向から 1 - lli、 f l-: tJがそ
れそれ.,1来しています。ディシ夕ル信 J 処;l111により在f 9i信号の

方向に成度が高く、平 l歩停1 1iの方向には 11111 くなっていることが

分か11ます
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e巻頭言

(株)国際電気通信基礎技術研究所

渉外部長 田中 恒

「関西文化学術研究都市」、 この構想が打ち出された時に  「文化」 の2文字が入つたのは、  古来日本固有
の文化が蓄積されてきたこの関西の地から世界の文化に貢献する何かを  「発信」 したい 、  との希いが込め
ら れ て い たか ら だ と 聞 く 。

また 、 A T Rがその基礎を措く  「基盤技術研究円滑化法」 は、当時欧米から日本に対して言われた 「基礎
研究只乗り論」 に対抗する意義も担つていたと聞く 。物の貿易は黒字を重ねて久しいのに対して、  技術貿
易、特に対欧米のそれは久し く赤字が続いている と聞いていたが、先の新聞報道 ( ' 9 9. 1 . 2 5 日経 )  に よ る と

9 7年度をもって米国を含む世界の全ての国 ・ 地域に対して黒字に転じたとある 。  このこ とが直ちに基礎研

究での優位を意味する ものではないにして も 、  感無量の想いでこの記事をご覧になった方も多いのではな

いか。

こ う し た流れの中で生まれ 、  十何年かが経ち、  ビ ジ ネ ス ウ ィ ー ク誌が米国の研究者に対して行つた調査

の結果、「人工生命」 に代表される生物型の情報技術の分野で世界第 4位の研究所にラン ク されるなど 、国
際的にも少しは知られる よ うになった A T R に今求められる ものは何か 。

昨年の文化の日の日経社説は 「科学技術の文化的側面を重視しよ  う」 と題する もので 、  「かっては宗教や
哲学が人々の世界観構築に大きく貢献したが、近代は科学技術の成果に基づいて宇宙 ・ 物質 ・ 生態系 ・ 生

命など を理解する こ と で世界観が形作 られてお り 、  科学技術が文化の基盤になっている。文化とは人々が

いかに生 き る べ き か の指針 と ぃ う 役 割 を 担つ て い る と こ ろ か ら 、  日本が科学技術を基盤とした新たな生き

方 ・ 文化を世界に向けて発信できれば、  世界の尊敬を勝ち取る こ とができ る 。  産官学の関係者は科学技術

の文化的側面を認識する事が大切である」 とする ものであった 。
実際、 科学的知見は多かれ少なかれ文化的側面を保有するものだと思うが、  近年では遺伝子やその機能、

構造の解明といったことは従来の生命観に決定的な影響を及ぼしたし 、  ATRでの人工生命の研究、  取 り 分

けコン ピ ュ ー タ上でのある種の進化の再現、種の多様性や死の持つ意味の確認、  自己解体といった束洋的

思想にも通じる考え方は新鮮な驚きであった 。学生時代からアルべル ト ・ シ ュ ヴ ァ イ ッ ァ ーの生命の畏敬

の思想やマ リ ー ・ キ ュ リ ーの純粋な科学探求の生き方に多大の感銘を受け、  「科学技術と正しぃ生命観こそ
が世界を支え 、正し く変化させて行 く 」 と考えてきた自分にとって 、 A T R人間研下原招聘研究員の 「人工
生命と進化するコンピュ一 夕」 ( ' 9 8年6月 ・ 工業調査会 ) は 、大いにイマジネー シ ョ ンを刺激する ものであ
った。  特にその目線を一般市民である我々に合わせて書いていただいているのが嬉しかった 。  科学技術の
新たな知見を世界観に反映させるのは、  あ くまでもその知見に接した個々人の問題であるが、  知見の持つ

文化的側面を研究者の側から一般市民に示唆する試みは非常に大切なことだと思う。

2 1 世紀を目前に控えて世界経済は混迷を脱し切れるかど うか定かでない状況が続いており 、  電気通信技

術の発展にっれて、  経済社会はますますバーチャルの度を深め、  市場原理やグロー バ リ ズ ム と も 相 俟 つ て

企業や個人の行動の影響は よ り 迅速に よ り 広範に及ぶ よ う に な り 、 人の欲望 も際限な く拡大 し てゆ く 。 こ

う した こ とのもたらす経済弱者の破続や文化の均一化とぃった負の側面を何とか克服する手だてはなぃも

のか、  と ぃった想いは昨今多くの人々の脳裏にあるのではなぃかと思う 。

A T R を含む関西の 「人工生命」 や 「脳科学」 等の研究の中から、経済や社会の今後の在り方や上述の負
の側面の克服に資する新たな知見が生まれ、  これまでの知見と併せて世界に向け強力に新たな  「文化」 を
「発信」 する工夫と努力が続けられるよ う 、学研都市の一市民の立場から強く願 う ものである 。
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図 3  移 動 ロ ボ ッ ト A I R

3 .歩行感覚提示装置ATLAS

A T L A Sは、T e l e-V i s i t o rの自由な歩行、つまり、
任意速度での前進歩行、  さ ら に 左 右へ曲が る進路
変更動作を相殺し 、  ど の よ う に 移 動 し て も T e l e -
v i s i t o r を室内の一定点に保持することを目指した
歩行感覚提示装置です。 特に 、  試作AT L As では、
利用者は単に足先に反射マー カ ー を取 り付けて装

置上に乗 り 、 A T L As を意識的に操作するのではな
く通常の自由歩行動作を行 うだけで 、  歩行状態の

計測 と歩行動作の相殺がで き る点 を特徴 と し てい

ます。

基本的な実現手段は動作を計測しそれを相殺す

る従来の車両等の移動機器シ ミ ュ レータ と 同 様 で

す。 し か し車両シ ミ ュ レ一夕では人間 と装置間の

情報の流れが機器を介するために単純であ り計算

機処理が容易であったのに対し、  歩行動作では人

体の挙動と移動の対応付けが複雑なため、  実用的

な 歩 行 シ ミ ュ レ ー タ は実現困難で し た 。 そ こ で 、

A T L A S では C C D カ メ ラによって 、利用者の足先の

動作を計測して歩行動作を推定し 、  応答の早いベ

ル ト機構を用いて前進動作を相殺し 、  進路変更動

作 にっいてはべル ト機構全体を回転させて相殺す
る手法でこれらの間題を解決しました  ( 図 4 ) 。

図 2に示すA T L A S試作 1号機はコンピュ一夕制

御 さ れ る ト レ ッ ド ミ ル と そ れ 全 体 を 3 軸 で 回 転 さ

せる姿勢保持装置、  さ ら に 、  ト レ ッ ド ミ ル 先 端 に

固 定 さ れ た c cD カ メ ラ か ら 構 成 さ れ ま す 。  こ の
ccD カ メ ラ に よ って歩行中の利用者のマ一 力一を
つけた両足先の動作が計測され  (図 4 a ) 、  この結

果 と ベ ル ト 速 度 を 比 較 す る こ と で 足 の 遊 ・ 立脚の

状態判定を行います 。事前の計測に よ り 、 歩行速

度 と立脚時間が反比例関係にあ る こ と が確かめ ら

れ て お り 、  こ の 関係 と 計測 さ れ る 立脚時間 を用い

て歩行速度を推定します。  A T L Asではこの速度推
定 結 果 を 用 い た フ イ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 と 、 推 定

結果誤差を補償するべル ト 上での歩行者位置フ イ

ー ド バ ッ ク 制御 を組み合わせてべル ト 速度 を制御

し、  歩行者は常にベル ト上の定点に保持されます

(図 4 b ) l'1。
一方、  左右への進路変更動作に対しては、  まず

歩行時の遊脚の軌道の違いに着目し ま した 。直進

1(a)非接般動作計演1_
富議経差・・
Mollon detection by
vlsualsensof 」、

(c)進路変更動作相殺

富富
Mot10nplatform

図 4  歩行感覚提示装置の実現手段

歩行の際は遊脚はほぼ正面に l・=:フな り の軌道を描き
なが ら着地 され る のに対 し 、  進路変更時には遊脚

が斜前方に大き く振 り出されます。  A T L A Sではこ

の動作 を C C D カ メ ラ に よ っ て常にモ ニ タ ー し、 こ

の動作が計測された際にはそれに連動してべル ト

面自体を姿勢保持装置によって水平方向に回転さ

せ、  振 り出 された足を常にベル ト の中央に着地 さ

せるこ とで進路変更動作を相殺する手法を採用し

ました  (図4c )。

また 、  試作装置ではTe l e-I n v i t e rの存在する場所
の景色と音を取得してATLA S上のT e l e-Visitorに提
示す る移動 ロ ボ ッ ト A I R を 試作 し ま し た 。  ATLAs
によって計測され る T e l e-V i s i t o rの歩行動作はAIR
へ伝送され、  A I RはT e l e-V i s i t o rの歩行動作のまま
にTe l e-I n v i t e rの環境を移動します。  また 、 A I R の
上部にはAT L As 利用者の顔画像を表示するモニタ
ー と ス ピー カ ーが 装着 さ れ て い る た め 、 移 動 可能

なテレビ電話としてT e l e-V i s i t o rであるATLAS利用
者の存在 を T e l e - I n v i t e r に 提 示 し ま す 。 逆 に 、
A T L A Sの利用者にはA I Rが送信する違隔地の情報

を 頭部搭載型デ ィ ス プ レ イ 、 あ る い は 、 A T L Asの
周囲に設置す る 大 ス ク リ ー ンにて表示します。  こ

れらによって実在感提示手法に基づいた没入感に

益れる双方向の通信装置が実現されました。

4. お わ り に

A T L A Sで実現された環境は現状では単に遠隔者

との歩行時の会話装置と して機能しています 。  こ

れか ら の 展開 と し て 、  極限作業環境での高度なロ

ボ ッ ト の 制御手段や 、  ス ポー ツ 中 継 な ど に お い て

選手の間近での迫力のあるコンテンツを家庭で再

現できる次世代放送手法などへの応用を計画して
います。
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研究動向紹介

「はい」 は本当に 「Yes」 なの一発話の意図認識一
Doe s “H a i ”m e a n “Y e s ” ?

Automatic intention recognition in utteranoes-
私 た ち は話 し こ と ば を 翻 訳す る  「音芦翻訳システム」 の実現に向けた研究を行つて
います。  この中で特に話者の 「発話意図」 に着目した研究を行つています。
例えば 「は い」 といっても本当に 11了解』 を 意味 し て い ない こ と が あ り ま す。 l相づ
ち.1 で あ っ た り 、 11呼び控lけ , であった り し ます 。発話の背後に港むこのよ うな 「発

話意図」 をいかに自動的に認識するかにっいて紹介します。

Japanese"Hai'does not always mean'acceptance'.lt can also mean the intentions

1ike"acknowledgement'and'confirmation'.We introduce our research on automatic

recognition of such intentions in utterances.

1 .  はじめに

「はぃ」  と ぃ う日本語の英訳を一つだけ挙げな
さ い 。 こ う 言 わ れれば “ Y e s ” と 答 え た く な り ま す 。

確かに和英辞書を見ると最初に  “Yes”  と書かれて

います。

しか し私たちの扱つている旅行対話では 、  こ の

他にもぃろいろな訳語があります。

例えば

H e 1 l o ” ( 電話での 『呼び掛け 』 。例えば 「はい A T R
でござ ぃ ます」 の場合。)
u h h u h ” ( 『 相づち 』 の 「は い」。)

な どです。

音声翻訳シ ス テ ム で こ れ を正 し く 訳 し 分 け る に

は発話の背後にあ る目的を理解す る必要があ り ま

す。「はい」 を 『 了解 』 、 つ ま り  “Yes”  と し て 使つ
た の か 、 そ れ と も  『呼び掛け』 と し て 使 つ た か の

理解です 。 発話には多 く の場合 『 了解 』 や 『 相 づ

ち 』 な ど の 目 的 が あ り ま す 。 こ の 目 的 の こ と を 発

話意図と呼びます。

発話意図を間違つて翻訳しますと意思の疎通が

で き な く な る 場 合 が あ り ま す 。 単 な る  『相づち』

を 『 了解 』 の “ Y e s ' '  と して翻訳したのでは困りま

す。 また 「は い」 と 同 じ よ う な 肯定表現には 「そ
う で す か」 「そ う で す ね」 「わ か り ま し た」 など多
く の種類があ り 、  い ろ い ろ な 意 図 で使 わ れ ま す 。

こ の よ う な肯定表現は旅行対話デー タベー ス中の

発話の 3分の 1を占めるほど高頻度に出現します。

こ の よ う な こ と は英語にっいても同様に言えます。
こ の こ と か ら分か る よ う に高品質な音声翻訳シ

ステムを実現するには 、  発話意図の正しぃ認識が

必須にな り ます 。  私たちは日本語と英語の発話を

対象と してその意図が何であるかを自動的に認識

する研究を行つています。

2.  発話意図のデー タ ペー ス

旅行会話の発話意図を計算機で自動認識するに

は、 まずそこに出現する発話意図を調査する必要

があ り ます 。 こ のため発話意図を記述したデー タ

ベー スを作成しました 。具体的には日本語話者と

英語話者が通訳を介して行つた会話を書き起こし

て、  それらに人手で発話意図を認定して作成しま

した。

発話意図はあらか じめ適切な数を設定して夕グ
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(標識)  として整理しておきます。  具体的には  『質

問 』 『 確認 』 『 挨拶 』 『 呼び掛け 』 『 相づち 』 『 了解 』

などの タグがあ り ます 。  私たちは日本語用に 3 0種

類のタグを設定し 、  また英語には 1 9種類のタグを

設定し ま し た 。発話意図タグを付与した日本語デ

ー タの具体例を表1に示します。

表 1  夕 グ 付 き デー タの例

発話意図タグ

ホテル  あ り が と う ご さ ゛ い ま す 、

ニュー ヨー クシティホテルでござぃます。

お客 あの一

ホテル予約したぃんですけど

空 い て ま す か 。

greet

in form

temporizer

desire

y n-question

3 .発話意図認識の方法

発話意図認識の手法を具体例を使つて説明します。

ホテルの受付 とお客 さんの間で次の よ う な会話が

かわされた と し ます 。

お客: 「あの一そちらのホテルを予約したぃのですが」 ( A )

ホテル :  「は い 、 か し こ ま り ま し た 」 (B )

( A ) や ( B )  のように一人の話者が続けて発声し

た単位 を タ ー ン と 呼び ます 。 そ し て各 タ ー ンに対

して次の二つの作業を行います。

I 発 話の分割

長 い タ ー ンには複数の発話意図が入る場合がありま

す 。 こ の よ う な 場 合 、  夕一ンを一つの発語意図を含

む単位に分割します。  この単位を発話単位と呼ぶこ

とにします。

II 発話意図の認定

あ ら か じ め設定 さ れ てい る タ グ 集合か ら適切な タ グ

を選んで発話単位に与えます。

(A )  の夕一ンに対してこの二つの問題を考えて

みます。  参考のため夕グ付与結果の三つの例を図1

に示します 。矢印が発話単位を表してお りそれぞ

れに夕グが与えられています。タ ー ン ( A ) の 単 語

区切 り位置は分かってい るので これ らで発話の分

割可能性を調べる こ と にな り ます 。  この数は膨大

に な り 、  ( A )  の よ う な 短 い例で も 約 5 0 0 通 り に な

り ます '。

1 単 語 数 を n と す る と 区 切 り の 可 能 性 の 数 は 2 の  (n -1) 乗にな

り ま す 。



あの一そちら の ホテル を 予約し たい  の です が
マー o - f
tag tag tag
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tagD tagE tagF

4 ◆
tagG tagH

図 1  ター ンの分割とタグの付与の概念図

さらに分割したそれぞれの発話単位に  30  の タ グ の

中から最適なタグを選んで与える必要があるため 、

組み合わせ総数はさらに大きな数になります。

こ の膨大な組み合わせ数の問題を う ま く 解 く方

法があ り ます 。  こ れ に は図 1 の 中 の タ グ のつい た

各矢印にその良さの得点を与えます。  そして得点

合計が最大に な る よ う な タ グ 付 き の 矢印で タ ー ン

の単語を覆 う問題にします 。  こ う し ま す と 動 的 計

画法 ' ' ] と呼ばれる手法で最適な答えを効率良く求
め る こ と がで き ます 。

私たちは この得点を確率で与え る こ と に し 、  こ

れ を さ ら に 二つの確率の積 と し て 表現 し ま し た 。

一つは単語群  (矢印部分)  が一つの発話単位にな

り 得 る確率 PE です。 も う一つはその発話単位がい

ろ い ろ な タ グ を 取 る 確 率 PT です。 これ らの確率を
直接求めるのは難し ぃため近似的に求める工夫が

必要です。

まず PE は二単語間のっながりゃすさの確率で近

似 し ま し た 。 図 1 の 「そ ち ら の ホ テ ル を 予 約」 の
「のホテルを」 と い う部分が発話単位になる確率は
「そ ち ら」 と 「の」 の間に発話単位の境界がある確
率、 「の」 と 「ホテル」、 「ホテル」 と 「を」 の単語
間に境界があ り得ない確率、 「を」 と 「予約」 の 間
に境界がある確率の積で近似します。  こ の と き 単

純に二単語を見 るのでな く 、  品詞や単語と単語の

間の無音時間  ( ポー ズ)  の情報も使います 。  こ の

よ う な 確 率 は 表 1 の よ う な 正 し く 分 割 さ れ た タ グ

付 き デー タを元に計算できます。

一 方 、 PT は二つの情報を使つて近似しま した 。

ーつは発話に現れる単語です。  発話の意図は単語

に よ っ て か な り 予測で き ま す 。 例 えば ( A ) の 発 話

の 「たぃ」 は 『 要望 』 の 発話意図 を表 しやす ぃ こ
と が分か り ます 。  こ の よ う な 「手掛り語」 を あ ら
かじめ収集して確率の計算に使いました 。  も う 一

つは直前の発話の発話意図です。  ( B )  の発話中の

「は い」 は前の発話 ( A )  の 意図 が 『 要 望 』 で あ れ
ば 『了解』 の意図を持つ可能性が高いと思われま

す。 この よ うに直前の発話の意図は重要な情報を

持つています 。  以上の方法で求めた確率が全体と

し て 最 大 と な る よ う な 夕 一 ン の 分 割 と タ グ を 求 め
ます。

この よ う な手法を使つて発話意図の認識実験を

行い ま し た 。 実 験 に使つ た の は表 1 に 示 し た よ う

な タ グ 付 き の デ ー タ で詳 し ぃ内容は表 2 の通 り で

す。平均発話単位数、平均単語数、発話意図種類

数を見 る と 日本語の方が大 き く 、 得点 を評価す る

組み合わせ数 が英語 よ り 格 段 に 大 き く な り ま す 。

すなわち日本語の方が発話意図認識が難しぃ と予

想できます。

表 2  実験デ一夕の内容

数 日本語  英 語

夕一ン

夕一ンの平均発話単位数

ターンの平均単語数

発話意図種類数

2,020

2 .68

18. 0

2,020

2.31

12.7

3 0  19

こ の デ ー タの一部を確率の学習デー タ と  して使

い 、 残 り を 評 価 デ一 夕と して使 う交差確認法 [2] を
用いた実験を行いました 。  評価は分割だけの正し

さ を対象 と し た場合 と 、 分割 と意図認定の両方の

正 し さ を対象に し た場合で行いま し た 。 結果を表

3 に示します。

表 3  実験結果

分 割

再現率 2  適合率 2

92 .20%  92 . 58%

71 .92%  78 . 10%

分言11と 'l11:図認議k

西現・i:2 適合基f二2

日本語

英 語

7 4 . 9 1 %  7 5 .3 5 %

53 . 10%  5 7 . 7 5 %

実 験 デ一 夕の観察からは日本語の方が難しぃと
予想していたのに 、  意外にも英語の方が悪い成績

にな り ま した 。英語は分割の性能が悪いため意図

認識の性能も悪い結果 とな っています 。詳 し ぃ調

査を行つた結果、  日本語は品詞の情報でかなり正

確に発話単位へ分割で き るのに対 し て英語はそ う
で は な い こ と が わ か り ま し た 。  日本語には文の終

わ り を 示す 「よ 、  ね 、 か」 な ど の 「終助詞」 と い
う 品詞があ り ます 。  これに相当する品詞は英語に

はあ り ません 。 この よ う な品詞の機能の差が性能

の差の大きな原因になったものと思われます。

4. お わ り に

発話の意図を機械で認識する研究の歴史は浅く、

特に計算機を使つた実証的な研究は最近始まった

ばかりです。  それだけに未知の問題も多く興味は

尽きません。  今回見つけた日英言語での性能の差

もその一つです 。 この原因を さ らに追及し意図認

識の精度を高めたいと思います。

一方で意図認識の技術を音声翻訳システムへ応
用する研究も進めています 。  すでに肯定表現の翻

訳に発話意図がかな り 貢献す る こ と を 確認 し て い

ます。 さ ら に今後は正し ぃ と は限 らな ぃ音声認識

結果に対して発話意図を う ま く推定する手法を検

討 してい く考えです 。  こ の よ う な研究が進めば よ

り 高品質な音声翻訳システムが実現できる と考え

ています。
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研究動向紹介一 一

音を聞き分けるテ ク ノ口ジ ー 一耳の能力に迫る一

Sound  Discrimination

一 Towards Attaining Human Abil面e s-

私たちは普段いろいろな種類の音に囲まれてお り 、  そ し て苦 も な く それ ら を聞 き分け

て生活して ぃ ます 。入間のよ う に 、音を糖度良 く間き分ける こ とので き る コンピュ ー

タが実現できれば、騒音に強い音声認識やセキュ リテ ィ 、医療など幅広い音響情報処

理技術に応用できます。 我々の研究室ではそのような音を聞き分ける技術の研究を学
際的な視点で取り組んでいます。

We are usuaIly surrounded by a mixture of various kinds of acoustic events,and we
can dlscriminate these sound events quite easily.1f a computer can discriminate the

sound events as acourately a s  a human being does, i t  is usefulfor a wide range of
sound processing applioations including speech reoognltion in a noisy environment,
security controland medicalcare.〇ur department is studying such technologies of
sound discrlmination frorn lnter -disciplinary points of view,

1 .  はじめに

我々人間はい ろ い ろ な音 を  「聞 き 分 け る」 能力
を持つています 。  も し こ の よ う な 聞 き 分 け を コ ン

ピュ 一 夕 で で き れ ば ど ん な に す ば ら し ぃ こ と で し

ょ う か 。 そ う し た コ ン ピ ュ 一 夕 が で き れ ば 、 例 え

ば騒音の中から特定の人の声のみを聞き分ける音

声認識システムあるいは怪しぃ物音や足音を聞き

分 け て 住 人 に 知 ら せ る セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム な ど

に応用できます。以下に我々の研究室が取り組ん

でいる研究内容と今後の目標にっい て 話 を し た い
と思います。

2, 基本技術 : パターン認識
まず、  コンピュ一 夕で音を聞 き分け る ための基

本技術であるパ夕 一 ン認識にっいて簡単に説明し
ます 。パタ ー ン認識 と は 、 得 ら れ た情報 を予め定

めておいた複数のカ テ ゴ リ の一つに割 り 当 て る技

術です 。例えば 、 マ イ ク で拾つた音声を一つの言

葉 カ テ ゴ リ に 割 り 当 て る の は音声認識 と 呼び 、 ス

キ ャ ナ な ど で取 り 込んだ情報を文字 ヵ テ ゴ リ に割

り当てるのは文字認識と呼びます。  こ こ で は 音声

認識を例に と って説明し ま し ょ う 。

音声認識で は ま ず 、 観 測 さ れ た 音声 ( の 波 形 )

からその内容を聞き分けるための手がか り と して 、

い くっかの値を計算します 。 この操作を 「特徴抽
出」、 得 ら れ た 値 を 「特徴」 と呼びます。仮にこの
特徴の数が2個の場合、  観測音声は図1 に示す二次

元空間 ( す な わち平面 ) 上の A で表 され ます ' ( も

ち ろん実際には 、  僅 か 2 個 の 特 徴 と い う の は 極 め

てまれですが、  3個以上でも考え方は同じです)。

音声認識では、  こ の 得 ら れ た 特 徴 ( A )  を複数

の カ テ ゴ リ  ( つ ま り言葉 )の一つに割り当てます。

こ の操作 を  「分類」 と 呼 び ま す 。 分類す る には 、
前 も っ て 各 カ テ ゴ リ ご と に そ の カ テ ゴ リ の 代 表 的

' 特徴の数が 1個な らば直線上で 、  3 個 な らば立体空間上で表さ
れます。

(株) ATR人間情報通信研究所

第一研究室

渡辺秀行

な 「プ ロ ト 夕 イ プ ( モ デ ル )」 を用意しておき  (図
1 の x ) 、 観 測 音 声 の特徴 ( A )  に 最 も 近 い プ ロ ト
タ イ プ を 選 び 、 そ れ が 所属 し て い る カ テ ゴ リ  (言

葉)  に音声が振 り分け られます 。数多 く存在する

パ夕一ン認識システムは 、  いずれ も 近 さ の測 り 方

が 異 な っ て い る こ と を 除 い て 、  この分類方法をと

っています。

音声 を精度良 く 間 き 分 け る には 、 騒音 な ど に強

く し か も カ テ ゴ リ 判 断 の 誤 り を な る べ く 少 な く す

る特徴抽出方法 とプ ロ ト 夕 イ プの学習が必要 と な

り ます 。

」
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〇: カテゴリ1の学習サンプル

e :カテゴリ2の学習サンプル
A : 新たに觀測されたサンプル
X : プロ ト タ イ プ

図 1  分類過程の概要

3 . 学 習一 「中心」 か ら 「境 界」へ
それ ではプ ロ ト 夕 イ プ は ど の よ う に 予 め用意 し

た ら 良 い の で し ょ う か ?  従来 か ら 良 く 使 わ れ て

い る方法では各カテゴ リ毎に学習用音声サンプル

を た く さ ん 集め て 、 そ れ か ら 抽出 さ れ た特徴 ( 図 1

中 のeと〇 )  のカテゴ リ 毎の平均を求め 、  それを
プ ロ ト タ イ プ と し て い ま し た 。 確 か に 、  カ テ ゴ リ

ご と の代表を選ぶ とい う 観点か らはそれは妥当な

よ う に 思 え ま す し 、 実際 、 多 く の 音声認識シ ス テ
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ムはその考えに基づいて開発されてきま  した 2。 し

か し こ の 方法では カ テ ゴ リ の 「中心部分」 が重点
的に学習 さ れ 、  これは大きな問題点なのです。  と

い う の は カ テ ゴ リ の判断が誤 り ゃ す ぃ サ ン プルは

中心部分よ り も判定の境目  ( カ テ ゴ リ 境 界 、 図 1 )

付近にあ るか ら です 。  で す か ら誤 り を 最小に し た

い な ら ば 、  こ の 「 ヵ テ ゴ リ 境 界」 こそ学習精度を
上げなければなりません。

そこで我々は、  学習サンプルが誤つて分類 され

た時にカテゴ リ境界を作 り直す学習方法に着目し

ま し た 。 た だ それはやみ く も に修正す るだ けでは

だ め で 、 分 類 誤 り が 最 小 に な る よ う な も の で な け

ればな り ません 。  こ の要求に答え るべ く 、 我々は

一 般 化 確 率 的 降 下 法  ( G P D )  を 開 発 し ま し た 。

G P Dは 、  原理的に分類誤り確率が最小となる状態

を 達 成 で き る こ と が 数 学的 に証明 さ れ て い ま す 。

我々はこのG P Dを 、  い ろ い ろ な音声認識シ ス テ ム

の設計に応用し、  その結果認識精度が飛躍的に向

上す る こ と を 実証 し ま し た 。  さ ら に G P D は 、 音声

認識に限らず、  文字認識など一般のパタ ー ン認識

に広 く利用で き る 、  極めて汎用的なァイデアです。

4 . 学 習一 「分類」 か ら 「特徴」へ
以上に よ り 、 「分類」 の誤 りが最小とな る学習法
が 実 現 で き ま し た が 、 分 類 が 行 わ れ る 土 俵 、 す な

わち、  「特徴」 の抽出方法はこのままでいいのでし
ょ う か ?  仮に学習用のサンプルに対しては誤 り

が最小に な っ た と し て も 、 学 習外の未知のサ ン プ

ルに対 し て精度が高いか ど う か はわか り ま せん 。

騒音、話し手の違い 、話し方の違い _ などが未知
サ ン プ ル に 対 す る 変 動 を も た ら し ま す 。  よ っ て 、

こ の よ う な 変 動 に 左 右 さ れ な い 、 聞 き 分 け る た め

だけに本質的な特徴を探ることが重要です。

前節で紹介した学習方法の対象は 「分類」 で し
たが 、  こ れ を  「特徴」 の抽出方法にまで拡張でき
な ぃ かに着目 し ま し た 。 そ う すれば聞 き分け る誤

り を少な くする特徴を見つけ出すことができます。

今日まで、  人間の耳の働きを真似た特徴抽出方法

が 数多 く 提 案 さ れ 、 実 際 に 広 く 用 い ら れ て い ま す

が 、  前節で述べた学習方法と異なる方法で設計さ

れ て い る た め 、  システム全体の性能を考えたとき 、

必ずしもべス トな もの とは言えません。

そこで我々はG P D を拡張し 、  特徴抽出部と分類

部 を 同 時 に 誤 り 最 小 化 の 目的 の 下 で 学習す る 理

論 :  「識別的特徴抽出法(DFE ) 」 を開発しました。
この D F E も G P D と同様に一般のパ夕一 ン認識に応
用できる汎用性の高い理論ですが 、  主に音声認識

で有効性が実証されています 。  例 えば 、  音声認識

の精度の向上に対して重要な周波数がどの辺り  な

のかを自動的に見つけ出すこ とができて 、  同時に

認識精度が大きく向上することが示されたのです 3。

5. 「音声」 か ら 「音」へ
今までは人の話す内容、  すなわち音声を聞き分

け る技術にっいての話しでした 。  しかし、  普段耳

にす る の は も ち ろ ん人 の声だ け では あ り ま せ ん 。

鳥の さ えず り 、 エ ン ジ ンの音 、電話の呼びだ し音

な ど 、 様々な た く さ ん の種類の音があ り ま す 。 そ

こ で我々は今まで述べて きた学習理論を使つて 、

音声だ け で な く ぃ ろ い ろ な 「音」 を聞 き分け る シ
ステムを作る こ と を考えま した 。

我々は、 日常の音環境の中で拾いたい音のみを

選択的にキ ャ ッチで き るシ ステムを開発し ま し た 。

こ こ で は 、  2 .で述べたものと同様の考え方で、  予め

「拾 い た い 音 の プ ロ ト 夕 イ プ」 を用意し 、そのプロ
ト タ イ プ と の 近 さ が 、  あ る 規 準 の 値 ( し き ぃ 値 )

よ り小 さい音のみを検出し ます 。そ して G P D を拡

張し 、  観 測 音 が 拾 い た い 音 と 同 じ カ テ ゴ リ で あ れ

ば 検 出 し 、 異 な る カ テ ゴ リ で あ れ ば 検 出 し な い よ

う に 、  プ ロ ト タ イ プ と し き ぃ 値 を 同 時 に 学習す る

「最小検出誤り学習法 (M D E )」 を生み出しました。
このM D Eに基づく音響検出手法が、長野オ リン

ピ ッ ク に 設 営 さ れ た 交 換 器 設 備 の セ キ ュ リ テ ィ 音

響監視システムに試験運用されました 。  突然の救

急車の音や空調の音、  会場の大歓声などで誤作動

も 起 き ま し た が 、 拾 い た い 音 ( 電 話 の 呼び出 し 音

や 足 音 ) が 精 度 良 く 検 出 さ れ 、  システムの基本性

能が確認できました。

6 .  これからの研究

これ までは音声や音を正確に聞き分けるシ ステ

ムの学習方法を、  特に数理統計学的な視点で研究

し て き ま し た 。  し か し 、 得 ら れ た シ ス テ ム は ま だ

まだ人間の能力には及びません。  例えば、  人が苦

も な く で き る 重 な り 合 つ た 音 を 分 け て 聞 き 取 る こ

と が 、今のコンピ ュ一夕ではほ とんどで き ません 。

そ こ で こ れ か ら も っ と 必 要 に な る の は 、  人が本当

は ど の よ う な 方 法 で音 を 聞 き 分 け て い る の か 、 そ

の メ カ ニ ズ ム を探 る研究です 。今後は 、  人が音を

聞 き 分 け て い る メ カ ニ ズ ム の 数学的 な モデル を 作

り 、  そ の メ カ ニ ズ ム を コ ン ピ ュ 一夕で動かせ る形

に 持 つ て い こ う と 考 え て い ま す 。  こ れ が実現 さ れ

れば 、音の情報通信技術が大き く飛躍する こ と は

間違 い な ぃ で し ょ う 。

2 音声認識で今最もポピ ュ ラーな 、  隠れマルコフモデル  ( HMM )  , DFE の拡張 と してカテゴ リ個別の特徴を見つけだす  「識別的
の最尤推定も、  基本的にこの考え方に基づいています。  計量設計法 ( DMD ) 1 も提案されています。
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研究動向紹介

ミ ク口なサン  ド イ ッチで光を操る

一化合物半導体超格子光デバイスー

Ultra-smal lsemiconductor sandwiches
一Compound  semiconductor superlattice opticaldevices-

種類の異なる非常に落い膜を交互に積層したミ  クロな半導体サン  ドイ  ッチ構造を超格

子と呼んでいます 。 この超格子が作 り出す “特異な電子状態 ” を利用する こ とで 、  こ

れまでにはない機能や性能を持つた新しい半導体デバイスを作るこ とができます。 こ
こでは、  超格子の持つ特異な物性を利用した新たな光デバイスとして、  長波長レーザ

や高速光変調素子に関する研究の概要について系器介します。

Semiconductor superlattices are excel ient candidates for creati r1g nove lopto -
electronic devices,because desired opticaland electrlcalproperties can be  artlficially

realized by using quantum effects in superlattices. We present some of our reoent

research topics of developing novelfunctionalsuperlattice devices, s u o h  a s  nove1
midinfraredlasers and ultra-fast opticalswitching devices .

1 .  はじめに

1 9 7 0 年 、 I B M の ワ ト ソ ン研究所から 、半導体技

術の進展に と っ て 、  非常に重要な示唆を与える一

つの論文が発表されました。江晴玲於奈博士およ

び R. T s u博士により発表されたこの論文' ' 'で は 、 半
導体の膜を作製する過程でその組成を非常に短い

繰 り 返 し 周 期 で変化 さ せ る こ と で 、  自然界に存在

する結品では実現できなぃ  “特異な電子状態”  を

作 り 出せ る と ぃ う 考 え が述べ ら れ てい ます 。  こ の

よ うな人工的な半導体周期構造を作製し、  特異な

電子状態を作 り出す と ぃ う考えは 、研究者の熱い

注 目 を 集 め る と こ ろ と な り ま し た 。 希 望 の 特 異 な

電子状態を作り出すには、  原子層のオ ー ダ ( A オ

ー ダ : 1 A は 1 0 -'°m )で周期構造を作製しなければ

な らないため 、分子線エピ タキシ法や有機金属気

相成長法と呼ばれる超薄膜作製技術の開発が進み

ました 。  また特異な電子状態を利用した新しぃ機

能デバ イ ス の実現 をめ ざ し て 、 現在で も多 く の研

究機関が周期構造の物性解明に取り組んでいます。

今日では、  こ の よ う な 周 期 構 造 、 す な わ ち 、 図 1

に示すよ うな種類の異なる薄い膜を交互に積層し

た ミ ク ロ な サ ン ド イ ッ チ の よ う な 構 造 は 、 超 格 子

と呼ばれ、  半導体研究の一つの分野を形成してい

ます。 また実用的に も 、超格子は 、半導体レーザ

の光を発生する部分にも採用され 、  確固た る地位

を築いています。

こ の よ う に 、  超格子の研究は一部の分野では実

用的なレベルまで到達していますが、  当研究所で

図 1  半導体超格子の概念図

(株) ATR環境適応通信研究所

第四研究室

大谷直毅  黒柳和良  堂本千秋

はその特徴を さ  ら に活か し た新 し ぃデ バ イ ス が 実

現で き る の では ないか と の考 えで 、  こ れ まで精力

的に 、  物性探求 とデバイ ス応用の探索に取 り組ん

で き ま し た 。  こ こでは 、高機能かっ高性能な通信

用光デバ イ ス の開発を目的 と し て進めて き た化合

物 ( ガ リ ウ ム ひ 素 系 ) 半 導 体 を 用 い た 超 格 子 光 デ

バイス研究の一部概要にっいて紹介します。

2 . 長 い波長の光を作 る

現在 、 光 フ ァ イ バ 通 信 で は 、  フ ァ イ バ 内 で の 光

の分散と損失の少ない波長1 . 3 µ mないし 1 . 5 5 µ m
の光が主に使われてい ます 。  ま た 、 近 年 、 可 視 光

でも青色  ( 波長0.4µ m程度 )  のレーザが開発され

ま し た 。 こ の よ う に 波長 1 . 5 5 µ m 以下の発光デバ

イ スは数多 く実用化 されていますが 、  これ以上の

波 長 ( 長 波 長 )  の半導体発光デバ イ ス はほ と ん ど

ないのが実状です 。 図 2 に 示す ょ う に 、 長波長の

光は光通信をはじめとする幾つかの分野への応用
が期待で き る た め 、  特に小型で低消費電力な半導

体レーザの開発が望まれています。

しかし 、図 3 ( a ) に示すよ うに 、従来の半導体レ
ーザでは 、  禁制帯 ( 電子 も正孔も存在できなぃ領

域 )  を挟んだ電子と正孔の再結合によって光を発

生 さ せ る た め 、  放射される光の波長は 、  材料に固

有 な 禁 制 帯 の 幅 ( バ ン ド ギ ャ ッ プ )  に よ っ て決定

さ れ て し ま ぃ ま す 。 原 理 的 に 、 バ ン ド ギ ャ ッ プ が

小さいほど長い波長の光を得る こ とができ ますが 、

利 用 で き る 材 料 が 限 ら れ る と と も に 、 正 常 な 動 作

図 2  長渡長の光の応用分野
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材料 A l 材料 B  1 材料A
l .

f 電 子 '

図3 ( a )  従来の半導体レ ー ザ  図 3 ( b ) ベル研究所が発表し
た新しぃ動作原理の
半導体レーザ

を行わせ るには素子を冷却 し なければな ら な ぃ な

どの問題がありました。

そ こ で 、  1 9 9 4年、  A T & Tベル研究所  (現在のル

ーセ ン ト テ ク ノ ロ ジー ベル研究所)  は、超格子の

特徴を利用した新し ぃ動作原理に基づ く長波長半

導体レー ザ'2'を発表しました。  図3 ( b )にその動作原
理を示します。  こ の レーザは 、超格子が作る特異

な電子状態の一つであ るサブバン ド  ( 電子が存在

で き る 領域 )  を利用 し た も ので 、 電子がェネルギ
一 の 高 い サ ブ ノ 、、1 ン ド か ら 低 い サ ブ バ ン ド に 移 動

(遷移)  す る際に失 うェネ ル ギー を光に変えるもの
です。従来の半導体レーザ の バ ン ド ギ ャ ッ プ に 比

べ て 、 サ ブ ノ 、1 ン ド 間 のノ 、 1 1 ン ド ギ ャ ッ プ は小 さ く で

き る た め 、 長 波 長 の光 を 得 る こ と が で き ま す 。  ま

た 、原理的にレーザを冷却する必要もあ り ません 。

こ の よ う に 電 子 の選移のみ を 利用 し た 本 レ ー ザ は

将来の長波長光源 と し て有望ですが 、大 き な問題

点はレーザの構造が非常に複雑になること '2'です。
そ こ で 、  こ の問題を解決するため 、  こ れ ま で提

案 さ れ て い た も の と は 異 な る サ ブ バ ン ド  ( r- X量
子準位)  を利用した長波長レーザを提案し 、  その

開発に取 り組んでいます 。現在 、超格子構造を試

作 し 、  新し ぃ レーザの実現の可能性を確かめてい

る 段階です 。 本研究に よ り 、 将来の安価な長波長

光源の実現に寄与できるものと考えています。

3, 光を高速で変調する

上述した通信用光源の研究 ・ 開発に加え、  当研

究所では レ ー ザ か ら 放 射 さ れ た 光 に 高 速  ( 数 一1
GHz )  で情報を重量す る こ と の で き る光変調素子

の開発も進めています。  この素子には歪超格子と

い う特殊な構造を採用する方針で研究に取 り組ん

でいます。

一般に 、  超格子を作製する場合、  基板の上に種

類の異なる薄膜を交互に積んでいきますが 、  基板

および薄膜材料の選定にあたっては、  結品の周期

間 隔  ( 格子定数 )  が ほ ぼ等 し ぃ も の を 用 い ま す 。

こ れは 、格子定数が異な る と主に薄膜に応力  ( 引

っ 張 り 力 ま た は圧縮力 ) が 加 わ り 、 薄 膜内の電子

状態が通常の超格子 とは違つた も のにな る ためで

す。一方、 こ の よ う な 現 象 を 有 効 に 利 用 し て 、 通
常の超格子にはない電子状態を作り出す研究も行

われ てお り 、 薄 膜 に応力が加わ る よ う な 超格子 を

一般に歪超格子と呼んでいます。

では、  なぜ、  高速で光を変調する素子に歪超格

子を採用するので し ょ う か ?

0N

図 4  光変調器の動作原理

図 4に通常の超格子を用いた光変調素子の動作

概念を示します。  例えば、  超格子に光を入射させ

る と 、 印 加 電 圧 が 0  V では 、光は薄い超格子を透

過しますが 、  あ る電圧を印加する と 、  光のェネル

ギーが吸収 され 、  電子と正孔対の生成に使われる

ます。  こ の よ う に し て 外 部 電 圧 制 御 に よ っ て 、 光

の透過および吸収 (〇N /〇 F F )が制御できるのです

が 、通常の超格子では 、光に よ っ て生成 された電

子と正孔の内、主に正孔 (通常 、重い正孔 )  をす

ばや く 外部に取 り 出す こ と が で き ません 。 そ の結

果 、 高速の信号 ( 高 速 で変化す る電圧 ) が 超格子

に加え られた場合 、重い正孔が膜内に蓄積するた

め、  光の吸収が阻害され、  正常な動作が期待でき

な く な り ま す 。

そのため、  当研究所では、  上述した歪超格子を

採用す る こ と で 、  内部の電子状態を変え  (重い正

孔と軽い正孔の量子準位を入れ替える ) 、  正孔をよ

り早 く取 り出す研究を進めています 。  こ れ ま で の

益.超格子の物性解明に よ り 、 高速光変調素子の実

現 に 、  ある程度の見通しが得られっっあります。

4. お わ り に

当研究所では、  高性能で高機能な、  半導体デバ

イ スの開発を目的に 、  超格子を用いた新し ぃ光デ

バイスの研究に取 り組んでいます 。  こ こ で は 、 長

波長レーザおよび高速光変調素子の研究概要にっ
い て紹介 し ま し た が 、  こ の他に も 、超格子内での

キ ャ リ ア ド メ イ ン 生 成 と い う 特 異 な 現 象 ( 電 子 の

固ま りが超格子内に生成される現象 )  を 利用 し た

光励起によ る発振素子の研究も進めています ' 3 ' 。
こ の よ う な 研 究 は 、 現 状 で は 、  まだ基礎的なレベ

ルですが、  将来の光通信の発展を支える要素技術

と して非常に重要なもの と考えています 。今後も 、

超格子を利用 した これ らデバ イ スの開発に精力的

に取り組む一方、  さ らに機能性や実用性を高めた

新 た なデバ イ ス を 提案お よび開発 し て い く 予定で

す。
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ATR Monologue(10)

「研究の自由」 - このむっかしいもの  -

(株)  国際電気通信基礎技術研究所

顧 間 葉原耕平

A T Rでは研究者だけでなく多くの人たちが入れ替わり  ます。 それはマンネ リ化を防ぎ活性化に繋がる と

い う メ リ ッ ト の 反 面 、 キー コ ン セ プ ト さ え 継 承 さ れ 難 く な る デ メ リ ッ ト も 併 せ 持 つ て い ま す 。 早 い 話 、 途

中から参画した人たちに と っては 「初心」 と 言 わ れ て も そ れ は も と も と 知 ら な い に 等 し い こ と で す 。 そ こ
で 今 回 か ら そ う ぃ う こ と にっいて順不同で私見を述べる こ と と し ます 。話の性格上、  こ れ ま で の シ リ ーズ
よ り 硬めにな るか と思いますがご容赦下さい。 今回の主題は 「研究の自由」 です。

① A T R と ぃ う会社の目的

A T R は ジ ャ ーナルの裏表紙に書いてあ る よ う に  「電気通信分野における基礎的 ・ 独創的研究の一大拠点
と して内外に開かれた研究所」 を標榜し、  株式会社形態で設立されました。  世の中には立派な研究所を持
っている会社が数多 く あ り ます 。  しかし 、  それらの研究所はいかに大き くても第一義的にはそれぞれの会

社の事業目的達成に貢献する こ と が求め られ るで し ょ う 。 それに対して A T R は 「研 究 を 行 う こ と」 自身が
会社の目的で、  これが世の中の多くの研究所と抜本的に異なる世界的にもュニー クな性格で、  すべての努
力はそれに傾注されます。  それゆえに、  A T R の運営はそれ自身大変チャレンジングである と同時に壮大な

社会実験でもあります。

② 基礎研究と自由

基礎研究には 「自由」 が必要で大切だと言われます。多分そ うだ と思います。  しかし、  ただ自由が必要
だ、  自由にやらせろ 、  と ぃ う だけで世の中通用するでし ょ う か 。私は 「自 由」 ほどきっ く幸いものはなぃ 、
と さ え思つてい ます 。 それは 「自由」 と 「野放図」 あ る い は 「身勝手」 は峻別 し な ければな ら な ぃ と い う
至極当たり前のことの裏返しです。  また 「自由」 と 「独善」 は ま っ た く 似 て非な る も のです 。 そ し て一番
大切でかっ難しぃこ とは 「自由」 は天か ら 降つ て く る も の で は な く 自 ら 勝 ち取 り 維持すべ き も の で 、 そ れ
は決して生易しぃ ものではなぃ と ぃ う こ とです 。 「自由」 に は 「責任」 が 伴 い ま す 。 さ ら に 「成功する も自
由、失敗する も自由」 です。が、結果はその良否を問わずッケを持つて行く先は自分自身しかありません。
考えて見ればこんな厳し ぃ環境は他にあるで し ょ う か 。例えば 、  自 由 が な い と ブ ツ ク サ 言 い な が ら 、  う ま

くぃかなければそれは上司の指示が悪い、  会社の方針がおかしぃ、  な ど と い う 逃げ道はないのです 。  凡人

には言い訳や憂さ晴らしのぶっつけ先がある方が有り難いかも知れません。

③ 自由と自制

世の中には色々な規則や規制があり、  自由を言區歌したい人には窮屈で煩わしぃかも知れません。 しかし、

それはその社会や会社や団体などである秩序を保つために必要なものでもあ り ます 。 この と き 、性善説で

規則類はなるべ く少な く 、  と い う立場 もあれば 、いやいやそんな こ と では人々は何を仕出かすか分からな

い 、規則はでき るだけがん じが らめの方が ぃい 、  と ぃ う 性 悪 説 的 立 場 も あ り う る で し ょ う  ( ついでに近代

西欧社会は I生強説、 日本社会は性善説、  そ し て イ ス ラ ーム社会は生弱説に立つ場合が多いという簡明な説
も あ る : 片倉 も と子著 「イ ス ラ ームの日常世界」 岩波新書)。
私は個人的には各個人がそれぞれの立場をわきまえて行動する限り 、  規

則はそれでも起 こ  り う る 誤解な ど を避け る よ う な 最小限に留め るのが理想

だと思います 。  しかし、  それは全員がそ う ぃ う 規範を守る 、  あ る い は 自 制

す る と い う 、 こ れ ま た多分 1 0 0 % は あ り え な ぃ前提があ っ ての こ と で し ょ う 。

つま り 、 手に し たい自由度は自制度に比例する性質を持つてい る よ う に思

います 。

自 制 度
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④ 再び 「由 ら しむ可 し 、  知らしむ可からず」
私は このシ リ ーズの二回目に、  この論語の言葉には普通世の中で思われているのとは異なる解釈がある 、

と ぃ う こ と を 述 べ ま し た 。 そ れ は 「民は由らしむ可し」  と は 「詳 し ぃ こ と は 分 か ら な い が 、 あ の 人 な ら 黙
ってっい て 行 こ う 。 従 お う 」 と い う 気持ちを民衆に抱かせる こ と が為政者のなすべき こ と で 、 そのために
は自ら知を磨き徳を積む必要がある、  と い う こ と で 、  こちらの方が正しぃ解釈とされています。

この考えは研究者にも当てはまります。  A T Rでの研究は多くのいわゆる事務系の方達、  さ ら には外部の

方々の理解と努力に支えられています。  そ う ぃ う 人達の立場か ら  「ああ、  さすが研究者だ。研究の中身の

詳し ぃ こ と は分か らないが 、一生懸命研究に打ち込んでいる上に 、我々の こ と  ( 多 くの下支えの苦労 : こ

こで [ 下支え ] と思 うの も本当は思い上がりですが一一 ) も考えて くれ 、立派なものだ 。何 と して も支援しな
ければ一一」 と ぃ う ょ う に 思つ て賞 え る こ と が 大切 なのです 。 同 じ よ う な こ と は 研究者相互にっい て も 言
え ます 。数世紀に一人 とい う よ う な超天才はいざ知 らず 、多 く の研究者は上司 、同僚な ど周 り の理解 と協

力が あ っ て こ そ相乗効果 も含め ていい成果が出せ る と い う も の で し ょ う 。 そ れ には 「彼なら自分も今忙し
いけ ど一緒に相談に乗ろ う 」 と ぃ う ょ う な こ と が 大切で 、 そ の た め には独 り 善 が り ゃ 思 い上が り 、 身 勝手
な行動は厳に戒めるべきだと思います。

⑤ 自由を自 ら失 う早道

上に自由を勝ち取り維持するのは生易しぃ こ とではないと述べま  した。  そ の代わ り そ れ を 失 う の は い と

も簡単です。そして、実際にはそれを  ( 恐 ら く無意識に )地で行つてしま ぃ勝ちなのです。

A T R では研究者にはでき るだけ自由を 、  と 誰 し も 思 つ て い

る こ と で し ょ う 。  しかし、  それに甘えてルーズになっては周り

が迷惑を蒙ります。  ましてや 、気ままな人に有り勝ちな組織無

視、  ルール無視など決して誉められたものではありません。具

体的な事例があるわけではありませんので、  それらは読者の皆

さんの想像にお任せします。  --番簡単なことは、  自分がそれと
見聞きすれば恐らく顔をしかめたり 、少し傍若無人ではないか、

と思 う よ う な 、何度も言いますが二人称の立場で考えさえすれ

ばすぐ分かる よ う な行動です 。そ う ぃ う 行動は知らず知らずの

う ちに表に出る ものですが 、  実はその裏には慢心と思い上がり

が潜んでいるのです。研究者は偉いんだ、  など と ぃ う のは天動

説です。最後はその天に唾するこ とにな り兼ねません 。 これら

は研究者以前の人間性の問題でもあります。

こ の よ う な 行 動 は 起 こ り 得 る と し て も ご く 一 部 の 人 が き っ か け で し ょ う が 、  起 こ し て し ま え ば一事が万

事で周 りは段々と疑いの目で見始めます 。そ う な る と 、全体の規律を維持するためにはやは り規制や規則

が必要だ、  と ぃ う こ と に な り 段 々 と 窮 屈 に な っ て い き 、 結 果的 に多勢 を 巻 き 込 ん で し ま ぃ ま す 。 こ う し て

一旦信用を失い始める と 、 後は坂道を転が り落ち る よ う に な る危険を孕みます 。  さ ら に は 「坊主憎けり ゃ
装裟まで憎い」 で研究の質まで疑われ兼ねません。  何しろ門外漢にはあま り分からない内容が多いのです
か ら 。 そ し て 、 何 か と 目 の 仇 に さ れ る よ う に な れ ば 「貧すれば鈍す」 で研究内容も落ちぶれる危険を孕み
ます。 駄酒落を一つ。  「売家の唐様も書けぬ四代目」。 平均以上に自由が欲しければ、  平均以上の自制が求
められます 。  自制度と規制度は反比例します。

⑥ P Rのひとつの意義

上に述べた、  為政者は常に自ら知を磨き徳を積む必要がある、  と い う こ と も ま た 研 究 者 に 当 て は ま り ま

す。 自ら研鑽に励むこ とです 。  し か し 、 い く ら 自 分 は そ う し て い る と 言 つ て も 、 あ る 程 度 そ れ が外 に見 え

なければ第三者には判断のしよ うがあ り ません 。そ こに適切な 、つま り実力と歩調を合わせた P Rが必要に

な り ます 。 この情報過多の時代に P R もせず 、  自分は素晴ら しい研究を してい る 、知 らない方がおかし ぃ 、

と ぃ うのは思い上がりです。適切な論文発表などは基礎研究者の義務でもあ ります。が 、大風呂敷ばかり

広げていては人々は信用 しては  く れません。  研究成果の積み上げが段々 と定評になっ

ていきます 。反面そのこ と も実は大変怖い落し ノ穴でもあ ります 。実績を積み定評がで

き ればで き る ほ ど迂闊な こ と は で き に く く な り ま す 。 個人でも組織でも無名も幸く切

なぃでし ょ うが名声を維持するのも楽なこ とではあ り ません 。名をなしたプロの選手

が 苦 し み 1、送1んでいるのと一脈相通ずるところでしょ う 。  これ らはほんの一例です。一
言 で 「自由を 1 とい う周 りにはこんなにも多 くの問題が存在します 。
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短信

BEST W ISHE S  T〇 ATR T〇WARD NEXT MILLENN IUM

…一 N A S A /  J P LのATR  〇Bからの報告

NASAf J PL  Research Associate

(前ATR環境適応通信研究所第三研究空)

吉 宇

私は、 ' 9 5年 4月から ' 9 7年 9月  まで、 ATR光電波通信研究所および環境適応通信研究所に動務していま し

た。  A T Rでの日々は、公私にわたって非常に楽しぃものでした 。光台のきれいな町並みと知的な同僚を一

生 忘 れ る こ と は な い で し ょ う 。  こ の一文は、 A T Rの上司や同僚に感謝の気持ちを述べるまたとない機会で

す。

A T R を 去つた後 、 私はジ ェ ツ ト 推進研究所 ( J P L )  に加わ り ま した 。  J P L は N AsA の研究セン夕一で 、太
陽系 と宇商の ロ ボ ッ  ト 探査を行つています 。  車でロサンゼルスか ら 1 5 分のパサデナにあ り 、  その運営はカ

リ フォルニア工科大学が行つています。  J P Lでは宇商科学、  地球観測、  天体物理研究そして電気通信技術に

おける広範囲な研究や発見のため5 , 5 0 0人以上の科学者やェ ンジニアが研究活動を行つています。  J P L か ら

受けた第一印象は、  仕事において間題があればすべての分野の専門家から助けを受ける こ とがで き る とい

う こ と で し た 。  J P Lの人々は非常に友好的で親切です。これは科学のために、  ビ ジ ネ ス では な く て 、 同 じ 関

心をと もに持つ人々が集まっているからだ と思います 。

私は、  J P L で N A S A 深宇宙ネ ッ ト ワー ク ( N A SA  Deep SpaceNetwork)、 カ ッ シーニ 、 そ し て 、 その他の未

来 型 N AsA 字 宙 プ ロ ジ ェ ク  ト に対する高周波信号分配システムの先進的な光電子技術の研究に携わってい
ます。我々のグルー プが開発した光電子オシレー タは 、従来のマ イ ク ロ渡オシ レー タ よ り 、  フ ェー ズ ノ イ

ズ、長期安定性、  そして物理的なサイズにおいて も優つています 。私は 、  この研究開発の間、光 ・ マ イ ク

ロ波イン夕ラ クシ ョ ン技術の分野において 、 A T R で得た経験に非常に価値がある こ とに気付きま した 。

昨年、環境適応通信研究所社長の小宮山博士および同僚だった 2人が J P L を訪問しました。その時、私の

仕事や他のN A S A / J P L プロジェク トを 、その後は南カリフォルニアの美しぃ景観や多様な文化の様子を紹介

できた こ とは私に とって非常な喜びでした 。  また 、私は 、彼らから A T R の研究開発の最新の動向や、新し

く 提案 された興味深いプ ロジ ェ ク ト の幾つかにっいて も知 る こ と が で き ま し た 。 今年 も何人かの研究者が

J P L 訪問を計画している との こ と なので 、私は彼らに会えるのを非常に楽しみにしています 。私はも う A T R

を離れた人間ですが、  今でも A T R と の密接なっな が り を 保 つ て お り 、  今後 も ず っ と 保 ち た い と 思 つ て い ま

す。 それは私に新鮮なァイデアを思いつかせ、  そして多くの分野で研究協力の可能性を見つけるのに役立

っています。

私は、 A T R で光制御フェイズ ド ァレ イ ァンテナの開発に関与していました 。我々は、送受信用光信号処

理マルチビームアレイァンテナとその概念証明 ( p r o o f-o f-c o n c e p t )実験を提案し、 デ モ ン ス ト レー シ ョ ン を
行いました 。それは 、世界中の研究グループから多 くの関心を集め 、我々は 、私も含めて 、  国内外の会議

で数多くの講演を行いました 。  この研究は、  アンテナおよび無線開発に大きな貢献を もた らす もの と思わ

れ る と と も に 、 光 ・ マ イ ク ロ 波 イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン の 成 功 例 と し て 考 え ら れ る よ う に な る で し ょ う 。  A T R が

チャ レ ンジ性のあ るチ ャ ン ス と多種技術環境を提供してい るか ら こ そ 、我々は 、  この研究をA T Rで成功裏

に行 う こ と が で き た のだ と 私は信 じ てい ます 。 1 9 9 6 年 の夏 、 私は カ リ フ ォ ル ニ アのマ リ ブ の ヒ ューズ研究

所(H u g h e s  Research Laboratory) を訪れましたが、そこの研究者は 「A T R はテ レ コ ミ ュ ニケー シ ョンの基礎
研究をやってい る研究所 と し て 、  世界中では最後の一つであろう 」 と 言 い ま し た 。  異 な る 文 化 や テ ク ノ ロ

ジーの イ ン タ ラ ク シ ョ ン と い う A T R のュニー クな考えが、 A T Rを 2 1世紀における世界有数の研究所にする
こ と で し ょ う 。 私 は 、 近 い将来 A T R を 再 訪 し 、  よ り ェ キ サ イ テ ィ ン グ な ァ イ デ ア や業績 を 見 る こ と が で き

れば、  と願つています 。
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和歌山県内の南半分を含む規模で  「南紀熊野体
験 博」が 4月 2 9日から 9月 1 9日まで開催されます。
N T T和歌山支店様では、  「ふ る 里 ふ れ 愛 コ ミ ュ
ニケ一村」 と ぃ う テーマ で 、 マ ル チ メ デ イ ア 技 術
を展示、その体験ツ ー ル と し て 「イ ン 夕 ラ ク テ ィ
ブ万華鏡」 を採用していただき ま した 。田辺新庄
総 合 公 園 内 に 建 て ら れ た N T T パ ビ リ オ ン  ( 昭和

3 0年代の木造校舎と教室を再現)  のコーナで常設

展示されます。  会期中、  和歌山田辺にお出かけの

際は、司見いてみてください。

E 「イ ン テ リ ジ ェ ン  ト音響監視システム」 N T T東北工リァ 3支店に納入

長野オ リ  ン ピ ッ ク 開 催時に ご 評価い た だ ぃ た イ ン テ リ ジ ェ ン  ト音響監視システムが、  N T T の東北エ リア 3

支 店 ( 青 森 ( 三 沢 ) 、 岩 手 ( 岩 手 ) 福 島 ( 郡 山 ) ) の マ シ ン ルー ム に ア ラ ー ム等異常音監視のためのッ ー ル

と し て採用され 、納入設置しま した  ( 平成 1 1年 3月 ) 。今後は、音響監視装置に学習と改良を加えるこ とで 、

よ り高度な監視、  聞き分け能力を高め様々な分野への展開を提案していきます。

インテリジェン  ト音響監視システム接続構成
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ATR知能映像通信研究所では、 人間と機械の新しぃコ ミ ュニケー ショ ンのかたちを求

めて研究を進めてい ます 。  こ の た び 、  その研究成果を応用して開発したT a l k i n g

Eye/MiM ICシステムを 「共生する/進化する ロ ボ ッ ト 展」へ出展いたしました 。

Taking EyefM i M I Cシステムは、 言語以前の原初的なコ ミ ュ ニケ

ー シ ョ ン の か た ち を取 り 入れ 、 声 の模倣 を通 し て人間 と イ ン タ ラ

ク シ ョ ン を し ま す 。 人 間 が 話 し か け る と 、  その声の調子を真似て

返答し 、同時に声のパタ ー ン を分節化 し 、 話 し かけ られた声 と応

答の声のパ夕一ンの系列を学習していきます。 「共生する/進化す

る ロ ボ ッ ト 展」 は 、  1 月 2 9 日  (金 )  か ら 3 月 2 2 日  ( 月 )  の間 、

N T T イ ン タ ー コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セ ン 夕 一  ( ICC)  におい て開催

さ れ ま し た 。 人間 と ロ ポ ッ ト の 相互交流に よ る 共生 を具現化す る

Talking EyefM iM I Cシステムは、訪れた人に大変好評を博しました。

テレビ会議を介して ノルウ ェ一のイぺン トに参加

3 月 3日 、  4 日 に ノ ル ウ ェーのオスロでK o M M  (Conference and Arena for  Culture and Mult imedia)  と呼ばれ

るイベントが開作1- され ま した 。  こ れ は ノ ル ウ .・ 一政府 と 、  ノ ル ウ ェ 一 の マ ル チ メ デ イ ア アーテ ィ ス ト 協 会
が主催し 、  テ レ ノ ル ウ ェー な ど が 後 援す る す る イ ベ ン ト で 、  ノ ル ウ ェ一内外 の メ デ ィ ア 技 術 、  マ ル チ メ デ

イア技術を用いたァー ト の展示やアー ト と文化に関する講演会などで構成されます。

ATR知能1リ'-像通信研究所は日本における代表的なァ ー ト と工学の境界領域の活動を行つている研究機関
と し て 、  このオ ー プニングセレモ=一に招待を受けました。  ノルウ ェ一大使館を介した交渉の結果、  ネ ッ
ト ヮ ー ク時代にふさわし ぃ参加の方式と して 、双方を通信回線で結び、  テレビ会譲システムを用いて 「二1本

か ら イ ベ ン ト に参加す る と い う 案 に国 ま り ま し た 。 3 月 3 日 の オー プ ニ ン グ イ ベ ン ト に は 、  まず中津社長が

イベン トの開催に関しての祝辞を述べた後、研究所における研究活動、特にア ー テ ィ ス ト と 工 学 者 の共同

研究の進め方とその成果にっいて講演を行い ま し た 。 そ の後 、  ロ べ ル ト ・ ロぺス研究技術員が、  ク リ ス

タ ・ ソ ム ラ ー 、 ロ ラ ン ・ ミ ニ ヨ ノ 一 画 アーテ ィ ス ト と 共 同 で 製 作 し た イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ アー ト 作品である

「Time Lapse」 の説明 と作品を用いたデモン ス ト レ
一 シ ョ ン を 行 い ま し た 。  こ れ ら の 様 子 は ノ ル ウ ェ

一側の式典会場に設置されたテレビ会議システム

を 通 し て 、  オ ー プニングセレモニーに招待された

約 1 0 0 人の参加者に放映され、  さかんな拍手を受

け ま し た 。  また研究所の成果である 、  イ ン 夕 ラ ク

テ ィ ブ 万華鏡 、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ シ ア 夕 一 の ビ デ

オ が ノ ル ウ ェ ーの イベ ン ト 会場で会期中上映 され

ました。

こ の イ ベ ン ト が ノ ル ウ ェ ーの通信、  マ ル チ メ デ

イ ア に関わ る 技術者 、  アー テ ィ ス ト や 関 連 す る 研

究機関 と A T R と の 交流の契機にな る こ と が期待 さ

れます。
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第 6 8回  ' 9 9 年 3月 1 2 日  (人間情報科学シリ ーズ第 5 6 回 )

動きや奧行き情報はヒ  トの視覚情報処理について

何を教えて くれ るのか ?

今回は、 “What does the motion and depth te11us about human visualprocessing?” を テ ーマ と  し、 A T R人間情

報通信研究所に客員研究員として滞在されている 、  カ ナ ダ ・ ヨー ク大学のオ ー ノ教授 、  オ ラ ン ダ ・ ユ ト レ

ヒ ト 大 学 の フ ェ ラ ス ト ラ テ ン 博 士 、  イ ギ リ ス ・ ウ ェ ー ルズ大学のスノ ーデ ン 教 授 に 、  人間の奥行きゃ運動

の情報処理機構にっい て 、  それぞれの最新の研究成果を多 くのデモン ス ト レーシ ョ ン を交えてご紹介いた

だき ま した 。

オー ノ教授には、  “The Visua lSystem's Solution to Leonardo's

Paradox and to the Problems Created by the Solution” と題 し 、  レ

オナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ の パ ラ ド ク ス  (左右それぞれの眼でし

か見えなぃ視空間は無矛后的に二次元で表現できなぃ )  と い う

問題にっい て ご 紹 介 い た だ き 、 視 覚 系 は 、 両 限 ( 2 視 点 )  の空

間情報を移動 ・ 圧 縮 す る こ と に よ っ て 、  ある 1視点からの見え

と し て 解 釈 し て い る と い う 仮 説 に つ い て ご 解 説 い た だ き ま し

た。

フ ェ ラ ス ト ラ テ ン博士には 、 “ M o t i on Transparency:What does

it te l l u s  about Visua lMot ion Processing?” と 題 し 、 異 な る方向に

運動す る ラ ン ダ ム ド ッ ト 群 が複数の面の運動 と し て 知覚 さ れ る

現象 (運動透明視 )  にっいての運動残効による解析結果と 、運

動情報が面と して分離 ・ 統合される視覚機構のモデルにっい て

ご解説いただきました 。

ス ノ ーデン教授には、  “From Neurons to Motorway Madness” と 題 し 、  自己の運動に伴つて生じるオプティ

カ ル ・ フ ローの検出機構の存在を示す生理学的・ 心理学的な証拠にっい て ご 紹介い た だ き ま し た 。  また 、

それらの特性が、  日常的な場面においてどの よ う な影響を も た らすのかを 、  霧の中での自動車運転時にお

ける速度感覚の vR シ ミ ュ レー シ ョ ン を 交 え 、  ご解説いただきました 。

すべての講演において視覚的なデモンス ト レー シ ョ ン が 多 く 使 わ れ こ と も あ り 、  わ か り や す ぃ セ ミ ナー

と な り 、 活発な議論が繰 り広げ られま し た 。

e イ ぺ ン ト 力 レ ン ダー

- ATR科学技術セミナーの開催状況一

ヒ口シ ・ オー ノ ( ヨー ク大学)

フ ラ ン ス ・ フ ェ ラ ス ト ラ テ ン  ( ユ ト レ ヒ ト 大学 )

ロバー ト ・ ス ノ ーデン  ( ウ ェ一ルズ大学)

オー ノ 教 授

◇第 6 回 顔 と 物 体認識 に関す る  ATR シンポジウム

開 催 目  7 月 1 9 日  ( 月 ) ̃ 2 3 日  (金)

場 所 国際電気通信基礎技術研究所大会議室

問合せ先  AT R人間情報通信研究所 T e 1 ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 1 3
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e,学研都市あれこれ

京都科学開発センター

〇京都科学の歴史

株式会社京都科学は、 1 9 4 8年島津製作所から分離独立してできた会社である。  も と も と島津製作所の理

科教育への取り組みを、  よ り 具体化 させ るために発祥した会社で 、現在 、教育機器部 ・ 工芸部 ・ 科学展示

部の 3本の柱を持つている 。

教育機器部

教育機器部では、  島津製作所時代から続く理科教育等の現場で使われ

る生物 ・ 地学 ・ 科学関係学校教育用模型、標本、実験機器などの製作

を手がけて きた 。誰 もが一度は目にした こ と のあ る理科室の模型や 、

医療研修の場で使われる人体部分の模型などがその例である。  特に医

療分野では、  はやくから人体模型に樹脂を採用し 、  よ り 人体に近い感

触を持つ皮膚 ・ 筋肉素材の開発に成功している。

また 、  人体解剖模型や標本製作の技術と知識を用いて、  x線撮影用の
フ ァ ン ト ム  ( ダ ミ ー人 形 ) や 、 心11蔵教育用シ ミ ュレー タ ー などの開発
に成功してい る 。  書物や映像では再現することが英能しぃ領域の教材お

よ び ダ ミ ーの提供をしている。

工芸部
表i-ト 11l- l・t二・1;111t 1'l 1l 1 , 、、 一一 ,,イI,l1-f - ,,ァ、1itf i l i l1,・-)1l1111:ノ 't 1大一 :1二; _ 、一 1 、 z・y、?、 - 1- t t i立l.1?、
ど 、  各分野にわたる複製 ・ 復元 ・ 模造を手がけている 。  ま さに職人芸

と も ぃ うべき級密な技術と気配りが必要となる分野である 。

科学展示部

科学展示部は、  博物館をはじめとする多分野にわたる文化施設の  ト ー タ ル プ ロ デ ュー ス を 行 つ て い る c

各種模型 ・ 展 示 メ デ ィ ア 制 作 ・ デ ィ ス プ レ イ の 企 画 ・ 設計施工 、施設維持の メ ンテナン スか ら 、  コン

サ ル テ ィ ン グ 、 企 画 提 案 な ど も 行 つ て い る 。

〇ハイ タ ッ チ ・  リ サーチパー ク 開 発 セ ン タ ー

学研都市ハ イ 夕 ツ チ ・ リ サーチ パー ク に あ る 、 京 都 科

学 開 発 セ ン タ ーは 、モダンなガラス張 りで外の景色が見

える開放的な11115:囲気のする建物だ。 こ こ では現在 、  文化

財修復や、  保存処理を行つている。  これらの仕事は、  主

に官公庁からの依頼で行い、  京都 ・ 奈良からの出土品を

扱 う こ と も 多 い。

.1l6 ATR Journa1 35号 SPRING 1999

「今日は一日 よ く 働 い た !  と 思 つ て 、  顕微鏡から目を離して実
物をみてみ る と 、 実際に作業が進んだのは 、  ほ ん の 3 ミ リ 四 方 の

エ リ ア だ っ た一一 と い う こ と が よ く あ る ん で す」。
埋蔵文化財の保存処理の様子を、工芸部の西口さんは、  こ の よ

う に 話 し て く れ た 。

実際、  開発セン夕一内の作業をしている現場では、  ス タ ッ フ の

方々が歯科で歯を削る機械に似た道具を使つて、  顕微鏡を司ui き な
が ら 、 丁寧に文化財を掃除を し て い る 。 ち ょ っ と し た腕の振れ方

に よ っ て 、 大切 な文化財 を傷つけ て し ま う ぉ そ れ も あ る た め に 、

作業は慎重に行われている。

精 密 作 業 用 グ ラ イ ン ダー、 研磨機械 、顕微鏡 、熱風乾燥機 、樹

月旨含浸用機器など、形も用途もュニー クな機械を駆使しっつ、丁



寧にゆ っ  く り と手作業で仕事を  している様子である 。  ひと

つの文化財を修復する工程には、  最低でも 6 カ月はかかる

と い う 。

た とえば 、鉄製の出土品ひとっを と って も 、修復までの

道のりには様々な工程を要する 。大き く分ける と 、事前調

査と保存処理である。  出土物とは、  長年土の中で  「安定し
た」 状態にあった と言える 。  よ っ て 、 土の中か ら掘 り 起 こ
された後、  さまざまな調査が必要となる。

この事前調査は、出土物の材質調査に始まり、 x線透過
撮影による構造調査、理蔵環境の調査、関係資料の比較検

討をする考古学的調査、  そ し て現状を記録する と い う 意味

で写真撮影が行われる。

事前調査が終わる と 、  次は保存処理の工程に入る。 最初に出土物から土や錯を取る ク  リ ーニ ン グ を行 う 。

こ こ で X線透過写真を見なが ら 、 T 寧に錯を削 り取 る 。  また、  アルカ リ 水に浸けておいて遺物に含まれ る

塩化物イオンを抽出除去する作業も行 う 。 よ く乾燥 させた ら 、 ア ク リ ル樹脂を使つた補強作業に入る 。

完全な形を と どめていな ぃ出土品を保存するために 、  ア ク リ ル樹脂を しみ こ ませ強化する 。  この樹脂含

浸作業を数回繰り返し 、  よ り 強 度 の あ る も のへ と仕上げてい く 。そして破片を一点ずっ接着し 、元の形に
戻す作業を行う 。  もし遺物の一部が失われている場合には、  考古学的な情報と依頼主の考えをも とに 、  そ

の部分を合成樹脂で復元する こ と も あ る 。  ま た 、 基 本 的 に 、 将 来 よ り ょ ぃ ア ク リ ル 樹 脂 が で き る で あ ろ う

事を想定し 、化学溶剤などで溶かせばいつでもゃ り直 しがき く ょ う に作つている 。

最後に、処理の記録を作る。 「手を加えていなぃ状態」 の出土品に 、手を加え る こ と にな るので 、将来技
術 が 進歩 し た と き の こ と も 考 え 、  し っか り と し た記録を残すよ う に し てい る 。修復が最終的な ものの形を

作る技術ではな く 、  あくまでも文化財を後世へ伝えるための途中経過的な方法であることを物語つている。

セン夕一内を案内して くださった j 堤常務取締役総務部長は、文化財の修復とは美術 ・ 考古学 - 自然科学
の三位一体である と話 された 。  も とあった形を大切にする美術的なァプローチ 、  歴史的な意味を大切にす

る 考 古 学的 ア プ ローチ 、  そして成分分析など物質を優先する自然科学 、  こ れ ら す べ て の 総合力 と 職 人芸 を

も っ て し て 、  はじめて文化財の修復がな される 。  小さな装飾品から大きな仏像まで手がける京都科学の 、

文化財ひとっひとっへの真重華基な姿勢がイ司える。

〇展示室

同セン夕一にあ る展示室 「'1111、:」 は一般開放 されてお り 、 京都科学
の 製 作 し た 模 型 展 示 物 な ど を 、 実 際 に さ わ る こ と が で き る 。  ま た 、

プ ラ ス チ ッ ク を 使 つ た 文 化 財 の レ プ リ カ や 、 疑 似 消 防 訓 練 装 置 な ど

ユ=ー クな展示品もある 。

ホー ム ぺ ー ジ http://www.kyotokagaku.co.jp
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e受 賞 等

☆5thlnternationalConference on  So f t  Computing( l lZUKA'98)Best Paper Award ( 1 9 9 8年 1 0月  1 6 目 )

受 賞 功 績

Cooperative Behavior in
Evolved Modular Neural

Networks

受 賞 者

Sung-Bae Cho

下原月券憲

所 属

Yonsei University
Associate Professor

/ A T R  人間情報通信研究所

第六研究室客員研究員

ATR  人間情報通信研究所

第六研究室招聘研究員

/ N T T コ ミ ュ ニ ケー シ ョン科学

基礎研究所

社会情報研究部長

☆人工知能学会全国大会優秀論文賞 ( 1 9 9 8 年 1 2 月 9日 )

複数の小規模なニュー ラ ル ネ ッ  ト を モ

ジュール と し て 構 成 さ れ る モ ジ ュ ラ ー

・ ニュー ラ ル ネ ッ ト の 進 化 モ デ ル を 提

案、  手書き数字認識を例題として進化

型モジ ュ ラ ー - ニ ユ ー ラ ル ネ ッ ト の 動
作を解析した。  その結果、  モ ジ ュ ー ル

間の協調 、競合 、分高1l な どの相互作用
がそのためのサブシ ス テ ム構造 と と も

に創発する こ と を確認した 。

☆lEEE AP -S Tokyo Chapter Young Engineer Award ( 1 9 9 8年 1 2月  1 7日 )
受 賞 功 績 1 受 賞 者 所 属

ディジ夕ル移動通信に

おける高性能受信方式

の提案

三洋電機

l ハ イ パー メ デ イ ア 研 究 所
土居  義暗 l 主任研究員

l ( ATR環境適応通信研究所

l 第三研究室研究員)

ア ダ プ テ ィ ブ ア レ イ ア ン テ ナ と 等 化

器を用いた  TDMA  方式の移動通信基

地局 にお い て 、  選延波が受信特性に

及ぼす影響を考察 し 、  時空間信号処

理方式の ト レ ー ニ ン グ信号を工夫す

る こ と に よ り 従 来 方 式 よ り も 優 れ た

受信特性が得られるこ とを示した 。

内 容

内 容
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☆日本バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会 学 術獎iii1l賞 ( 1 9 9 9 年 3月  3 日)

受 賞 功 績 l 受 賞 者

ト レ ッ ド ミ ル を 用 い た l

歩行感覚提不装置 の 開 l 野間  春生
発

所 属

ATR  知能映像通信研究所

第五研究室主任研究員

☆電気通信普及財団第14回電気通信普及財団賞 ( 1 9 9 9 年 3月  2 4日 )

受 賞 功 績

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 映 画

システムのコンセプ ト

と構成例

顔の再認における

視点依存の左右非対象

性

virtualviewの観点から一

受 賞 者

中 津  良平

土佐  尚子

鈴 木  秀 昭

満池みゆき

所 属

ATR知能映像通信研究所 l
代表取締役社長

ATR知能映像通信研究所 

アー ト & テ ク ノ ロ ジ P T 研 究 員 l

C S K

N T T ソ フ ト ゥ ェ ア  

( 前国際電気通信基礎技術研究 l
所開発室) l

ATR  人間情報通信研究所

第::二 1li1lf究室研修研究員
/九州大学大学院

人間環境学研究科

/日本学術振興会特別研究員

☆電子情報通信学会平成1 0年度学術奨励賞  ( 1 9 9 9 年 3月 2 6 日 )

内 容

速隔地を歩行してい る感覚の提示を

目的 と し て開発 した歩行感覚提示装

置 A T L A S に っい て 発 表 、 C C D カ メ

ラ に よ っ て 利用者の動作 を 計測 し 、

ト レ ッ ド ミ ル を 制 御 す る 手 法 で 、 利

用者の自由な歩行動作を相殺する機

能をま とめた 。

内 容

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ映画は イ ン タ ラ ク シ ョ

ン機能を持つた映画であり 、 cG を 活
用した仮想空間を作り出し、  その中に

いる よ う な没入感与えて くれ る 。  また、

そ の 中 で 他 の キ ャ ラ ク タ と イ ン 夕 ラ ク

シ ョ ン し ス ト ー リ ー を体験できる 。

論文では イ ン夕 ラ ク テ ィ ブ映画の基本

コ ン セ プ ト 、  システム構成、作品例に

つ い て 述 べ て い る 。

人間の顔認識能力が観察方向の変化に

よ っ て ど の よ う に 影 響 さ れ る か と ぃ う

視点依存性にっい て 、  心理物理的実験
を行つて詳しく分析した結果、人間の

顔認識過程には左右非対象性があるこ

と を明 らかに し た 。

受 賞 功 續 受 賞 者 所 属 内 容

表 情 デ ー タ ベー スから表情  A か ら 表

情 B への差分を求め、  こ れ ら の 差分
ベ ク ト ル を 表 情 A の 画 像 お よ び 3 次

元構造に加え、  さ ら に 、  カ メ ラ に よ

る 投影関係の整合性 を満足す る よ う

に 、 表 情 B の 3 次 元 構 造 を 求 め た 。

本手法によ り 、  自然な表情 を持つた 3

次元構造を復元することができた。

表情差分デ一夕 を用い

た顔の3次元構造の復

元

磯野  勝宣
AT R人間情報通信研究所

第二研究室研究員
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E所員往来

平 成 1 1 年 1 月  1 日 よ り 、  4 月  1 日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし 、 6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

採用年月日

H11 .1 .1

H11.1.4

H11.1.4

H11.1.11

H11.1.12

H11.1.19

H11.1.19

H11.1 .25

H11.1.25

H11 .1 .25

H11.1.25

H11 .1 .25

H11.1.25

H11.1 .25

H11 .1 .25

H11.1.25

H11.1 .28

H11 .2.1

H11.2.1

H11 .3.1

H11 .3.1

H11.3.1

H l 1 .3.1

H11 .4.1

H11.4.1

H11 .4.1

H11.4.1

H11.4.1

H11.4.1

H11 .4.1

H11.4.1

H11 .4.1

H11.4.1

H11.4.1

H11 .4.1

H11.4.1

H11 .4.1

A T R所属  氏 名

(映) 第四研究室研究員

( 音 )第一研究室研究員

( 人 )第六研究室研究員

( 環 ) 第::::研究室研究員

( 人 )第三研究室研究員

( 人 ) 第四研究室研究員

( 人 ) 第四研究室研究員

( 環 )第二研究室主任研究員

( 音 ) 企 画 課 課長

( 人 ) 企 画 課 課 長

( 環 )第一研究室主幹研究員

( 環 ) 第:::1;llff究室室長

( 国 ) 経 理 部 部 長

(国 )  経理部購買課課長

( 国 ) 企画部主任研究員

( 国 ) 開 発室次長

( 国 ) 総 務 部

(人)  第一研究室研究員

( 映 )第一研究室研究員

(映 )第一研究室主率i、研究員

( 環 ) 第三研究室研究員

(国 )  総務部担当課長

( 人 ) 第四研究室研究員

(国 )

(国)

(国 )

(環 )

(環 )

(映)

(映)

(映)

(映)

(人)

(人 )

(人)

(人)

(国 )

企画部 , 経 営 企 画 部 部 長

企画部担当部長

開発室研究技術員

第一石形1i 室研究員

第二研究室研究員

第一研究室研究員

第三研究室研究員

第四研究室研究員

第四研究室研究員

第一研究室 研究員

第四研究室研究員

第四研究室研究員

第六研究室研究員

経営企画部担当課長

l 野口  広彰
Rainer Gruhn

Thomas Ray

大田原一成

Marcia Riley

DanielCa11an

Ak iko  Ca11an

寺前

岡田

永野

大平

斎藤

上 田

吉野

t付

志野

北口

田lllli

之

実

清

孝

茂

男

男

厚

紀

正

一

裕

泰

幸

富

友

和

士
--

，
Natalie Lambert

川戸慎二郎

古樋  知重

中村  茂一

Christian Kroos

東田 正信

荒木 晃司

内野 富夫

門 洋一

小松晴 彰

森島  繁生

中尾  恵子

竹内 勇剛

馬田 一郎

鵜木 祐史

增田小枝子

伝 優子

Peter Eggenberge1

宮本  安隆

出 向 元 等

奈良先端科学技術大学院大学

Fnedrlc h  Alexander Universlty

lDe l awa re  Unlversity

日本ビク夕一

Georgla l n s tltute of  Techno1ogy

U nlverslty of  Wlsconsm-Ma dlson
Universlty of  Wisconsm -Madison
NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

N T T

l N T T

ehC11hCar

s

P

n

S

t10

d

c

un

du

k

b

2

e
t

1

rs l

t P

道

o n
o n

V

e
S

、．--

h
t1

l

ho

一S

失

P
a

U

n
G

:一一一・一
～
-

相

・u r
n
l
k

一:-一一
一'一
出

f
u t f
u

細

a
一・一一-
f

-

器

Wa

り

f u

日

一一田
'

前

m

N

I n
P

三

村

近

In
k

NTT

三洋電機

N T T ア ドバン ス テ ク ノ ロ ジ

沖電気工業

村田製作所

成際大学

デ イ ジ 夕 ル ハ リ ウ ッ ド

名古屋大学大学院

神戸大学大学院

北陸先端科学技術大学院大学

昭和大学

京都大学大学院

University of  Zurich
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退職年月 日

H11.1.24

H11 . 1 .24

H11.1.24

H11.1.24

H11.1.24

H11.1.24

H11.1 .24

H11.1.24

H11.1.29

H11 .2.26

H11.3 .2

H11 .3.24

H11.3.31

H11.3.31

H11 .3.31

H11.3 .31

H11 .3.31

H11 .3.31

H11.3 .31

H11 .3.31

H11.3.31

H11.3.31

H11 .3.31

H11.3.31

H11 .3.31

H11.3.31

H11 .3.31

H11.3 .31

H11 .3.31

H11.3.31

転 出 先 氏 名 A T R所属

一 ( 音 ) 企 画 課  - -
( 人 ) 企 画課

( 環 )第二研究室

( 国 ) 経 理部

( 国 ) 経 理部

( 国 ) 経 理部

( 国 ) 企 画 部

( 国 ) 企 画 部

( 環 )第二研究室

( 人 )第三研究室

( 音 ) 第四研究室

( 映 )第二研究室

( 国 ) 企 画部 ・ 経営企画部

( 国 ) 企 画部

( 環 )第一研究室

( 映 ) 第二研究室

( 音 )第一研究室

( 音 )第二研究室

( 音 ) 第二研究室

( 音 )第三研究室

(音 )第三研究室

( 音 ) 第四研究室

( 音 ) 第四研究室

( 人 )第六研究室

( 環 )第一研究室

( 環 ) 第二研究室

(環 )第四研究室

( 映 )第一研究室

( 人 )第二研究室

( 人 ) 第六研究室

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

日本電気

北海道大学

ベルギー FIanders Language Va11ey

漢陽大学校

S R I コ ン サ ル テ ィ ン グ

N T T ソ フ ト ゥ ェア

NT T

富士通関西通信システム

徳島大学

日 本 ヒ ュー レ ッ ト ・ パ ッ カー ド

N T T ソ フ ト ゥ ェ ア

東洋情報システム

九州工業大学

三菱電機

富士通石1ff究所

ア ドノ 、ン ス ト シ ス テ ム ズ
沖電気工業

束洋情報システム

浜 松 ホ ト ニ ク ス

科学技術振興財団

工業技術院

生命工学工業技術研究所

奈良先端科学技術大学院大学

菖蒲奧純治

市川  保男

山田  順一

石渡 隆人

森口 幹夫

西田  浩之

石田 秋継

中西  智

野口 孝明

吉田  直樹

Kristiina Jokinen

朴 鐘一

唐津  治夢

中西  圭介

川合  誠

江谷  為之

柘植  覚

藤澤  謙

芦村 和幸

垣 智

高木  一広

高橋  和子

Eric Visser

木目沢 司

野崎 正典

原田 良雄

坂田 成司

Iris Fermin

神崎 利佳

金谷 一朗
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e外部発表状況

( 平成 1 0年 1 0月から平成 1 1年 3月末における学術論文  ・ 学会発表等一覧。 ただし 、  一部前回未記入を含む)

ATR知能映像遍信研究所

1.  畑幸一(松下電器産業)  , 大谷淳 , 岸野文郎 (大阪大 ) , 中津

良平 : 複雑な輪郭の自動抽出 ・ 追跡法 ;電子情報通信学会

論文誌D-I I ( 98 .4 )

2 .  海 老 原 一之 , L . S . D a v i s ( U n i v . o f  Ma r y l a n d ) ,相1沢順,T .

Ho r p r a s e r t ( U n i v . o f  M a r y l a n d ) , I . H a r i t a o g l u ( U n i v . o f

Mary l a nd ) ,坂口電已,大谷淳:Sha11we  dance? -Rea l t ime3D
contro1of a CG puppet-; SIGGRAPH98 , Enhanced Realities
Conference Abstracts and Applications(98.7)
3 .  大塚尚宏 ,大谷津 : 弱透視エピポー ラ幾何を用いた実時間

頭部動き推定に関する検討 : 1 9 9 8年電子情報通信学会情

報 - シ ス テ ム ソ サ イ ェティ大会11111 、111 論文集D-12-884(98 .9 )
4 .  海老原一之 :人物の表情を実時間で検出する  「可塑性物
体特徴量検出装置」 第 5 7 回注目発明選定よ り ; ジ - オス
テッ ク ( 9 8 . 8 )

5 .  小野哲雄 , 今 并 備太 , 江 谷 為之 : 人 間 と 共 生す る ロ ボ ッ ト

の 社 会 性 一 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 関係性の創出

一 ; 情報処理学会知能 と複雑系研究会情処研報 9 8 -Ics-
114-8 ( 98 . 10 )
6.  宮里勉:M a g i c  L i g h t による物体内部の観察一超現実的な
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 展示方法  - ; コ ン ピ ュー タ - ビジュア
リ ゼー シ ョ ン ・ シンポジウム ' 9 8 ( 9 8 . 1 0 )

7.  田中昭二,A n d r e  P i a n t e ,岩館祐一,井口征士(大阪大) :絵画

や写真における構図解析ツール :  Composition Analyzerの
構想;情報処理学会第57 [ l I全国大会(98 . 1 0 )

8.  鈴木良太郎 , 岩館 1 祐一 : ス ク リ プ ト を用いたマルチ メデ ィ

ア ・ モ ン 夕一ジュ ー その3 .  Meta Scr iptの仕様一 : 情 報 処
理学会第57回全国大会講演論文集(98 . 1 0 )

9.  本ト鍾一,井上誠喜: Image-ba s ed  view rendering f o r 3 D  visua1
c ommun i c it i o n s :VLBV ' 9 8 - V i s u a lCon t en t  Analys is  and
Coding(98.10)

1o. 塩瀬隆之 (京都大 ) , 1權木哲夫(京都大 ) , 片井修 (京都大 ) , 間
田 美 智11111 : 双 参 照 モ デ ル にお け る 相 互学習 の ダ イ ナ ミ ク
ス ; 計測自動制御学会第 2 5 回知能シ ス テ ム シ ンポジ ウ ム

(98.10)

11. lr is F e r m i n ,大谷津 ,并宮津 (千葉大 ) : R a n d o m i z_ed  method
f o r  planar motion estimation and  matching po ints ; ICSP'98

(Fourth InternationalConference on SignaI Processing)(98.10)

12. 間i1機健二,S i d n e y  Fels:]amascope 一 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 万 華
鏡 ;けぃはんな産学官エキシビション ' 9 8一産学官 ・ 研究機

関等交流展示会一(98 . 10 )

13. 大谷津 :画像処理による人物動作確認にっいて : 産学官新
技術交流フェア産学官技術分科会( 9 8 . 1 0 )

14. 中 津 良 平 : ハ イ パ ー コ ミ ュ ニ ケー ション ;九州工業大学付

属図書館商9;演会(98 . 1 0 )
15. 角康之 ,江谷為之,Sidney  Fels,Nicolas Simonet,小林 111111, 間
1頼健:::_ : C-MAP:con tex t-a w a r e な展示ガイドシステムの試
作;情報処理学会論文誌(98 . 1 0 )

16. 大塚尚宏 , 大 谷津 : R e a 1- time Estimation o f  Head Mot ion
Us lng  WeakPerspect ive Epipolar Geome t r y ; F o u r t h l EEE
Workshop on Applications of  Computer Vis ion(98.10)

17. 宮里勉 ,并上誠喜 : T h e M a g i c  Llght ;S IBGRAPI'98 Video

FestivalProgramme(98.10)
18. 増山大率lli: cG と 創作 ダ ン ス と 電子楽器の為の “ 赤裸々 ,,
黄標々 ( せ き ら ら ,  きらら ) ” ; 1 9 9 8全日本電子楽器教育研

究会 “ シ ン ポジ ウ ム ” 報告書 ( 9 8 . 1 0 )

19. 中 津 良 平 : アー ト と工学の融合 ;情報科学セン夕研究開発

室セミナ ( 9 8 . 1 0 )

20 .  間 瀬 健:二 : F G ' 9 8 会議報告一奈良ビ ッグルー フにて開催
さ る 一; 電 子 情報通信学会 ヒ ュ ーマ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ングループニュー ズレ夕一(第8 9 3号付録) ( 9 8 . 1 0 )
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21.  鈴 木 紀 子 , 石井和夫 ,岡田美智男 : S o c i a l B e h a v i o r s  i n

1nteraction w i t h  Autonomous Creatures;1998Internat iona1

Workshop SPEECH A N D  C〇MPUTER(SPEC〇M'98) (98.10)

22. 高橋和彦, 山田孝行 ( N T T ア クセス網研 ) : 免疫機構のニュ

ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー クの学習への適用に関する一考察 ;第 8

回 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ システム ・ シンポジウム ( 電気学会

他)C212(98.10)

23. KuntalSengupta, Jun 〇hya:Nove lScene Generation,Merging

and  St i tch ing V i e w s  Us ing  t h e 2 D  A f f i n e  Sp a c e ; S i g n a 1

Processing:Image Communicat ion(98.11)

24 .  角康之,江谷為之,S i d n e y  Fels,Nicolas S i m o n e t ,小林素 ,間

1??項健二; C-MA P : Bui lding a context-aware mobile assistant for
exhibition tours;Communitiy Computing and Support Systems
( 9 8 . l 1 )

25. 五十嵐健央 (東京大 ). 門林理恵子,間調1f1健二,田中英彦(東
京大 ) : P a t h  D r a w i n g  f o r 3 D  Wa l k t h r o u g h ; 1 1 t h  annua1

s ympo s i um  o n  User  I n t e r f a c e  S o f t w a r e  a n d

Techno1ogy(VIST'98)(98.11)
26. 岡田美響男 :  「他愛もない行為」 を科学する 一 お し ゃ べ
りする仮想生物 ト ー キ ン グ ・ ア イ ー ; b i t ( 9 8 . 1 1 )

27.  門林理惠子:IEA/AIE-9 8報告 ;人:I1知能学会誌(9 8 . 1 1 )
28 .  大 谷 普 : SIG G R A P H 9 8 に 参 加 し て : A T R ジ ャ ー ナル

(98.11)

29. 田 中 昭:二 : 見 て る と こ ろ を 見 る ; A T R ジ ャ ーナル(98 . 1 1 )
30.  海 老 原 一之 , 坂口1置'已 , 大谷津 : 美術解割学に基づいた111111

表情の再現: Journa1of Techno1ogy T r a n s f e r ( NTTアドバンス
テクノロジ株式会社 ) ( 9 8 . 1 1 )

31.  中津良平 : C o n t e n t s  Creat ion f o r l n t e r a c t i v e  M e d i a ; l s t
Internat iona lConference on Advanced Mul t imed ia  Content

Processing(98.11)

32.  大塚尚安,大谷津:E x t r a c t i n g  Fac ia lMot ion  Parameters by
Tracking Feature Po i n t s : l s t l n t e r n a t i o n a I  Con ference on

Advanced Multimedia Content Proc、es s i ng ( 98 . l 1 )

33.  S i d n e y  F e l s , 間瀬使 : : : I n v e n T c l : A  Fas t  Pro to typ ing

Environment f o r 3D  Graphics and Multimedia Applications;1st
Interna t i ona lCon ference o n  Advanced Mul t imed ia  Content

Process ing(AMCP98)(98.11)

34.  今井 1f11:111:. 宮 里 勉 : A  Study o f  Emerge nt Computati on o f
L i f e -L i k e  Behav i o r  by I nde f i n i t e  〇bser、, a t i o n ; AMCP ' 9 8
(98.11)

35.  岩 澤 昭 一一郎, 1f1f i 老原一之(日本ビクタ ー ) , 竹 松克浩 , 坂に 1
電已 ,大谷淳 : S h a l l W e  Dance?の構築一多限画像処理によ

る実時間 3次元モー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ に 基 づ く 仮 想 変 身

システム ー; 電 子 情報通信学会パ夕一 ン認識 - メ デ ィ ア 理
解研究会信学技報PRMU9 8-114 (98 .11 )

36. 田中昭:二, 岩舘祐一 , 并 に I 征士 : 領域の コ ン ト ラ ス ト 情報

を用いた図領域と地領域の分高確;電子情幸1;i 通 信 学会 ヒ ュ
一マン情報処理研究会(98 . 1 1 )

37. 野 間 春 生 , 宮 里勉 : D e s i g n  for  Locomot ion lnter face in a

Large Scale VirtualEnvironment - ATLA S : A T R  Locomotion
Inlerface f o rAct ive  S e l f M otion -; 1 1 t h  AnnualSympos ium on
HA P T I C  I N T E R F A C E  f o r  Virtua1 E n v i r o nm e n t  a n d

Teleoperator Systems(98.11)

38.  中津良平 : V i r t u a l R e a l i t y  Wo r l d  w i t h  N a r r a t i v e s ; 4 t h

InternationalConference on Virtua lSystems and Mult imedia
( V SMM ) ( 9 8 . 1 1 )

39. Yugo Takeuch i ,Ya suh i r o  Ka t a g i r i ,C l i f f o r d  Nass(Stanford

U n i v . ) , B .  J . F o g g ( S t a n f o r d  U n i v , ) : S o c i a l R e s p o n s e  and

CulturalDependency in Hun,an-Computer Interaction;Pacific
R u m  Conference  o n  A r t i f i c i a l I n t e 1 1 i g e n c e ( P R ICA I 9 8 )
Workshop(98.11)



40.  角 康之 :  展示ガ イ  ド シ ス テ ム ; W E A R A B L E S  T〇KY〇

(98.11)

41 .  間瀬健二 , S i d n e y  Fe l s : I amascope :Embody ing  〇urselves;

〇pera Tota le4 - Musica, Immagin i  e Nuove Tecno1ogie(98.11)
42 .  野間春生 :第 7回H a p t i c  Sympos i um参加報告;日本バーチ

ヤルリアリティ学会VRS J -N e w s l e t t e r ( 9 8 . 1 1 )

43.  鈴 木 紀 子 , 石 井 和 夫 , 岡 田 美 智 男 : 〇 r g a n iz i ng  S e l f -
Motivated Dia1ogue with Autonomous Creatures;Internationa1

Con fe rence  on  Spoken  L anguage  Proce s s i n g ( 1CSLP '98 )
(98.11)

44.  Marc Swerts(IP〇),Hanae Koiso,Atsushi  Shimoj ima,Yasuhiro

Katag i r i :〇n Di f f e rent  Functions o f  Repetit ive Utterances;

Inter fla t i ona lCon f e r ence  on Spoken Language Processing
(1CSLP'98)(98.11)

45、 大須賀昭彦 (東芝 ) ,本野茂徳 (三菱電機 ) ,西ヶ谷 -,圧i- (富士通
研 ) , 中村祐一 (日本 I B M ) , 高田裕志 (富士通研 ) , 間瀬健二 ,,

長 尾 確 ( ソ ニー C S L ) , 服部文夫 ( N T T ) : モバイルエー ジェ

ン トの生態を探る一その技術と応用の最新動向 (パネル討

論) ;電子情報通信学会A I研究会信学技報A I 9 8-61 (98 . 11 )
46. 中 津 良 平 , 土 佐 同子:1n te r ac t i v e  M o v i e s ; H a n d b o o k  o f

Mult imedia Comput ing(CRC Press)(98.12)

47.  角 康 之 , 堀  浩 一 ( 東 京 大 ) , 大 須 賀  節雄(早手活田大) :

Supporting the acquisition and model ing o f  requirements i n

software design;Knowledge-Based Systems(98.12)
48.  土 佐  尚 子 ,  中 津  良 平 :  I n t e r a c t i v e  Poem-Poet i c

Communication Agent-;V i r tua lEnv i ronment98(98.12 )
49.  岡 田 美 智 男 , 鈴 木 紀 子 ,  Jacques Terken ( I P〇,E i ndhoven

Univ. o f  Techno1.):Situated Dia1ogue Coordination for Spoken

Dia1ogue S y s t e m s ; In t e r n a t i o n a lCon f e r e n c e  o n  Spoken

Language Processing(ICSLP'98)(98.12)
50.  中 津 良 平 : 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの実現をめざ して ;

情報処理特集 「文化と情報技術の接点」 (98.12)
51 .  西本一志 . 角東 - 之、 門 林 理 惠 子 , 間 瀬 健 二 , 中 津 良 平 :

Group Thinking Support wi th  Multiple Agents;Systems and

Computers in Japan(98.12)

52 .  Andre Plante:Co1orerla Matiere Grise:Perception des effets d e

1a couleur(Co1oring your gray matter:Co1or perception);Edu-
Contact(98.12)

53 .  高玉圭樹(AT R人間/東京大) ,羽尻公一郎,野村電-也 ( A T R

人間 ) , 岡田美智男 ,中須賀真一(東京大) ,下原月11 意(ATR人
間):Learn ing  Mod e l f o r  Adaptive Behaviors as an 〇rganized

Group of Swa rm  Robots;Internationa1 Journa1of Art i f ic ia lLi fe
and Robot ics(98_12)

54 .  And r e  P l a n t e , S h o j i  T a n a k a , Y u i c h i  I w a d a t e :De s i g n i n g

Effect ive Navigat ion for Photo-Realistic V R  Environments.;
IEEE  Australian Conference on Computer-Human Interaction

(〇ZCHI98)Proceedings(98.12)

55 .  中 津 良 平 , 土 佐 尚 子 : R e a 1- t ime  Spontaneous Interaction
System with Narrat ives;1998Workshop on Multimedia Signa1

Processing(98.12)

56.  朴鍾一,井上誠喜,岩館祐一: E s t i m a t i n g  camera parameters

f r om  mot i on  vectors o f  d i g i t a l v i d e o ; 1 EEE  Workshop  on

Multimedia S igna lProcess ing (MMSP'98) (98.12)

57.  角素 . 角 康之 , 間 1頼健二 ,中須賀真一 (東京大 ) , 堀浩一 (東

京大) :秘究念空間を利用した興味の推定と情報提供の個人

化 ; 電子情報通信学会第 4 回知能情報 メデ ィ ア シ ン ポ ジ ウ

ム論文集( 9 8.12)

58.  角康之 : 展 示見学ガ イ ド シ ス テ ム にお け る 情報個人化エ

ー ジ ェ ン ト ; 電 子情報通信学会第 4 回知能情報 メデ ィ ア シ

ンポジウム論文集 ( 9 8 . 1 2 )

59. 角康之 . 土 井俊介, 間瀬健二 :展示会場における見学記録

を 利 用 し た 知 識 メ デ ィ ア の 構 築 ; 人 工 知 能 学 会第 9 回 A I

シンポジゥム論文集 ( 9 8 . 1 2 )

60. 中 津 良 平 : 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 形 を 作 る : グ ロー

バル ・ メ デ ィ ア 革命 ( 9 8 . 1 2 )

61 .  大塚尚宏 ,大谷津 : S c e n e  Rendering Method to Affect Motion
Para11ax Due  to Head Movements;InternationalConference on

Arti f icialReal ity and Tele-Existance'98(98.12)

62. Christa Sommerer ,Laurent  Mignonneau:Gu11iver's Travels:

I n te rac t ing  w i t h  a 3 -D Pano r am i c  Photog raph i c  Scene ;
I n t e rna t i ona lCon fe rence  on  Ar t i f i c i a l R e a l i t y  a nd  Te le-
Existence(ICAT'98)(98.12)

63.  西 本 一 志 , 間 瀬 健 二 , 中 津 良 平 : グ ループによる発散的思

考における自律的情報提供エー ジェン ト の影響 ; 人工知能

学会誌(99 . 1 )

64. 角康之 ,堀浩一 (東京大 ) ,大須賀節雄 (早稲田大 ) : システム

設計における要求モデル構築支援;人工知能学会誌(9 9 . 1 )
65. 角康之 : 情 報 可視化 シ ス テ ム に お け る 適応的 イ ン 夕 ラ ク

ション ;人工知能学会誌( 9 9 . 1 )

66. 角康之 : 議 論 の 意 味 構造 の 可 視化 ; 可 視 化 情 報 学会誌

(99.1)

67. 中津良平:Soc i a1 ,Psycho l og i c a l and  Artistic Aspects o f  the

Human Interface;Community Computing and Support Systems,

Springer(99.1)

68. Christa S omme r e r , L a u r e n t  M i g n o n n e a u : L i f e  Spac i e s : a
genetic text- to- f o rm  editor on  the i n t e r n e t ; A R〇B4 t h ' 9 9
Conference Proceedings Fourth Internat iona lSympos ium on
Arti f ic ia lLi fe and Robotics(99.1)

69. 中津良平,A l e x a n d r e  S o 1 om i d e s ,土佐尚子:T r e a tmen t  of

NonverbalBehaviors for Al i fe-based Computer Actors;Proc.of
The Fourth Internat iona lSympos ium on  Ar t i f i c i a l L i f e  and

Robot ics (AR〇B4th '99) (99.1)

70 .  小野哲雄 , 今井倫太 , 江谷為之 : S o c i a l i t y  o f  Robo t s  i n

Symb i o t i c  Re l a t i on s  w i t h  Huma n s ; F o u r t h  Internat iona1

Symposium on Art i f i c i a lL i f e  and Rob o t i c s ( AR〇B4 t h ' 9 9 )
(99.1)

71 .  土佐尚子: T h e a t e r , M o v i e  w i t h  A-L i f e-R o m e o &  Ju l iet  i n
Hade s  as A -L i f e  ba sed  c i n em a - ; P r o c e e d i n g s  o f  Four th
In ternat iona1 S ympo s i um  o n  Ar t i f i c i a 1  L i f e  a n d
Robot ics(AR〇B4th)(99.1)

7 2. Ch r i s t a  S o m m e r e r , I,a u r e n t  M i g n o n n e a u : A r t  a s  a L i v i n g

Sys tem;Fron t i e r  Commun ica t ion  Conference Proceedings

(99.1)

73 .  石 井 和 夫 : こ と ば を 創 り あ う M i M I C ; N T T イ ン ター コ ミ

ュニケー シ ョ ン セ ン タ ー 「 共 生す る / 進化す る ロ ボ ッ ト」
展(99 . 1 )

74 .  西本一志, 間 瀬 健 二 , 中 津 良 平 : フ レーズ と 音 楽 プ リ ミ テ

ィブの相互関係の可視化による旋律創作支援の試み :情報

処理学会論文誌(99 . 2 )

75 .  内海章 , 大 谷津 , 中 津良平 : 多 数 ヵ メ ラ を 用 い た手形状認

識法とその仮想空間インタフェ一スへの応用 ;情報処理学

会論文誌(99 . 2 )

76 .  竹内勇 1111l1, 片桐恭弘 :社会的な人一コンピュ一夕イン夕ラ
ク シ ーョ ン に お け る 個 体 性 の 帰 属 ; 情 報 処 理 学 会 論 文 誌

(99.2)

77.  堀内靖雄 (千葉大 ) ,中野有紀子 ( N T T ) , 小機花絵 (国立国語

研 ) ,石崎雅人 (北陸先端大 ) ,鈴木浩之 (松下電器産業 ) ,岡田

美智男 ,仲真紀子 (千業大 ) ,土屋俊 (千葉大 ) ,市川 1聽1(千葉
大) :  日本語地図課題対話コーパスの設計と特徴 ;人工知能

学会誌(9 9 . 2 )

78. 片桐恭弘 :マルチモーダル対話分析エデイ タ E M M A ; 電子

情 報 通 信 学 会 言 語 資 源 の 共 有 と 再 利 用 シ ン ポ ジ ウ ム

(99.2)

79. 門林理恵子:近一,隆圏における歴史文化の新たな利活用の

方向性一デジタルアー カイブの視点から一 ;第 4 3回すばるフ

ォ ー ラム議1演碌(99 . 2 )
80. 田中昭二 , 岩 舘 祐一 , 井 口 征士 : 画 像 領域の コ ン ト ラ ス ト

情報に基づく図領域抽出法の評価 ;電子情報通信学会  画

像工学研究会IE98- l 45 ( 99 . 2 )

81.  千 薬 正 広 , 朴 鍾一 , 岩 館 祐一 : 多 限 ヵ メ ラ を 用 い た 効率的

な任意視点映像生成;  電子情報通信学会 画像工学研究会

IE98-156 (99 .2 )
82.  朴 鍾一 , 岩 舘 祐 一 : デ ジ 夕 ル ビ デ オ カ メ ラ か ら の 情 報 抽

出一カメラの動き ;電子情報通信学会画像工学研究会 I E 9 8 -
155 (99 .2 )
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83. 土 佐 尚 子 , 中 津 良 平 : D e e p  i n t e rac t i v i t y  T h e  I n t e r f a ce

Evolutions Spawning N e w  Markets for Creative Content;The
InternationalMarket for Interactive Med i a (M i l i a ' 99 ) ( 99 .2 )

84. 土佐尚子 ,中津良平 : F u t u r e  Cinema - Romeo and Juliet in
Hades;Transmedia le99(99.2)

85. 1'多原敏昭,宮里勉 :立体視ディスプレイにおける幅華奏調節
矛盾の与える影響の評価 ; ヒューマ ン イ ン タ フ ェー ス学会

第1回研究会( 9 9 . 2 )

86. 大 塚 尚 宏 , 大 谷 淳 : ノ ン バーバル情報を伝達可能な通信環

境の検討一頭部自動追跡 ,  表情推定 ・ 認識,  変換生成の

研究 一 ; 電 子 情報通信学会パ タ ー ン認識 - メ デ ィ ア 理 解
研究会信学技報PRMU9 8-224 (99 .2 )

87. 門林理恵子 , 西 本一志 , 角 康之 , 間 瀬健二 : 学装員と見学

者を仲介して l _11物館展示の意味構造を個人化する手法の
提案;情報処理学会論文誌(99 . 3 )

88. 中津良平 :人間の非論理情報をA Iはど う扱 うか ;人工知能

学会誌 「A I マ ツ プ」 (99.3)
89. 塩瀬隆之 (京都大 ) ,岡田美智男 ,相要木哲夫 (京都大 ) ,片井

修(京都大) :双参照モデルにおける社会性の創発機構;認知

科学(99 . 3 )

90. 杉原敏昭 , 宮 里 勉 : へ ツ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ( H M D ) に
お け る ヒ ューマン フ ァ ク夕上の諸問題 ; 日本バーチ ャ ル リ

ア リテ ィ学会第 3回大会 ( 9 9 . 3 )

91. 門林理恵子,間瀬健:二: :整1 :かな博物館体験の実現への試

み :仲介システムによ る展示の個人化 ;情報処理学会イン

タ ラ クシ ョ ン ' 9 9 論文集 ( 9 9 . 3 )

92. 西1111 電一一 :拍手における感情助長システム : イ ン夕ラ クシ
ヨン ' 9 9 ( 9 9 . 3 )

93. 西本一志,間瀬使二:Mu l t i m e d i a-A I D E : マ ル チ メ デ イ ア デ
ー タ を 用 い る 思 考 支 援 シ ス テ ム ; 情 報 処 理 学 会 イ ン タ ラ

クシ ョン ' 9 9論文集 ( 9 9 . 3 )

94. 宮里勉 :共感覚現象に基づく情念空間生成の試み ; インタ

ラ ク シ ョ ン ' 9 9 ( 9 9.3 )

95. 大谷津,宮里勉 ,中津良平:V i r t u a l R e a l i t y  Techno1ogies for

Mult imedia Communicat ions ;Mixed  Reality - Merging Real
World and VirtualWorld - (99.3)

96. 野 間 春 生 , 宮 里 勉 : T h e  Locomotion Interface A T L A S  for

Tele-E-Merge; ISMR'99(99.3 )
97. 鈴木良太郎. 岩 舘 祐 一 : ス ク リ プ ト を 用 い た マ ル チ メ デ ィ

ア ・ モン夕一ジュ ーその4 .対位法テンプレー ト に よ る 映

像合成一 ;情報処理学会第58回金国大会識賣論文集(9 9 . 3 )

9 8 .M a r c u s  Csaky,Ryotaro  Suzuki:SpacialFrequency Analysis of
Mov i e s :情報処理学会第58回全国大会話11演論文集(99.3)

99. 杉 原  敏 昭 , 宮 里  勉 : T h e  Ter r a i n  Su r f a c e  S i m u l a t o r

ALF (AL i v e l F 1oo r ) ; T h e  First In ternat iona lSympos ium on

Mixed Real ity(99.3)
100. 中津良平 : 世 紀 を越 え る アー ト と テ ク ノ ロ ジーの融合 ; 関

西市民情報文化研究会(講演のみ) ( 9 9 . 3 )
101.  D .  B o w m a n ( G V U ) ,  E .  K r u i j f f ( B a u h a u s -U n i v . ) ,  J .
Laviola(Brown Univ . ) , I .Poupyrev :The Art and Science of  3 D
Interaction;IEEE VR'99Tutor ia12the Art and Science o f  3 D

Interaction(99.3)

102. Iris F e rm i n ,井宮津(千業大) ,上野知已(千業大) : S ymme t r y

detection by random sampling and voting proces s ;コンピュー
タ ビ ジ ョ ン と イ メ ー ジ メデ イ ア ( 9 9 . 3 )

103. 大谷淳 :画像処理による人物像認識技術の V  R 通信への
応用 ; マ イ ク ロ メカ ト ロニ クス ( 日本時計学会誌 ) ( 9 9 . 3 )

1 0 4 . ・ 中 津 良 平 : 情 報 ネ ッ ト ワー ク時代の生活 ・ 文化 - 教育 ; 異
分野研究者交流フォ ー ラ ム  「情 報 ネ ッ ト ヮ ー ク」 (99.3)
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105. 角康之 , 間 瀬健二 : コ ミ ュ ニ テ ィ の た め の実世界知識 メ デ

イ アの構築 : 展示ガイ ドシステムの試作を通して ; 異分野

研究者交流フォ ー ラ ム 「情 報 ネ ッ ト ワー ク 社会」 (99.3)
106. 中津良平: I n t e r a c t i v e  Mov i e s : A  Holistic N e w  Experience;

Workshop  o n " Em o t i o n  a nd  Immer s i on  i n  the Interact ive

Experience"(講演のみ)(99.3)

107. 西村電一 , 宮里勉 : 仮想的集団によ る拍手音の合成 ; マル

チ メ デ イ ア - 仮想環境基礎研究会(99 . 3 )
108. 角 康 之 , 間 瀬 健 二 : コ ミ ュ ニ テ ィ の 知 識 メ デ イ ア と し て の

展示ガイ  ドシステム ;  人工知能学会知識ベー スシステム研

究会KBS9803 ( 99.3 )

109. 角 康 之 , 間 1頼健二 :展示ガイ ドシステムにおける実世界イ
ン夕 ラ クシ ョ ン ; 第 2 6 回知能システムシンポジウム ( 9 9 . 3 )

110. 田 中 昭 二 , 湖 沢 順 , 井 口 征 士 , 岩 舘 裕 一 : I m a g e  R e -
C om p o s e r :画家の構図を利用した被写体再構成システム ;

信学会マルチ メ デ ィ ア ・ 仮想環境基礎研究会(99.3 )

111. 森大樹 (大阪大 ) , 内海章 ,大谷淳 ,谷内田正彦 (大阪大 ) : 多

様な人物情報の獲得が可能な多視点システムの提案と構

築 ;  電子情報通信学会M E研究会信学技報  MV E 9 8 - 1 0 3
(99.3)

1 1 2 . 大 谷 淳 : 複 数 地 点 間 ・ 仮 想 変 身 シ ス テ ム ; マ ル チ メ デ イ

ア ・ バーチ ャ ル ・ ラ ボ 開 発 推 進 協 議 会 MvL シ ン ポ ジ ウ ム
(99.3)

113.  間瀬健二 :M e t a-M u s e u m プ ロ ジ ェ ク ト に っいて ; H A S研究
会総会/第 3回A T分科会 (〇H P ) ( 9 9 . 3 )

114. 高橋和彦 : 学 習べ ク ト ル 最子化に よ る 人 の動作認識に関

する一検討1  1 9 9 9年電子情報通信学会総合大会講演論文

集 情 報 ・ シ ス テ ム 2 D-12-86 (99 .3 )
115. 宮里  勉:  共感覚現象に基づく情念空間の生成に関する検

討;1 9 9 9年電子情報通信学会総合大会(9 9 . 3 )

116. 内 海 章 , 大谷淳:非接f独手振 り イ ン タ フ ェ ー スのための実

環境ポインティングデバイスの検討 ; 1 9 9 9年電子情報通信

学会総合大会講演論文集基礎 ・ 境 界 A-16-1 ( 9 9 . 3 )
117. 野間春生, 宮里勉 :歩行感覚提示装落のための進路変更動

作の相殺手法の開発;  1 9 9 9年電子情報通信学会総合大会

(99.3)

118. 中津良平 , 高 橋和彦 : ニ :・_ 一 ラ ル ネ ッ ト を 用 い た 感 情 音 声
の認識;  1999年電子情報通信学会総合全国大会(99 . 3 )

119. 大塚尚宏 ,大谷淳 :顔動画像からの表情動作の検出手法に

関する検討 ;  1999年電子情華111通信学会総合大会講演論文
集 情 報 ・ シ ス テ ム 2 D-12-81 (99 .3 )

120. 坂口電已 , 大 谷淳 : 動 的 イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 可能にす る樹

木のC G ア ニ メ ー ション ; 1 9 9 9年電子情報通信学会総合大
会講演論文集基礎 - 境界 A -16-14 (99 .3 )

121.  竹松克浩 ,海老原一之 (日本ビク夕一 ).坂に1電己,大谷淳:
頭部の移動 ・ 回転に対応可能な実時間表情推定法;1 9 9 9年

電子情報通信学会総合大会講演論文集情華111 ・ シ ス テ ム 2
D-12-80 (99 .3 )

122. Ivan Poupyrev ,大塚尚宏,Suzanne Weg h o r s t (ワシントン大) ,

大谷淳:Non l i n e a r  Viewpoint ControlTechnique for  Desktop

Virtua lReal i ty App l i ca t i ons ;1999年電子情報通信学会総合
大会講演論文集基礎 ・ 境界 A-16-2(99.3)

123. 片桐恭弘 :対話の計算論的モデル ;岩渡請 i座言語の科学

「談話と文脈」 第4章 ( 9 9 . 3 )
124. 岩澤昭一郎 (成操大 ) , 大谷淳 ,森島繁生 (成 111実大):全身像の
三限シルエ ツト画像に基づく姿勢推定の検討 ; 1 9 9 9年電子
情報通信学会総合全国大会講演論文集情報システム 2 D-
12-91(99.3)



ATR音声翻訳通信研究所

1. 匂坂芳典:Spok en  〇utput Techno1ogies 〇verview;Survey of

the State of  the Art in Human Language Techno1ogy(97.3)
2 .  加藤宏明 ( A T R 人 間 ) , 津 出 奇 実 ( A T R 人 間 ) , 匂 坂 芳 典 :

Acceptabil ity f o r  Tempora lMod i f i ca t ion  o f  S ing l e  Vowe1

Segments in Isolated Word s ;Th e  Journa1o f  the Acoustica1

Society o f  Amer ica (98.7 )

3 .  L i  D e n g :A  Dynamic,Feature-based Approach to the Interface
between Phono1ogy and Phonetics for Speech Model ing and

Recognition;Speech Communication Journa1(98.7)
4 .  厳寺俊哲 , 石崎雅人 , 森元逞 : 表層表現パ夕ーン を用いた

対話構造の認識;情報処理学会論文誌(98 . 8 )

5 .  政精E浩和 ,松永昭一 ( N T T ) , 匂坂芳典 :品詞および可変長

単語列の複合N- g r amの自動生成;  電子情報通信学会論文

誌(98 . 9 )

6.  飯田仁:Spee ch  Communication and Speech Translat ion;NSF

Techn ica lRepor t  on Mul t i l i ngua l In fo rmat ion  Management
(98.9)

7 .  飯田仁 : M a c h i n e  T r a n s l a t i o n : H y b r i d /M u l t i -engine vs.
Cooperative Integration;NSF TechnicalReport on Multilingua1

Information Management(98.9)
8 .  加藤直人 ,森元逞 :統計的手法による局所的対話モデルと

談 話 セ グ メ ン テー シ ョ ンへの応用 ;情報処理学会論文誌

(98.9)

9 .  加藤宏明 ( A T R 人間 ) , 津出誌 f 実 ( A T R 人間 ) , 匂坂芳典 : A

Psychoacoustic Study on  Tempora lCompensat ion between

Consonant and VowelSegments;LP'98(The Fourth Linguistics
and Phonetics Conference)(98.9)

10. 石川開 , 隅 田 英一郎 , 飯 田 仁 : 解 析 木デー タ ベー ス を用い

た音声認識誤り訂正手法 ;情報処理学会第5 7回全国大会

(98.10)

11. 山本和英 ,隅田英一郎 :音声翻訳における預健な主語補完

手法;情報処理学会第57回全国大会(98 . 1 0 )

12. 脇田由実 ,河井津 ( T Is) , 飯田仁 :意味的類似性を用いた音
声認識正解部分の特定法と正解部分のみ細訳する音声細

訳手法;自然言語処理(98 . 1 0 )

13. 山田節夫 , 柏岡秀紀 , 隅田英一郎 , 飯田仁 : 汎用機械翻訳

技術とその具体的翻訳システム ; 第 3 5 回情報科学技術研

究集会(98 . 1 0 )

14 .  柏岡秀紀 , 隅 田 英 一 郎 , 飯 田 仁 : E x a m p l e-based  Query
Translation and Its Application to Mult i l ingua11R;日独科学技
術会議(98 . 1 0 )

15. 横尾昭男,竹澤寿幸,匂坂芳典,N i c k C a m p b e 1 1 ,飯田仁 .山

本誠一 : A T R-M A T R I X : A  Speech Translation System f rom
J ap ane se  to E n g l i s h ; S P E C〇M ' 9 8 ( 1 9 9 8 I n t e r n a t i o n a 1

Workshop on Speech and Computer)(98.10)
16. 加 藤 宏 明 ( A T R 人 間 ) , 津 1 時 実 ( A T R 人 間 ) , 匂 坂 芳 典 :

FunctionalDifference between〇nsets and 〇ffsets in Perceiving

TemporalStructure o f  Speech;ATR Workshop on Events and

AuditoryTemporalStructure(98.10)

17. 金城由美子 ,田窪行則 (九州大 ) ,笹栗淳子 (九州大 ) :目本語

条件文 と認知的マ ッ ピ ン グ ; 日本言語学会第 1 1 7 回大会

(98.10)

18. 政 1龍浩和 , 匂坂芳典 , 久木和也 ( 京都大 ) , 河 原達也 ( 京都
大 ) : 最大事後確率推定による N-g r a m言語モデルのタスク
適応;電子情報通信学会論文誌(98 . 1 1 )

19. 竹沢寿幸:対話音声文法の構築;日本音響学会誌(9 8 . 1 1 )

20.  匂 坂 芳 典 : コーパ スベー ス音声合成 ;  J ou rna I  o f  S igna1

Processing(98.11)

21.  N i c k  C am p b e 1 1 :音声合成CHATRのしくみ ;電子情報通信

学会音声研究会(98 . 1 1 )

22.  N i c k  Campbe11 :Fo r e i g n -Langu a g e  Sp e e c h  Synthes i s ;
ESCA/C〇C〇SDA3rd Speech Synthesis Workshop(98.11)

23 .  N i c k  Campb e 1 1 :Whe r e  i s  t h e  I n f o rm a t i o n  i n  Speech?;
ESCA/C〇C〇SDA3rd Speech Synthesis Workshop(98.11)

24.  藤沢謙 , N i c k  Campbe11:Prosody -based Un i t-selection fo r
J apane se  Spe e ch  Syn the s i s ;  3 r d  ESCA/C〇C〇SDA

1ntemationalWorkshop on Speech Synthesis(98.11)

25.  We n  D i n g , 藤 沢 謙 , N i c k  Campbe11 : Improv i ng  Speech
Syn the s i s  o f  CH A T R  Us i n g  a Pe r c ep t u a lD i s c on t i n u i t y
Funct ion  and  Constra ints  o f  Prosod i c  Mod i f i c a t i o n ; 3 r d

ESCA/C〇C〇SDA I n t e r n a t i o n a lWo r k s h o p  o n  Speech

Synthesis(98.11)

26. 竹沢寿幸 ,森元逞 ,匂坂芳典 , N i c k  Campbe I 1 ,飯田仁,管谷

史 昭 , 横 尾 昭 男 , 山 本 誠 一 : A  Japanese-to-English Speech
Trans l a t i on  Sy s t em :  A T R -M A T R I X ;  I C SLP ' 9 8  ( 5 t h
Internat iona lConference on  Spoken Language Processing)
(98.11)

27. 竹 沢 寿 幸 , 森 元 逞 : A  Multimoda1-Input Multimedia-〇utput
Gu i d a n c e  S y s t e m : MMG S ; I C S L P ' 9 8 ( 5 t h  Internat iona1

Conference on Spoken Language Processing)(98.11)

28. 石川  開 , 隅 田  英 一 郎 , 飯 田 仁 : E x a m p l e -based  Er ro r
Recovery Method for Speech Translation:Repairing Sub-trees
Acco r d i n g  to the Seman t i c  Dis tance ;  I C SLP ' 9 8  ( 5 t h

Internat iona lConference o n  Spoken Language Processing)
(98.11)

29. 伊藤克直 ( 電総研 ) , 山本幹雄 ( 筑波大 ) , 武田一哉 ( 名古屋

大 ) ,竹沢寿幸 ,松岡達雄 ( N T T ) , 小林哲則 (早稲田大 ) ,鹿野

清宏 (奈良先端大 ) , 板橋秀一 (筑波大 ) : T h e  Design o f  the
Newspaper-Based Japanese Large Vocabulary Cont inuous
Speech Recogn i t i on  Co r p u s ; I C SLP ' 9 8 ( 5 t h  Internat iona l

Conference on Spoken Language Processing)(98.11)
30. 塚田元 , 山本博史 , 竹沢寿幸 , 匂坂芳典 : G r a m m a t i c a 1

Wo r d  Graph  R e - generat ion  f o r  Spon t aneous  Speech
R e c o g n i t 1 o n ; I C S L P ' 9 8 ( 5 t h  I n t e r n a t i o n a l C o n f e r e n c e  o n

Spoken Language Processing)(98.11)

31 .  Mike  Schuster:Nozomi - a fast,memory efficient stack decoder
for LVCSR; ICSLP'98 (5 th  IntemationalConference on Spoken

Language Processing)(98.11)
32. 深田俊明 , 吉村貴克 ( 名古屋工業大 ) , 匂坂芳典 : N e u r a 1

Network Based Pronunciation Modeling with Applications to

Speech Recogn i t ion ; ICSLP'98(5th  InternationalConference

on Spoken Language Processing)(98.11)
33.  深田俊明,De t l e f K o 1 1 (CMU ) , A l e x  Wa i b e 1 (CMU ) ,谷垣宏

一:Probab i l i s t i c  Dia1ogue Act Extraction for Concept Based

MultilingualTranslation Systems; ICSLP'98(5th Internationa1

Conference on Spoken Language Processing)(98.11)
34.  加藤宏明(ATR人間 ) ,津崎実(ATR人間 ) ,匂坂芳典:E f f e c t s

of Phonetic Quality and Duration on  PerceptualAcceptability
of  TemporalChanges i n  Speech; ICSLP'98(5th Internationa1

Conference on Spoken Language Processing)(98.11)

35.  Nick Campbe11:Multi-LingualConcatenative Speech Synthesis;
ICSLP'98(5th  InternationalConference on Spoken Language
Processing)(98.11)

36.  竹沢寿幸,山本誠一:D i a 1 o g u e  Processing through Speech-to-
speech Translation Systems between Japanese and Engl ish;
InternationalSymposium on Spoken Dia1ogue(ISSD)(98.11)

37.  飯田朱美(慶応大) ,N i c k  Campbe11 ,伊賀聡一郎(慶応大),樋

口文人 (慶応大 ) ,安村道晃 (慶応大 ) : A c o u s t i c  Nature and

PerceptualTesting o f  Corpora of  EmotionalSpeech;ICSLP'98

(5th InternationalConference on Spoken Language Processing)
(98.11)

38. Martin Holzapfe1(Siemens),Nick Campbe11:A NonIinear Unit

Selection Strategy for Concatenative Speech Synthesis Based
o n  Sy11able L e v e l F e a t u r e s ; I C S L P ' 9 8 ( 5 t h  Internationa1

Conference on  Spoken Language Processing)(98.11)
39.  塚田元 ,山本博史 ,竹澤寿幸 ,匂坂芳典 : R e l i a b l e  Utterance

Segment Recognition by Integrating a Grammar with Statistical
Language Constraints;Speech Communicat ion(98.12)
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40 .  中 村 篤 :  隠れマルコフモデルを用いた音声認識 ;  日 本 フ ァ

ジィ学会誌( 9 8 . 1 2 )

41 .  山 本 ・1事史,匂坂芳典:接続の方向性を考慮した多重クラス

複 合 N -g r a m言語モデル ;  電子情報通信学会音声研究会
(98.12)

42 .  高野優 : 精 度の異な る分布の混合に よ る 預健な音響モデ

ル;電子情報通信学会音声研究会(9 8 . 1 2 )

43 .  価權覚 ,深田俊明 ,H a r a l d  S i n g e r :話者正規化スぺクトルサ
ブバン ドパ ラ メ一夕を用いた雑青下での音声認識 : 電子情

報通信学会音声研究会(98 .12 )

44 .  Mik e  Schuster:Evaluation of  a Stack Decoder on a Japanese

Newspaper Dictation T a s k ;電子情報通信学会音声研究会
(98.12)

45.  Mik e  Schuster:Switchboard Workshop1998 - Impressions and
Resu l t s ;電子情報通信学会音声研究会(98 . 1 2 )

46.  高橋和子 :対話における信念の修正にっい て ;  人工知能学

会 言 語 ・音声理解と対話処理研究会(sLUD ) ( 9 8 . 1 2 )
47 .  政浦l1 浩和 , 匂坂芳 .典:品詞および可変長形態素列の複合N -
g r amを用いた日本語形態素解析;自然言語処理(9 9 . 1 )

48. 山本和英 ,隅田 :英一郎 :決定木学習による日本語対話文の

格要素省略補完;自然言語処理(9 9 . 1 )

49 .  竹沢寿幸 ,森元選 :発話単位の分割または接合による言語

処理単位への変換手法;自然言語処理(99 . 1 )

50 .  匂坂芳典 : A T R - M A T RIX Spontaneous Speech Translation

Sys tem;DARPA Communicator Kick-〇ff Meet ing(99.1)
51.  Nick  Campb e 1 1 :外国人室長から見た日本の研究スタイル二
つ の リ サーチパラダイム ;電子情報通信学会誌 ( 9 9 . 1 )

52 .  Kristiina Jokinen:Working in a Japanese Research Laboratory

一 a  foreigner's v i e w ;電子情報通信学会情報 ・ シ ス テ ム ソ

サ イ ェテイ誌 ( 9 9 . 1 )
53.  白 井 論 , l11l1田英一郎 , 相岡秀記 , 山田節夫 : 音ア 1i話11l訳のた
めの言語処理;AAMT  Journal (99.1)

54 .  片 1f同滋.Er ic  McDer mott (ATR人間):Discr iminat ive Training

Recent Progress i n  Speech Recognition;Handbook o f  Pattem

Recognition and Computer Vis ion (99,2 )
55. 政浦l1 浩和 ,谷垣宏一, f Ef 坂:11i-1出 :続計処理による入力文か
ら中間表現への変換を用いた音声言語理解;  電子情報通信

学会論文誌(99 . 2 )

56.  M i k e  S c h u s t e r : N e u r a l N e t w o r k s  f o r  Speech P rocess ing;

Encyc1opedio of ElectricalElectronics(99.2)
57 .  深 田  俊 明 , 吉 村 費 克 ( 現 名 古 屋 工 業 大 ) , 匂 坂 芳 典 :

Automatic Generation o f  Mult ip le  Pronunciations Based on

NeuralNetworks;Speech Communication(99.2)
58 .  竹沢寿幸 : 音 声翻訳研究用バ イ リ ン ガ ル旅行会話デー タ

ベー スの構築;  「言語資源の共有と再利用」 シ ン ポ ジ ウ ム
(99.2)

59.  飯田朱美(慶応大) , N i c k  Campbe11 ,安村通晃(慶応大):感情
表現が可能な合成音声の作成と評価 ;情報処理学会ヒュー

マ ン イ ン タ ー フ ェー ス と イ ン タ ラ ク シ ョ ン 特集号 ( 9 9 . 2 )

60. 匂坂芳典 : コーパスベー ス音声合成一規則による合成から

法則による合成へ一: 科学研究費企画調査研究シンポジウ

ム 「音声言語情報処理と韻律」 (99.2)
61 . 深田俊明,D e t l e f  Ko11(CMU),Alex  Waibe1 (CMU) ,谷垣'宏

-:Probabi l i s t ic  Dialogue Act Extraction for  Concept-based
Multil ingualTranslation Systems;人工知能学会誌(99.3 )

62.  高橋和子 , 竹澤寿幸 : マルチモー ダル対話システムにおけ

る イ ン夕 ラ ク シ ョ ン 機構 ; イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ' 9 9 ( 9 9 . 3 )

63.  曽根正 ( A T R国際 ) ,西尾道子 (お茶の水女子大 ) ,飯田仁 (現

ソ ニー ) :発想法の相違を考慮した翻訳手法の提案;電子情

報通信学会思考と言語研究会(9 9 . 3 )

64.  高橋和子 ,竹澤寿幸 : マルチモー ダル対話システムにおけ

る イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン 機 構 ; 情 報 処理学会第 5 8 回 全 国大会

(99.3)

65. Ben Reave s ,西野敦士,Har a l d  Singer,藤澤議l1, 山 田 節 夫 , 管
谷 史 昭 , 竹 沢 寿 幸 , 横 尾 昭 男 , 山 本 誠 一 : A T R-MATR Ix :
A Speech Translation System between English and Japanese;
情報処理学会第58回全国大会(99 . 3 )
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66. Nick  Campbel1,Ekaterina Saenko:Factors to Consider in the

Design o f  an 〇ptimalSpeech Corpus for Concatenative Speech

Syn the s i s :日本音響学会平成11年度春季研究発表会(99 .3 )

67.  藤澤謙 , N i c k  Campb e l 1 :波形接続型音声合成システムにお

けるアクセン ト型を考慮した音素単位選択 ;日本音響学会

平成 1 1 年度春季研究発表会(99 . 3 )

68 .  管谷史昭 , 竹沢寿幸 , 横尾昭男 , 山本誠一 : 日英双方向音

声細訳システム ( A T R -MA T RIX )の対話実験;  日本音響学会
平成11年度春季研究発表会( 9 9 . 3 )

69. 内藤正樹 , L i  Deng (Un iv .o f  Water1oo), ノ11ilJ坂芳典 :音声の生
成モデルを用いた話者正規化手法 ;  日本音響学会平成1 1

年度春季研究発表会(99 . 3 )

70. 高野優 : 異 な る 精度の分布の混合に よ る 預健な音響モデ

ル;日本音響学会平成11年度春季研究発表会(9 9 . 3 )

71 .  谷垣宏一 ,匂坂芳典 :中間言語表現の生成を目的とした音

声理解;日本音響学会平成11年度春季研究発表会(9 9 . 3 )

72 .  Harald Singer,山本†1ll11 '1ii:Para1le1 Japanese/Engl ish Speech
Recognition in ATR S P R EC ;日本音響学会平成11年度春季
研究発表会(99 . 3 )

73 .  Shuwu  Zhang,Harald S inger ,匂坂 方典:Distance- related Unit
Association Max imum  Entropy Language Mode l i n g ;日本音響
学会平成11年度春季研究発表会(9 9 . 3 )

74 .  Ru iq i ang  Z h a n g , A n d r e w  F i n c h , E z r a  B l a c k , 匂 坂芳典 :

Linguistic Question-based Language Mode lBu i l t  by M E ; 日本
普響学会平成11年度春季研究発表会( 9 9 . 3 )

75 .  Rainer Gruhn,Hara ld  S i n g e r ,匂坂芳 .典:Sca lar  Quantization

o f  Cepstra lParameters  f o r  L o w  Bandw i d t h  Cl i en t-Server
Speech Recognition S y s t em s :日本當響学会平成11年度春季
研究発表会(99 . 3 )

76.  匂 坂 芳 .典:Ru l e s ,Measu re s  and Speech Corpora for  Corpus-
based Speech Synthes i s ;137th  Meeting o f  The  Acoustica1

Society o f  America and Th e 2 n d  Convention of The European
Acoustics Association(99.3)

77 .  Nick Campbe11:Data-driven Speech Synthesis;137th Meeting
of The AcousticalSociety o f  America and The2nd  Convention

o f  The  European Acoustics Assoc ia t ion :Forum Acust icum

(99.3)

78.  山本 t導史 ,匂坂芳典 :M u l t i-Class Composite N-gram Based
on Connection Diresct ion; ICASSP'99(99.3)

79.  構相 1 覚 , 深 田俊明 , Ha r a l d  S i n g e r : S p e a k er No rma l i z e d

S p e c t r a l S u b b a n d  Paramete r s  f o r  No i s e  R o b u s t  Speech

Recognit ion;ICASSP'99(99.3)
80. 柏岡秀紀 , 金城由美子 : 確率的決定木によ る言語解析 ; 言

語処理学会第5回年次大会( 9 9 . 3 )

81. M i c h a e l P a u 1 , 山本和英 , 降場田英一郎 : C o r p u s -b a s e d
Resolution of  Pronom ina lRe f e r ence s ;言語処理学会第5回年

次大会(9 9 . 3 )

82. Yves Lepage:Experimenting with Ana1ogy言語学的な類推と
その言語処理への適用性;  言語処理学会 第 5  回年次大会

(99.3)

83. 山本和英 :機械細訳における自動校正と E 1中細訳への適

用;言語処理学会第5回年次大会( 9 9 . 3 )

84. 田中英輝 ,横尾昭男 :確率モデルによる発話の最適分割と

意図認識;言語処理学会第5回年次大会( 9 9 . 3 )

85. 石川開 , 隅 田英一郎 : テ キ ス ト コーパスを用いた音声認識

誤り訂正手法;言語処理学会第5回年次大会( 9 9 . 3 )

86. 東海林里仁 (電気通信大 ) , 樽松明 (電気通信大 ) , 美馬秀樹

(現Manchester Metropolitan U n i v . ) , 飯田仁 (現ソニー ) : 疑 問
応答文に対する協調融合翻訳の通応検討:  言語処理学会第

5回年次大会(9 9 . 3 )

87. 山本和英:Proo f r e ad i n g  Generate 〇utputs :Automated  Ru l e

Acquisit ion and Application to Japanese -Chinese Mach ine
Trans l a t ion ; ICCP〇L'99 (18th 1[nternat iona lConference on

Computer Processing o f  〇rientalLanguages)(99.3)
88. 政浦l1 浩 和 ( 住 友 金 属 ) , 中 村 雅 已 ( 住 友 金 属 ) , 匂 坂 芳 1n1 :
Japanese Morpho1og ica lAna lys i s  Using Composite Part-of
speech and Morpheme Sequence N-g r am ; ICCP〇L'99 ( 18 th
Internat iona lConference on Computer Processing of  〇rienta1

Languages)(99.3)



ATR人間情報通信研究所

1. Sung-Bae Cho(Yonse i  Un iv ./ATR人間):〇n My  Research and
Stay i n  Japan.; J .  Japan Society for Fuzzy Theory and Systems,,
Vo1.10,No.4 (98.8 )

2 .  Sh i n  I s h i i ( NA I S T /ATR人間) ,M a s a -aki  Sato:Constra ined
NeuralApproaches to Quadratic Assignment Problems.;Neura1
Networks ,Vo1.11,No.6 (98.8 )

3 .  E r i c  Va t i k i o t i s -B a t e s o n , T a k a a k i  Kuratate ,  Ke v i n  G .
Munha1l(Queen's Un i v . ) ,Han i  Yeh ia (UFMG):The Production

and Perception o f  a Realistic Talk ing Face . ;Language  and
Phonetics(LP'98)(98.9)

4 .  Eric Vatikiotis-Bateson,Takaaki Kuratate,Kevin G.Munha1 l
(Queen's Un i v . ) ,Han i  C . Y e h i a ( U FMG ) : T h e  Production and

Percept ion  o f  a Rea l i s t i c  Ta l k i n g  F a c e . ; L a n g u a g e  a n d

Phonetics(LP'98)(98.9)

5 .  Kiyoshi Honda:Interaction between VowelArticulat ion and F0

Contro1.;Language and Phonetics(LP'98)(98.9)

6.  Hiroaki Ka t o ,M i n o r u  Tsuzak i ,Yosh i no r i  S a g i s a k a (ATR音

声 ) : A  Psychoacoust ica lStudy o n  Tempora lCompensat ion

between Consonant and  Vowe l S e gm e n t s . ; L a n g u a g e  and

Phonet ics(LP'98)(98.9)

7 .  Michae lKork i n (Genoby te ) ,Norbe r to  Eij i  N a w a ( A T R人間

Nagoya Univ . ) ,Hugo  D e  Gar i s :A ' Sp i k e  Interva11nformation
Cod i n g "Rep r e s e n t a t i o n  f o r  ATR ' s  C A M-Br a i n  Mach i n e
( CBM ) . ; P r o c . 2 n d  I n t .Con f . o n  Evolvable Systems(ICES'98)

(98.9)

8. Koichiro Haj i r i :Recons ider  El iza:Class i f icat ion o f  Human-
Computer Conve r s a t i ona l I n t e r ac t i on . ;P roc .7 th  I EEE  In t .

Workshop on Robot and Human Communicat ion(R〇MAN'98),,

Vo1 .1 (98 .9 )

9 .  磯野月券宣 ,張正友 (M i c r o s o f t ) , 赤松茂 :表情差分デ一夕を

用いた顔の3次元構造の復元; 1 9 9 8年電子情報通信学会情

報 ・ シ ス テ ム ソ サ イ ェティ大会講演論文集.D-12-49 ( 98 . 9 )
10. 赤松茂 :  コンピュー タ で探 る顧の感性的 イ メ ー ジ;Hou s e

Co1loquium,No.1(98.9)
11.  羽尻公一郎 : 人 工無能 ,  本単を語る _ . .  か ? ; 秋 の プ ロ グ
ラ ミ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム  「 日 本 の プ ロ グ ラ ミ ン グ」 報告集
(98.9)

12. 森本淳(奈良先端大/ATR人間 ) ,銅谷賢治( E RAT〇/奈良先

端大 ) : 階層型強化学習による連動獲得 :起立運動学習 ;第

1 6 回日本ロボッ ト学会学術識演会予稿集, vo1.1(98.9)
13. 野村電也 ( シ ャ ー プ ) , 杉 万俊夫 ( 京都大 ) , 飯 田信介 ( 京都

大),下原勝慾1:Ce l I u l a r  A u t o m a t a によるポランティア活動

変化のモデル ;  目本行動計量学会第2 6回大会発表論文抄

録集(9 8 . 9 )

14. 山田f等一t子: 第二言語の音声習得過程一実験心理学の視点

か ら 一 ; 平 成 1 0 年 度 音 声 学 会 ・ 全 国 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム

(98.9)

15. K e i k i  T a k a d am a  ( A T R 人 間 / U n i v .  To k y o ) ,  Ko i c h i r o

H a j i r i ( A T R -MIC/R i t s ume i k a n  U n i v . ) , T a t s u y a  Nomu r a ,,
Katsunor i  S h i m o h a r a , S h i n i c h i  N a k a s u k a ( U n i v . T o k y o ) :

〇rgan i z a t i o n a lLea r n i n g  M o d e l f o r  Adap t i v e  Co11ective

Behaviors i n  Multiple Robots.;Advanced Robot ics (The Int. J .

the Robotics Society of  Japan) ,Vo1.12,No.3(98.10)
16. Win i f red  S t r a n g e (U n i v . o f  South F1or ida ) ,Re iko  Akahane-
Yamada, R i e k o  Kubo , Son j a  T r e n t ( U n i v . o f  South F1orida),,

Kanae N i s h i ( U n i v . o f  South Florida), James J. Jenk ins (Un iv .

o f  South F1orida):PerceptualAssimilation o f  American English

Vowels by Japanese Listners.; J .Phonet ics ,Vo1.26(98.10)
17. Hitomi  Kasahara ,Ke ik i  Takad ama (ATR人間/Un i v .Tokyo ) ,,

Shinichi Nakasuka (Un iv .Tokyo) ,Katsunor i  Shimohara:Fault

Tolerance i n  a Mult ip le  Robots  〇rganization Based on an

〇rganizationalLeaming Mode l . ;P roc .1998 IEEE  I n t .Conf on
Systems,Man,and Cyberne t i c s ( SMC98 ) ( 98 .10 )

18. Tetsuya Mae s h i r o : T h e  Importance o f  the Robustness and

Changeability in Evolutionary Sys tems . ;P roc .1998 IEEE Int.

Con f . o n  Systems,Man,and Cybernet ics (SMC98) (98.10)
19. Hideak i  S u z u k i :〇n e-Dimens iona lUn ice11u l a r  Creatures
Evolved wi th  Genetic Algor i thms . ;P roc .2nd  I n t .Con f . on

Complex Systems(98.10)
20. Hideak i  S u z u k i :〇n e-Dimens i ona lUn i ce11u l a r  Creatures
Evolved with Genetic Algorithms.;Proc.2nd Int.Workshop on

Frontiers i n  Evolutionary Algorithms(FEA'98),Vo1.2(98.10)
21. Kenich i  Amemo r i ( NA I S T ) , S h i n  I s h i i ( N A I S T /ATR人間) :

Unsupervised Learning for S u b-Millisecond Tempora lCoded
S e q u e n c e . ; P r o c . 4 t h  Jo int  Co n f . o n  In format ion Sciences
( JCIS '98) ,Vo1.2(98.10)

22. Masa-ak i  S a t o , S h i n  I s h i i ( NA I S T /ATR人間) :〇n -Line  E M
Algorithm for Mixture o f  LocalExperts.;Proc.5th I n t .Con f . on

Neura l In for mation Processing(IC〇NIP'98),Vo1.3(98.10)

23.  Norberto Eiji Nawa(ATR人間/Nagoya  Univ . ) ,Michae lKork in

(G enob y t e ) ,Hugo  D e  Ga r i s : D i g i t a l S p i k e s : I n f o rm a t i o n

Representation in ATR's CAM-Brain Mach ine . ;Proc .5th  Int.
C o n f . o n  Neura l In format ion Process ing( IC〇NIP'98) ,Vo1.1

(98.10)

24. J u n  Mo r i m o t o ( NA I S T /ATR人間) , K e n j i  Do y a ( E RAT〇 ) :

Hierarch ica lRe in fo rcement  Learning o f  L o w -Dimensiona1
Subgoals and High-Dimens iona lTra jector ies . ;Proc .5th  Int.
C o n f . o n  Neura l In format ion Process ing( IC〇NIP'98) ,Vo1.2

(98.10)

25. Kenich i  Am em o r i ( N A I S T ) , S h i n  I s h i i ( NA I S T /ATR人間) :

S e l f -〇rgan iz ing  N e t w o r k  Lea r n i n g  o f  S u b -M i l I i s e c o n d
Tempora lCoded In for mat ion. ;Proc.5th I n t . C o n f . o n  Neura1

In format ion Process ing( IC〇NIP'98),Vo1.3 ( 9 9.10)

26. To s h i o  I r i n o , R o y  D . P a t t e r s o n ( U n i v . C a m b r l d g e ) : T h e

Gammachirp for  〇pt ima lAud i to ry  Filtering . ; P r o c . 5 t h  Int .
Conf、. o n  NeuraI I n f or mation Process ing( IC〇NIP'98),Vo1.3

(98.10)

27.  Mitsuo Kawato(ATR人間/ERAT〇):Mul t ip le  Paired Forward-
Inverse Mode l s  i n  the Cerebe11um.;Proc.5th I n t . C o n f . o n

NeuralInformation Processing(IC〇NIP'98),Vo1.3(98.10)

28. Yasuji Sawada (Tohoku  Univ . ) ,H idek i  Kawahara (Wakayama

Univ./ATR人間/CREST):Bra in  Creators: Japanese Initiative to

Create Computat iona lModels  of  Brain Funct ions . ;Proc .5th

I n t . C o n f . o n  Neu r a l I n f o rma t i o n  Process ing ( IC〇NIP'98 ) ,,

Vo1.3(98.10)

29. S u n g -B a e  C h o  ( Y o n s e i  U n i v . / A T R 人 間 ) ,  Kat suno r i
Shimohara:Cooperative Behavior in Evolved Modular Neura1

N e t w o r k s . ; P r o c . 5 t h  I n t . C o n f . o n  S o f t  Compu t i ng  a n d

Information/Inte11igent Systems( I IZUKA'98),Vo1.2(98.10)

30. Sh i n  I s h i i (NA IST/ATR人間):De te rm in i s t i c  Anneal ing and

Chao t i c  A n n e a l i n g  i n  a Ne u r a l A p p r o a c h  to Quadra t i c

Assignment Prob lem. ;Proc.5th I n t . C o n f . o n  So f t  Computing

a n d  Information/Inte11igent S y s t e m s ( I I Z UKA ' 9 8 ) , V o 1 . 2

(98.10)

31.  To s h i o  I r i n o :〇 n  the Impo r t ance  o f  S t r o b ed  Tempora1

Integration for Time-Scale Ana lys i s . ;Proc .ATR Workshop on
Events and Auditory TemporalStructure(EATS)(98.10)

32 .  H i r o a k i  K a t o ( A T R人間/ K o b e  U n i v . ) , M i n o r u  Tsuza k i ,,

Yosh ino r i  S a g i s a k a ( A T R音声/Ko b e  Un i v . ) : F u n c t i o n a 1

Difference Between 〇nsets and 〇ffsets in Perceiving Tempora1

Structure o f  S p e e c h . ; P r o c . ATR  Workshop on Events and

Auditory TemporalStructure(EATS)(98.10)

33. Minoru  Tsuzak i ,Hiroak i  Kato:PerceptualReconstruction of

T em p o r a l S t r u c t u r e : D u r a t i o n  a n d  T i m i n g . ; P r o c . A T R

Workshop on Events and Auditory TemporalStructure(EATS)
(98.10)
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34.  J u n  Mo r i m o t o ( N A I S T / A T R人間 ) , K e n j i  Do y a ( E RAT〇/

NAIST):Rein forcement Learning of  Dynamic Motor Sequence:

Learning to Stand Up. ;P roc . IEEE/RSJ  I n t .Con f . on  Inte11igent
Robots and Systems(IR〇S'98),Vo1.3(98.10)

35 .  P h i l i p  R u b i n ( H a s k i n s  L a b s ) , E r i c  Vat i k i o t i s -Ba t e s on :
Introduct ion to S p e c i a l I s s u e  on  Auditory -V i s u a l S p e e ch
Processing. ;Speech Communication,Vo1.26(98.10)

36.  片 桐 滋 : イ ン タ ー ネッ トで L / R に挑戦しませんか ? : 基礎

研 究 成 果 を マ ル チ メ デ ィ ア 発 信 ; N T T 技 術 ジ ャ ー ナル

(98.10)

37.  倉立尚明,E r i c  Vatikiotis-Ba t e s o n :主成分分析に基づくァニ
メ ー ション応用;画像電子学会Vi s u a lCompu t i n g  Workshop
9 8鳥羽論文集(98 . 1 0 )

38. 金子 :要111彦 : 垂直視差に よ る立体視の空間特性 と メ カ ニ ズ
ム ;視覚の科学 , vo1.19,No.2(98.10)

39. 足 立 隆 弘 , 山 田 玲 子 , 駒 木 売 , 片 桐 滋 : イ ン 夕 一 ネ ッ ト を

利用した音声のきき と り公開実験の試み ( 1 )ー システムの
構築に関する技術的検討と稼働状況一 ;情報処理学会第5 7

回 (平成10年後期)  全国大会講演論文集(3 ) ( 98 . 10 )
40.  足 立 隆 弘 , 山 田 玲 子 , 駒 木 亮 , 片 桐 滋 : イ ン 夕 一 ネ ッ ト を

利用した音声のききと り公開実験デモ ;情報処理学会 5回

(平成10年後期)  全国大会講演論文集(3 ) ( 9 8 . 1 0 )
41 .  駒 木 売 , 山 田 玲 子 , 足 立 隆 弘 , 片 桐 滋 : イ ン タ ー ネ ッ ト を

利用した音声のききと り公開実験の試み ( 2 ) 一実験室実験

との比較による公開実験結果の信頼性の検討一 ;情報処理

学会第 5 7 回  ( 平成 1 0年後期 )  全国大会請演論文集 ( 4 )

(98.10)

42 .  川人光男:月 l f iの計算理論;第11回ひょうご科学技術トピッ

ク ス セ ミ ナー抄録,腦科学( 9 8 . 1 0 )

43.  蒲池みゆき ( A T R人間/九州大/日本学術振興会) ,吉川左紀

子(ATR人間/京都大) ,赤松茂:変化速度は表情認知に影響

す る か ?一動画刺激を用いた顔表情認知の時間特性の解
明一:電子情報通信学会技術研究報告, Hcs98-34 ( 98 . 10 )

44 .  片桐意一(奈良先端大/ATR人間 ) ,鋼谷賢治( E RAT〇/奈良

先端大) ,川人光男 (A T R人間/E RA T〇 ) :複数のモデルを用

いた強化学習による非線形制御方式;電子情報通信学会技

術研究報告,NC98-46 (98 .10 )
45 .  宮本弘之(ERAT〇 ) ,川人光男(ERAT〇/ATR人間) :作業レ

ベルのロボッ ト学習のための見まねによる教示 ;電子情報

通信学会論文誌,Vo1. J81-D-I I ,No .10 (98 .10 )
46.  下原勝意 ( A T R 人間 / N T T ) : シ ス テム進化 とバ リ ア フ リ ー ;

日本社会情報学会第 1 3回全国大会予稿集 , vo 1 . 1 3 , N o . 1
(98.10)

47.  神崎利佳 ,加藤隆 (関西大/ A T R人間 ) ,束倉洋一 ( A T R人間

N n) : マ ガー ク効果における視覚情報の統合過程;  日本心
理学会第62回大会発表論文集(98 . 10 )

48.  加藤隆(関西大/AT R人間 ) ,赤松茂 :顔の表情認知における

マルチモー ダル処理; 日本心理学会第62回大会発表論文

集(98 .10 )

49.  Hideaki S uzu k i , Y o  I w a s a (Kyu shu  Univ. ) :Drast ic  Adaptive
Evolution Induced by Genetic Recombinat ion.;日本生物物理
学会第36回年会講演予稿集,3E1045 ( 98 . 10 )

50. 金子勇一 (長岡技科大 ) ,中野惠理 ,大須理惠子 ( E R A T〇 ) ,,

和田安弘 (長岡技科大 ) , 川人光男 : オ イ ラ ー ・ ポ ア ソ ン 方

程式を用いた弾性トルク変化最小軌道の生成 ;平成 1 0年

度電子情報通信学会信越支部大会研究報告(98 . 10 )

51.  Masa-aki Sa to , Sh i n  I s h i i (NAIST ) :Re in f o r cement  Learning
Based on  〇n-1ine E M  Algorithm.;12th Annua lCon f .Neu ra1
Information Processing Systems(NIPS'98) (98.11)

52. Masahiko Ha r u n o ,D a n i e lWo l p e r t ( I n s t . N e u r o 1 . ) , Mitsuo

Kawato:Mul t ip le  Paived Forward-Inverse Models for Human
Mote r  Learn ing  a n d  Con t ro1 . ; 12 th  A n n u a l C o n f . N e u r a 1

Information Processing Systems(NIPS'98) (98.11)
53. Mas ah i k o  Wa k um o t o ( A T R人間/ S h o w a  U n i v . ) , S h i n o b u

Masak i ,K iyosh i  Honda,Toshikazu 〇hue (N i t t a ) :A  Pressure

Sensitive Palatography:Application o f  New  Pressure Sensitive

Sheet  for  Measureing To n g u e - P a l a t a l C o n t a c t  Pressure.;

Ab s t r a c t 5 t h  I n t . C o n f . o n  Spoken Language Process ing
( ICSLP'98),Vo1.7(98.11)

54 .  R i k a  K a nza k i , T a k a s h i  K a t o ( A T R人間/ K a n s a i  U n i v . ) :

Influence o f  Fac i a lV i ews  on the McGurk Effect i n  Auditory

Noise.;Abstract5th I n t .Con f . o n  Spoken Language Processing
( ICSLP'98),Vo1.2(98.11)

55.  Hiroak i  K a t o ( A T R人間/ K o b e  U n i v . ) , M i n o r u  T s uzak i ,,

Yosh i n o r i  S a g i s a k a ( A T R音声/K o b e  Un i v . ) : E f f e c t s  o f

Phonetic Quality and Duration on PerceptualAcceptability o f
Tempora lChanges  i n  Spe e ch . ;Ab s t r a c t 5 t h  I n t . C o n f . o n

Spoken Language Process ing( ICSLP'98)/Proc.5th I n t .Con f .

on  Spoken Language Processing(ICSLP'98),Vo1.5(98.11)

56. Hideki Kawahara(Wakayama Univ.1ATR人間/CREST ) ,A l a i n
De  Cheve igne (CNRS) ,Roy  D.Pat terson (Un iv .Cambr idge ) :
A n  Instantaneous-Frequency -Based Pitch Extraction Method
for  High-Quality Speech Transformation:Revised TEMP〇 in
the STRA IGHT-Su i t e . ;Ab s t r a c t 5 t h  I n t. C o n f . o n  Spoken
Language P r o c e s s i n g ( ICSLP ' 9 8 ) /P r o c . 5 t h  I n t . C o n f . o n

Spoken Language Processing(ICSLP'98),Vo1.4(98.11)
57. Re iko  Akahane-Yamada ,E r i k  McDermott,Takahiro Adachi,,
Hidek i  Kawahara ,  J o h n  S .P ru i t t :Compu te r-Based  Second

Language  Product ion  Tra in ing  by  Us i n g  Spectrographic
Representation and HMM-Based Speech Recognition Scores.;

Abstract5th I n t .Con f . on  Spoken Language Processing(lCSLP

98 ) ,We5C6,1-236/Proc. 5th I n t . C o n f . o n  Spoken Language
Processing(ICSLP'98),Vo1.5(98.11)

58.  K i y o s h i  Hon d a ,  Ma r k  T i e d e :  A n  M R I  S t u d y  o n  t h e

Relationship Between 〇ralCavity Shape an Larynx Position.;

Abstract5th Internat ionalConference on Spoken Language
Processing(ICSLP'98),Vol.2(98.11)

59 .  J i a nwu  Dang ,K iyosh i  Honda :Speech  Production o f  Vowe1

Sequences Using a Physio1ogicalArticulatory Mode1.;Abstract

Int. Con f . o n  Spoken Language Process ing( ICSLP'98) ,Vo1.5
(98.11)

60. Ke n j i  Y am am o t o  ( A T R 人間 / N i i g a t a  U n i v . ) ,  Y a s u s h i

Kobayash i (Nat1. Inst .Phys io1. Sc i./CREST ) ,Aya  Takemura

(CREST/ETL),Kenj i  Kawano(CREST/ETL) ,Mi tsuo  Kawato:

A Compu t a t i on a l S imu l a t i o n  o f  the Adaptat ion o f  〇cular

Fol1owing Responses.;Abstracts o f  28th Annua lMeet ing  o f
Society for Neuroscience,Vo1.24(98.11)

61.  Yo j i  Un o  ( T o y o h a s h i  U n i v .  Te c h . ) ,  Kun i n o r i  S u z u k i

(Tohoyashi Un i v . T e c h . ) ,M i t s u o  Kaw a t o : T h e  Criterion o f

Smoothness is Adopted for a Time-Minimizing Task i n  Human
Reaching Movements.;Abstracts o f  28th Annua lMeet i ng  of
Society for Neuroscience,Vo1.24(98.11)

62.  Roy D.Pa t te r son (Un iv .Cambr i dge ) ,Tosh io  I r ino:Model ing
TemporalAsymmetry in the Auditory System.; J .Acous t . Soc .
Am.,Vo1 .104 , (5 ) (98 .11 )

63.  Stefan Schaa l (USC/ERAT〇),Chr istopher Atkeson(Georgia

I n s t .Te ch . /ATR人間) :Con s t r u c t i v e  Incrementa lLearn ing

f r om 〇nly Loca l In fo rmat ion . ;Neura lComputa t ion ,Vo1 .10 ,,
No.8 (98 .11 )

64.  Dan i e lM.Wo lpe r t ( I n s t .Neu ro l . ) ,M i t suo  K aw a t o ( A TR人間

/ERAT〇):Mul t ip le  Paired Forward and Inverse Models  for
Motor Contro1.;NeuralNetworks,Vo1.11,No.728(98.11)

65.  Hiroyuki Miyamoto(ERAT〇),Mitsuo Kawa t o :A  Tennis Serve

and Upswing Learning Robot Based on  B i-DirectionalTheory.;
Neura lNetworks,Vo1.11,No.728(98.11)

66.  S h i n  I s h i i ( N A I S T / ATR人間) ,M a s a-ak i  Sato :Assoc i a t i ve
Memory Based on Parametrically Coupled Chaotic Elements.;
Physica D,Vo1.121(98.11)

67.  S u n g -Ba e  C h o  ( Y o n s e i  U n i v . / A T R 人 間 ) ,  Ka t s uno r i
S h i m o h a r a :  App ly ing  L -S y s t em  to Deve1opment  o f
Evolut ionary Modu l a r  N e u r a l N e t w o r k s . ; P r o c . 2 n d  Asia-
Pacific Conf . o n  Simulated Evolution and Leaming(SEAL'98) ,,
Vo1.2(98.11)

68. Shigeru Katagir i ,Bi ing -Hwang Juang (Be11Labs . ) ,Ch in-Hui
Lee(Be11Labs.):Pattern Recognition Using a Family of Design
Algorithms Based Upon the Generalized Probabilistic Descent
Method. ;Proc.o f  the IEEE,Vo1.86 ,No.11 (98 .11 )
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69. 下 原  勝憲 ( A T R 人 問 / N T T ) :  人 工 脳 と は ; C l i n i c a 1

Neu ro s c i e n c e (月判臨床神経科学) ,Vo1 .16 ,No.11 (98 .11 )

70 .  野村電也:人工知能と感情;C l i n i c a l N e u r o s c i e n c e (月刊臨

床神経科学) vo1.16,No.11(98.11)
71.  平博順 ( N T T ) ,向内隆文 ( N T T ) ,春野雅彦 : S u p p o r t  Vector
M a c h i n e に よ る テ キ ス ト 分 類 ; 情 報 処 理学会研究報告 ,,
Vo1.98 ,No.99 . (98 .11 )

72. 斎藤浩人 (昭和大 ) ,鈴木規子 (昭和大 ) ,和久本雅彦 ( A T R人

間/昭和大 ) ,田辺雄一 (昭和大 ) ,鈴木学 (昭和大 ) ,藤田幸弘

( 昭和大 ) , 道健一 ( 昭和大 ) , 高橋俊行 (昭和大 ) : M R I に よ る

発音時声道形状の観察一舌,  口底切除症例への応用一 ; 第
4 3 回日本音声言語医学会総会 ・ 学 術 講 演 会 予 稿 集 , 1 9

(98.11)

73 .  丹生かず代 (昭和大 ) ,山下夕香里 (昭和大 ) ,和久本雅彦 (昭

和大/AT R人間 ) ,石野由美子 (昭和大 ) ,今井智子 (昭和大 ) ,,

鈴木規子 (昭和大 ) , 道健一 (昭和大 ) : 舌強直症患者の構音

動態の観察一下額運動と舌運動の同期的解析法の試み一 ;

第 4 3回日本音声言語医学会総会 ・ 学術識1演会予稿集,22

(98.11)

74 .  No r i k o  Yamag i s h i , S t e p h e n  J . A n d e r s o n ( U n i v . L o n d o n ) :
Loc a l i z a t i o n  o f  Co1our a n d  Mo t i o n  S t i m u l i  i n  H um a n

Peripheral v i s i o n . ;電子情報通信学会技術研究報告,H IP98-
35 ( 98 . 11 )

75 .  仁 科 繁 明 , 岡 田 真 人 ( E R A T 〇 ) , 川 人 光 男 ( A T R 人 間

姐RAT〇 ) :輪郭運動方向の計算における充填過程と大局的

バインディング ;電子情報通信学会技術研究報告 , M B E 9 8-
9 5 ,NC98-65 (98 .11 )

76.  吉田和子 (奈良先端大 ) ,石井信 (奈良先端大 ) ,佐藤雅昭 :オ

ン ラ イ ン E M ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た カ オ ス 力 学 系 の 再 構

成;電子情報通信学会技術研究報告,NLP9 8-71 (98 .11 )
77 .  羽 尻 公 一 郎 : ジ ョ イ ス と バ ロ ウ ズ の ア ル ゴ リ ズ ム : 日 本 認

知科学会文学と認知 - コンピュ一夕研究会(9 8.11)
78 .  S u n g - B a e  C h o ( Y o n s e i  U n i v . / A T R 人 問 ) , K a t s u n o r i

S h i m oh a r a : E v o l u t i o n a r y  Lea r n i n g  o f  Mo d u l a r  Neura1

N e t w o r k s  w i t h  Gene t i c  P r o g r amm i n g . ; I n t .  J . A p p l i e d

Inte1ligence,Vo1.9 ,No .3 (98 .12 )

79 .  Sung-Bae Cho:Introduct ion:Contro lwith Softcomputing. ; I n t .

J .Con t ro l and  Cybernetics,Vo1.27, No.4 (98 .12 )

80. Ph i l i p  Ru b i n ( H a s k i n s  Labs ./Yale U n i v . ) , E r i c  Vatikiot is -
Bateson:Talking Head s . ; P r o c . I n t .Co n f . o n  Auditory-Visua1

Speech Process ing(AVSP'98)(98.12)
81. Takaak i  Ku r a t a t e ,H a n i  Y e h i a ( U F MG ) , E r i c  Vat ik io t i s -
Bateson:Kinemat ics-Based Synthesis o f  Real ist ic  Talk ing

Fac e s . ; P r o c . I n t .Con f . on Auditory-VisualSpeech Processing
(AVSP'98 ) (98 .12 )

82. Mitsuo  K a w a t o ( A T R人間/ERAT〇 ) , D a n i e l W o ]per t ( Ins t .

N e u r o 1 . ) : I n t e r n a l M o d e l s  f o r  Mo t o r  Con t r o 1 . ; S e n s o r y

Guidance of  Movement,Novartis Foundation Sympos ium218
(98.12)

83. l的木亮,山田玲子,Yo u n g o n  Choi (ATR人間/Duke Un i v . ) :第
二言語音知覚に及ぼす母語の影響;  関西心理学会第11 0回

大会発表論文集(98 . 1 2 )

84. 久保理惠子 ,山田玲子 :音声加:I:技術を用いた第二言語音
リ スニング教材の作成とその評価 ;関西心理学会第 1 1 0回

大会発表論文集(98 . 1 2 )

85. 高田智子 .久保理恵子 ,山田玲子 :第二言語学習者に対す

る音搬リスニング訓練 ;関西心理学会第 1 1 0回大会発表論

文集(98 . 1 2 )

86. 機野勝宣 . 赤松茂 : 差分べ ク ト ル を用いた顔の表情 3 次元

構造の生成 ; 第 4 回知能情報 メデ ィ ア シ ン ポ ジ ウ ム論文集

(98.12)

87. 和久本雅彦 ( A T R 人間 /昭和大 ) : 圧力感応型パラ ト グ ラ フ

ィ ー を用いた構音時の舌口: 装接 f1 l 圧の観測一有声子音と
無声子音の比較;第18回昭和歯学会例会(9 8 . 1 2 )

88. 春野雅彦 ,白井論 ( N T T ) , 大山芳史 ( N T T ) : 決定木を用いた

日本語係受け解析;電子情報処理学会論文誌, vo1.39,No.12
(98.12)

89. 河原  英紀(和歌山大/ATR人間/CREST) ,  片寄  暗弘(和歌山

大 / イ メ ー ジ情報研) , R o y  D.Pa t t e r s on (Un i v .Camb r i d ge ) ,,

Alain de  Cheveigne(CNRS): l1舜時周波数を用いた基本周波数
の高精度の抽出にっいて ;  日本音響学会聴覚研究会資料 ,,

H-98-1 1 6 , ( 9 8 . 9 ) /日本音響学会音楽音響研究会資料,MA -
98-42 (98 .12 )

90. Mitsuo  Kawa to :Compu t a t i o n a lTheo r y  o f  Communicat ion

Based on Multiple Paired Forward- Inverse Mod e l s . ;平成9年
度科学技術振興調整費目標達成型月l11科学研究推進制度

「ヒ ト を 含 む'聽 i長類のコミュニケー シ ョンの研究」 公開シ
ン ポ ジ ウ ム  「 コ ミ ュ ニケー ションの月li1科学」 (98.12)

91 .  Ke i k i  T a k a d am a  ( A T R 人間 / U n i v .  T o k y o ) ,  Ko i c h i r o

Ha j i r i (ATR-MIC/R i t s ume i k a n  Un i v . ) , T a t s u y a  N om u r a ,

Katsunor i  S h i m o h a r a , S h i n i c h i  N a k a s u k a ( U n i v . T o k y o ) :

G r amm a t i c a l L e a r n i n g  M o d e l f o r  Adap t i v e  Co11ective

Behaviors in Multiple Robots . ;G.Paun and A.Sa1omaa(eds . ) ,,

G r amm a t i c a lM o d e l s  o f  Mu l t i -Agent  Sy s t ems ,Top i c s  i n
Computer Mathemat ics:8(99.1)

92.  Keik i  Ta k a d am a (ATR人間/Un i v . T o k y o ) , K o i c h i r o  Hajir i

( A T R -MIC/Ritsumeikan Un i v . ) , T a t s u y a  N om u r a , M i c h i o
〇 k a d a ( A T R -M I C ) , S h i n i c h i  N a k a s u k a ( U n i v . T o k y o ) ,,
Katsunori Shimohara:Learning Mod e l f o r  Adaptive Behaviors

as an 〇rganized Group o f  Swa rm  Robots.; Int. J .Ar t i f i c i a lL i f e
and Robotics,Vo1.2,No.3(99.1 )

93 .  Hu g o  D e  G a r i s , F e l i x  G e r s ( I D S I A ) , M i c h a e l K o r k i n

(Genobyte),Arvin Agah (Un i v .Kanzas ) ,Norbe r to  Eiji Nawa :
CAM-Brain ATR's Bi11ion Neuron Arti f ic ia lBrain Pro jec t :A

Three-Year  Progress Report.; J . A r t i f i c i a l L i f e & R o b o t i c s ,
Vo1.2 ,No.2 (99 .1 )

94.  R.Cabeza(Tronto Univ. ) ,V ick i  Bruce(Univ.St ir l ing),Takashi

Kato,Masaomi  〇da:The Prototype Effect i n  Face Recognition:

Mechanisms for Extension and L im l t s . ;Momory&Cogn i t i o n
1 9 9 9 , 2 7 ( 1 ) ( 9 9 . 1 )

95.  Sachio Nakam izo (Fu kuo k a  Un iv .Educa t i on ) ,H i ro sh i  〇no,

Hi roya su  U j i k e ( N a t i o n a l I n s t . B i o s c i . H u m a n -Te c h . ) :
Sub j e c t i v e  S t a i r c a s e : A  Mu l t i p l e  Wa1lpaper111us ion . ;

Perception&Psychophysics,Vo1.61,No.1(99.1)

96.  M i c h a e lH o u g h ( S t a n f o r d  Un i v . ) , H u g o  De  Gar i s ,M ichae1

Kork in (Genobyte ) ,Fe l ix  Gers ( IDS IA ) ,No rbe r t o  Eij i  Nawa :

Spiker Analog Waveform to DigitalSpiketrain Conversion in
ATR's Ar t l f i c i a l B r a i n ( "CAM-Bra in" )Pro ject . ;Proc.4th  Int.
Symposium on Art i f ic ia lL i fe  and Robot ics (AR〇B'99) ,Vo1.2
(99.1)

97.  Hugo  D e  G a r i s , M i c h a e l K o r k i n ( G e n o b y t e ) , F e l i x  Gers

( IDSIA) ,Norberto Eiji Nawa,Michae lHough(Stan fo rd  Univ. ) :
ATR's Ar t i f i c a i l B r a i n (CAM-Brain')Project
A Samp l e  o f  Wha t  I n d i v i d u a l "CoD i -1 B i t ' M o d e l E v o l v e d
N e u r a l N e t  Modu les  Can d o . ; P r o c . 4 t h  I n t . S ympos i um  on
Arti f ic ia lLi fe and Robotics(AR〇B'99),Vo1.2(99.1)

98 .  Tetsuya Maeshiro:Prediction of Deviant Genetic Codes-Why

They Evolve-. ; P r o c . 4 t h  In t .Sympos ium on Art i f ic ia lL i fe  and
Robotics(AR〇B'99),Vo1.1(99.1)

99.  Ke ik i  Takadama ,Takao  Te r ano (Un i v .T sukuba ) ,Ka t s uno r i

Sh imoha r a  Ko i ch i  Ho r i ( U n i v . T o k y o ) , S h i n i c h i  Nakasuka

( U n i v . T o k y o ) : T ow a r d  Emergent Inte11igence i n  Multiagent

Learnig. ; P r o c . 4 t h  I n t . S ympo s i um  on  A r t i f i c i a l L i f e  and
Robot ics (AR〇B'99) ,Vo1.2 (99.1 )

100. Thomas  S . R a y , Joseph Har t :Evo l u t i o n  o f  Dif ferent iated

Mult ithreaded Digita1〇rganisms.;Proc.4th Int .Sympos ium on
Arti f ic ia lLi fe and Robot ics(AR〇B'99) ,Vo1.1(99.1)

101.  郷田直一 : 色彩の続計的情報に基づ く領域弁別 ; v is ion,
Vo1.11,No.1(99.1 )

102. Nor i ko  Yamag i s h i , S t e phen  J . A n d e r s o n ( U n i v . L o n d o n ) :

Effects of  Visua lAttent ion  on Localization in Space and i n
T ime . ;V i s i on ,Vo1 .1 i ,No .1 (99 .1 )

103. P h i l i p  G r o v e , H i r o h i k o  K a n e k o :C o r r e s p o n d i n g  Po ints
Measured in the CentralBinocuIar Fie ld . ;Vis ion,Vo1.11,No.1

(99.1)
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104.  E l a i n e  L a m , H i r o h i k o  K a n e k o , N o b u a k i  U w a : S u b j e c t i v e

Measu r emen t t o f  Cyc1overgence Wh e n  Re s p o n d i n g  to

Ro t a t i o n a l D i s p a r i t y  a n d 1[ ts V e r t i c a l a n d  Hor izonta1

Components. ;Vis ion,Vol.11,No.1(99.1)

105. 福永克己 (奈良先端大 ) ,金子寛彦 :両眼視差情報と速近法

情報の統合過程の時間特性; v ision, vo1.11,No.1(99.1)
106. 金子寛彦 :追跡眼球連動中における視差検出と空間定位

のための座標系; vision,Vo1.11 ,No . 1 ( 9 9 . 1 )
107. 川人光男 : 人 間 は ど こ ま で ロ ボ ッ ト に な っ た か ; 岩 波 「科
学」 卷頭言, vo1.69,No.1(99.1)

108. 下原勝慧 ( N T T / A T R 人間 ) : 近未来のロボ ッ ト 像 ; 共生す

る / 進 化す る ロ ボ ッ ト 展 カ タ ロ グ ( 9 9 . 1 )

109. 木下敬介,Michae lL i ndenbaum (Techn i on , I s r a e l ) :幾何学的

A Icによるカ メ ラモデル選択 ; 情報処理学会C V I M研究会
( コ ン ピ ュ 一 夕 ビ ジ ョ ン イ メ ー ジ メ デ ィ ア )  , 1 1 4-8 (99 .1 )

110. 駒 木 亮 : こ の 人 に 聞 く  馬塚れい子氏 ;心理学ワ ー ル ド

Vol .4 (99 .1 )

111. 斎藤浩人 (昭和大 ) , 鈴木規子 (昭和大 ) , 田辺雄一 (昭和大 ) ,,

鈴木学 (昭和大 ) , 歌門美枝 (昭和大 ) , 道健一 (昭和大 ) , 和久

本雅彦 ,高橋俊行 (昭和大病院 ) : M R I 法を応用した発音時

の口腔形態の観察一商一、 口底切除 l11E例 にっい て一; 第 1 7
回日本口腔睡:場学会総会(99 . 1 )

112.  西谷美和 (京都大 ) , 吉川左紀子 (京都大 / A T R人間 ) , 赤松

茂 : 平 均顔の特徴 を探 る : 特 異性 ・ 魅 力 ・ 記憶の観点か

ら;電子情報通信学会技術研究報告,HCS98-42 ( 99 . 1 )
113. 郷田直一 (京都大/A T R人間 ) :色彩の統計分布に対する視

覚感度;電子情報通信学会技術研究報告,H IP9 8-41 (99 . 1 )
114. Rob e r t o  C a b e z a ( A T R人間 / U n i v . A l b e r t a ) : F u n c t i o n a 1

Neuroimaging of  Episodic Memory Retrieva1.;電子情報通信
学会技術研究報告,HIP98-4 5 ( 9 9 . 1 )

115.  磯野月券宣,赤松茂 : 2收の無校正顔画像と差分べク トルを

用いた顔の表情3次元構造の生成;  電子情報通信学会技術

研究報告, P RMU 9 8-199 ( 99 . 1 )
116.  Martin Tonko,Ke isuke Kinoshita:Metric Reconstruction with

an  uncalibrated Came r a . ;電子情報通信学会技術研究報告,,
PRMU98-205(99 .1 )

117. 入野俊央 , R o y  D.Patterson(Univ.Cambridge),:1f整1覚経路に
おける メ リ ン変換の計算 ; 日本音響学会聴覚研究会資料 ,,

H-99-5 ( 99 . 1 )
118. Mitsuo Kawato:Mult ip le  In tema lMode ls  in the Cerebe11urn for

Motor Contro land Cognition.;4th Hamamatsu Int. Sympo . on

B i o 1 o g y :C omp u t a t i o n a l B i o l o g y : A n a l y s i s  o f  Comp l e x

Bio1ogicalProcesses(99.2)
119. Frans A .  J. Verst ra ten (Un iv .Utrecht/ATR人間),Maar ten  J .

Van  Der Sm a g t ( U n i v . U t r e c h t ) , R . E r i c  Freder icksen(Univ.
Utrecht/Univ.o f  Ca l i f o r n i a ) ,W im  A . V a n  D e  G r i n d ( U n i v .

Utrecht):Integration After Adaptation to Transparent Motion:

Static and Dynamic Test Patterns Result i n  Different Aftereffect
directions.;Vision Research,Vo1.39,No.4(99.2)

120. 吉田和子 (奈良先端大 ) ,石井信 (奈良先端大 ) ,佐藤雅昭 :正

規 化 ガ ウ ス 関 数 ネ ッ ト ワ ー ク と E M ア ル ゴ リ ズ ム に よ る

カ オス力学系再構成 ;  電子情報処理学会研究技術報告 ,,

NC98-82(99.2 )
121. 石井信 ( 奈 良 先 端 大 ) , 佐 藤 雅 昭 : オ ン ラ イ ン E M ア ル ゴ リ

ズムを用いた強化学習法 ;  電子情報処理学会研究技術報

告,NC9 8-83 (99 .2 )
122. 羽尻公一郎 : さ いば ぁ連歌会 : 旬 を詠み批評す る空間の

創造 ;日本認知科学会分科会文学と認知 ・ コンピュ 一 夕
研究会(99 . 2 )

123. Re i k o  Akahane-Yamada Towa rd  Further Understanding o f

Second Language Speech Le a r n i n g ;An  Approach Uti l izing

Speech Techno1ogy. ; 1 37 t h  Meeting o f  The AcousticalSociety

o f  America(99.3)

124. Masahiko Wakumoto ,Sh inobu  Masaki ,Kiyoshi  Honda, Naoki
K u s a k a w a ( A T R国際 ) , T o s h i k a z u  〇hue (N i t t a  C o . L t d . ) :

I n t eg r a t i on  o f  3 - D i m e n s i o n a l a n d  Pre s su re  S en s i t i v e

Palatography for Speech Production Study. ; 1 3 7 t h  Meeting of
The AcousticalSociety o f  Amer ica (99.3 )

125. J i a n w u  Da n g , K i y o s h i  Hon d a : S p e e c h  Synthes i s  o f  V C V

Sequence Using a Physio1ogicalArticulatory Mode1. ;137th
Meeting of  The AcousticalSociety o f  Amer ica (99.3 )

126. Chao-M i n  Wu ,  J i angwu  Dang,K iyosh i  Ho n d a : A  Design o f
LaryngealStructures for a PhysiologicalArticulatory Mode1.;

137th Meeting of  The AcousticalSociety o f  Amer ica(99.3)

127. Sh inobu  Ma s a k i , M a r k  T i ede ,K i yo sh i  Honda (Takanoha r a

Ch u o  Hosp i t a 1 ) , Y a s u h i r o  S h i m a d a ( T a k a n o h a r a  C huo

Hospital ) , Ichiro Fuj imoto(Takanohara Chuo Hospita1),Yuj i

Nakamura(Takanohara Chuo Hospita1):Dynamic M R  Imaging

of LaryngealMovement in Production of Voiced and Voiceless

Stops. ;2nd I n t .Con f . on Voice Physio1ogy and Biomechanics
( ICVPS) (99 .3 )

128. Tosh i o  I r i n o : N o i s e  Suppress ion Using a T im e -Vary i ng ,,
Analys is/Synthes is  Gammachirp F i l t e r b a n k . ; I n t .Con f . o n

Acoustic,Speech and SignalProcess ing( ICASSP99)(99.3)

129. Eric Woudenberg,Frank K.Soong (Be11Lab .-Lucent Tech . ) ,B .
H J u a n g (B e 11Lab .-Lucent T e c h . ) : A  B1ock Least Squares
Approach to Acous t i c  E c h o  C a n c e l l a t i o n . ; I n t . C o n f . o n

Acoustic,Speech and SignalProcess ing( ICASSP99)(99.3)

130. Hidaharu N a k a j i m a ( ATR音声) ,M a s a h i k o  Haruno ,Ha j ime
T s u k a d a ( A T R音声 ) :M i s t a k e -Dr iven Mixture  Method  f o r
Language Mode l i ng  for Speech Re c o g n i t i o n . ; I n t . C o n f . o n

Acoustic,Speech and SignalProcess lng( ICASSP99)(99.3)
131. Masah iko  Wak um o t o ( ATR人間/S h o w a  Univ . ) and  Sh inobu
Ma s a k i :  T h r e e -D imen s i o n a1  V i su a l i z a t i o n  o f
ElectropaIatographic Data.; J . A c o u s t . S o c .  J p n . ( E ) , V o 1.20,,
No.2 (99 .3 )

132. Tatsuya Nomura:Appl icat ions of Evolutionary Algorithms to

Co n t r o l a n d  D e s i g n . ; L . C .  J a i n  a n d  C . W . d e  S i l v a ( E d . ) ,,

Inte1ligent Adaptive Contro1,IndustrialApplications(99.3)

133. TomoeTamada(ERAT〇),Satosh i  Miyauchi(Kansai Advanced
Re s. Cente r ) ,H i rosh i  Im am i z u (ERAT〇) ,To s h i n o r i  Yosh ioka

( E RAT〇 ) ,M i t s u o  Kaw a t o ( E RAT〇/ATR人間) :C e r e b r o -

Cerbe1lar FunctionalConnectivity Revealed by the Laterality

1ndex i n  Too1-Use  Learning . ; N e u r o  Repo r t ,Vo1 . 10 ,No . 25
(99.3)

134. Er ic  Vatik iot is-Bate son :Aud i o-V i s u a l S p e e ch  Produciton:
Some  Issues for Recogn i t ion . ;日本音響学会1999年券季研究
発表会講演論文集, 2- 1 -14 ( 99 . 3 )

135. 山口真美(中央大) ,尾田政臣(ATR人間/立命館大) , 小 川 徳

子 ( 立命館大 ) , 赤松茂 : PcA を用いた表情合成に対する心
理 評 価 ; 電 子 情 報 通 信 学 会 ヒ ュ ー マン情報処理研究会

(99.3 )

136. 山本光權 l ( A T R人間/長岡技科大 ) ,磯野勝宣 ,赤松茂 :造伝

的アルゴ リズムを用いた顔表情生成システム ;電子情報通

信学会 ヒ ューマン情報処理研究会(99 . 3 )

137. 石本111 1康雄 (豊橋技科大 ) ,張 1 1 l1' (:111i橋 技 科 大 ) , 大 塚 作 一
( N TT ) ,金子 ,1 ,彦 ,自井史期(豊橋技科大) :ステレオ表示に

おける画枠ひずみと幅機限球連動 ;  電子情報通信学会技術

研究報告,NC98-167 (99 .3 )
138. 田端宏充 (奈良先端大 / A T R人間 ) , 山本 1.1i司(ATR人間/新
潟大 ) , 川人光男 : 片葉仮説に基づ くサル voR 適 応 の シ ミ
ユレー ション : L i s b e r g e rモデル批判;電子情報通信学会技
術研究報告,NC98-192(99.3)

139. 岡 田  真 人 ( E R A T 〇 ) , 鋼 谷  賢 治 ( E R A T 〇 ) , 吉 岡  利 福

( ERAT〇) ,川人光男(ERAT〇/ATR人間) :位相を隠れ変数と

して持つ領域ペー ス結合M R Fモデル ;  電子情報通信学会

技術研究報告,NC98-184 ( 99.3 )
140. 宮島千代美 (名古屋工業大 / A T R人間 ) , 渡辺秀行 ,徳田恵

-( 名古屋工業大 ) ,北村正 (名古屋工業大 ) ,片桐滋 :識別的
特徴抽出に基づ く話者認識一 2次オ ー ルパス関数に基づ

く メ ル ケ プ ス ト ラ ム 特 徴 の 最 適 化一; 日本音響学会1 9 9 9

年春季研究発表会講、1黄論文集, 1 -1 -18 (99 .3 )
141. 駒木亮 ,山田玲子 , Y o u n g o n  Cho i (Duke  Univ.):米語/r/,/l/音
知覚の母語別比較一韓国語話者と日本語話者にっい て の
多面的検討一 ;日本音響学会1 9 9 9年春季研究発表会講演

論文集, 1 -2-11 ( 99 . 3 )
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142. 高野佐代子 ( A T R 人間 / 金沢工業大 ) , 津 崎実 ( A T R 人間

/cR EsT ) ,加藤宏明(ATR人間/神戸大) :  時間変形を施した
発話の視聴覚刺激に対する知覚的弁別一単 一モ ダ リ テ ィ

ーの場合一 ; 日本音響学会1 9 9 9年春季研究発表会講演論

文集 , 1-2-12 ( 99 . 3 )
143. 高野佐代子 ( A T R 人 間 / 金沢工業大 ) , 津 崎実 ( A T R 人 間

/cR EsT ) ,加藤宏明 ( A T R人間/神戸大 ) :時間変形を施した
発話の視聴覚刺激に対する知覚的弁別一複数モダ リテ ィ

ーの場合一, 日本音響学会1 9 9 9年春季研究発表会講演論
文集, 1 -2-13 (99 .3 )

144. Akiko M . C a 1 1 a n ( A T R人間/ウィスコンシン大 ) ,伝優子 (京

都大 ) ,  正木 信夫:  文字刺激と音声刺激の母音発話への影
響 ;日本音響学会1 9 9 9年春季研究発表会講演論文集 , 1 -2-
14 (99 .3 )

145. 入野俊夫,R o y  D.Patterson(U1-ti v .Cambr idge ) :生理学的制約
を考慮に入れたガンマチャープの係数決定; 日本音響学会

1999年春季研究発表会講演論文集,1-2-2 ( 9 9 . 3 )

146. 入野俊夫 , R o y  D. Pa t t e r s on :聴覚経路における音源の大き
さの正規化にっいて ;  日本音響学会19 9 9年春季研究発表

会講演論文集,1 -2-3 (99 .3 )
147. 河原英紀(和歌山大/cR EsT / A T R人間 ) ,片寄晴弘 (和歌山
大/イメ ー ジ情報研) , R o y  D.Patterson(ATR人間/Cambridge

Un i v . ) ,A l a i n  d e  Cheve igne (CNRS) :周波数一瞬時周波数の
安定平衡点の性質に基づく音源情報の抽出;  日本音響学会

1999年春季研究発表会議準演論文集,1 -2-4 ( 9 9 . 3 )
148. 阿竹義徳 (奈良先端大/A T R人間 ) ,入野俊夫 .河原英紀 (和

歌山大/ATR人間/CREST) :  STRA IGHTの基本周波数抽出

に対する帯域幅方程式の適用;  日本音響学会1 9 9 9年春季

研究発表会講演論文集,1-3-10(99 .3 )
149. 片桐滋 :音声言語獲得研究の成果に基づく英語学習教材 ;

目本音響学会誌5 5巻3号 ( 9 9 . 3 )

ATR環境適応通信研究所

1. 本多村陽(甲南大),Pab1o V a c c a r o ,梅津郁郎(甲南大) ,原那彦

( 甲南大 ) : I n -Plane Electron ic  Coupl ing  i n  Se l f -organized
Quantum Dot EnsembIe;23rd IntemationalConference on  the

Physics of  Semiconductors(98.7)
2. 藤田和久 ,大西一 , P a b 1 o  Vaccaro :Low DimensionalCarrier

Con f i n emen t  Structure  G r o w n  on  Patterned GaA s ( 1 1 1 ) A

Substrates  by Mo l e c u l a r  B e am  Ep i t a x y ;M i c r oe l e c t r on i c
Engineering(98.9)

3 .  Pab lo  V a c c a r o , 大西一 , 藤田和 ク、、:Latera1-junction L igh t
Emitting Devices Grown  by M B E  on GaA s ( 3 1 1 ) A -oriented
Substrates;Materials Sc i ence&Eng inee r i ng  B ( 9 8 . 9 )

4 .  原 田 良 雄 :  ソ フ ト ゥ ェ ア の 自 律 的 ・ 適 応 的 な 反 応 を め さ °

して ; A T R自律適応システムワー クシ ョ ツプ ( 9 8 . 9 )

5 .  松田潤 : 発達適応システム , A T R 自律適応システム ワー ク

シ ョ ップ ( 9 8 . 9 )

6 .  Peter Davis:Phys ics o f  Autonomous and Adaptive Behavior;
A T R自律通応システムワー ク シ ョ ツ プ ( 9 8 . 9 )

7 .  井桁和浩 : 量 子 コ ン ピ ュ 一 夕  その歴史と意味 ;数理科学

424 (98 .10 )

8 .  器基 雲:Appl icat ions ofChaos i n  Lasers ;1998ATR Workshop
on Laser Chaos(98.10)

9.  原山卓久 :N o n l i n e a r  Whisper ing Ga11ery M o d e s ( W GM ) ;

1 9 9 8ATR  Workshop on Laser Chaos(98.10)

10. 田 野 哲 , 服 部 武 ( 上 智 大 ) : S e m i -emp i r i c a l P e r f o rm a n c e
E s t i m a t i o n  o f  Ad a p t i v e  Ar r ay s  a n d  Dec i s i o n  Feedb a c k

Equalizers in Micro-ce11ular Systems;InternationalConference
on Universa lPersonalCommunicat ions( ICUPC98)(98.10)

11. 秋 山  智 浩 , 稲 垣 基「三 : S e c o n d -〇rder  I n t e rm o d u l a t i o n
Distortion i n  Heterodyne Detection Fiber-〇ptic Mi11imeter-
Wave  L inks ;European  Mi c r ow a v e  Con f e r e n c e ( E uMC98 )

(98.10)

12. 新上和正 , 下 川 信 祐 , 井 桁 和 浩 : 高 校 生 の イ ン 夕 一 ネ ッ ト

利用状況調査;情報処理学会第57回全国大会(98 . 1 0 )

13. 小管昌克 , 山崎達也 , 荻野長生 , 松田潤 : 適応型情報通信

ア プ リ ケー シ ョンのQ osマ ネー ジ メ ン ト 方 式 ; 情 報処理学
会第57回全国大会(9 8 . 1 0 )

14. C .V i 1 1 a r ( E T S I -U P M ) , A . S a n z -He r v a s ( ETS I-U P M ) , M .
A g u i l a r ( E T S I-U PM ) , P a b 1 o  V a c c a r o , 藤田和久 : H i g h -
resoIution X-ray Diffraction Study o f  AIAs/AlxGa1-xAs/GaAs
Quantum We11Structures Grown by M B E  o n ( 1 1 n ) A  GaAs ;3 rd

I n te rna t iona lWorkshop  on  N o v e l I n d e x  Su r f a c e s (N I S ' 9 8 )
(98.10)

15. Pab1o Vaccaro:Latera1-junction Devices Grown  by M B E  on
GaAs ( n 1 1 )A  Patterned Substrates;3rd InternationalWorkshop
on  Nove l I ndex  Sur faces (NIS'98) (98.10 )

16. J. M . F e n g (同志社大) ,建内満(同志社大) ,浅井和宏(同志社

大) ,上荷幹彦(同志社大) ,P ab1o  Va c c a r o ,藤田和久,大鉢忠

( 同志社大 ) : 〇p t i c a l T r a n s i t i o n s  o f  GaAs/A1o. 3 5Gao. 6、5A s

Asymmetric Double Quantum We11s Grown on GaA s ( n 1 1 ) A

S u b s t r a t e s ; 3 r d  I n t e r n a t i o n a lWork shop  on  N o v e l I n d e x
Surfaces(NIS'98)(98.10)

17. Pab1o V a c c a r o ,小泉和久 (同志社大) ,藤田和久 ,建内満 (同

志 社 大 ) , 大 111本忠 (同志社大 ) : AIA s  〇xidat ion Process i n
GaAs/AIGaAs/AIA s  Heterostructures Grown by M B E  on GaAs

( n 1 l ) A  Substrates;3rd InternationalWorkshop on Nove l I ndex
Su r f a cc s (N IS '98 ) ( 9S .10 )

18. 大鉢忠(同志社大) ,  J . M . F e n g (同志社大 ) ,浅井和宏 (同志社

大 ) , 上 荷 幹 彦 ( 同 志 社 大 ) , 建 内 満 ( 同 志 社 大 ) , P a b 1 o

Va c c a r o ,藤田和久:A r s e n i c  Vapor Pressure Dependence o f

Surface Morpho1ogy and Sil icon Doping i n  Molecular Beam

E p i t a x i a l G r o w n  G a A s ( n 1 1 ) A ( n-1 -4 ) S u b s t r a t e s ; 3 r d
1nterna t i o n a lWork shop  on  No v e l I n d e x  Su r f a c e s (N I S ' 9 8 )

(98.10)

19. 相沢洋二 (早稲田大 ) , 原山卓久 : カオスを視る一予測不可

能な世界への方一1産一;別 ・冊数理科学  「現代の数理物理 」
(98.10)

20 .  井桁和浩:In fo rmat ion  Theory o f  Quantum Computation;量子
コンピュ一夕研究会公開講演会(9 8 . 1 0 )

21 .  極田和正,片岡明(i整i橋技科大):Lock-free AntNets and their
Adaptability Evaluations;First IntemationalWorkshop on  Ant

Co1ony 〇ptimizat ion(ANTS'98)(98.10)
22.  下川信祐 , 新 上和正 , 井 桁和浩 : 高 校生  (主に女子)  と コ
ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ツー ル ー イ ン 夕 一 ネ ッ ト 利 用 と ァ ン ケ

ー ト調査一 ;日本オぺレー シ ョ ン ズ リ サーチ学会、平成 1 0

年度秋季研究発表会(98 . 10 )
23 .  荻野長生:C o n n e c t i o n  Es tab l i s hmen t  P r o t o c o lB a s e d  on

Mu t u a l S e l e c t i o n  by Users and  Ne tw o r k  Prov i d e r s ;F i r s t
Internat ionalConference on  In format ion and Computationa1

Economies( ICE-98 ) (98 .10 )
24 .  原田良雄 : 生体の免疫システムに基づいた自己 ・ 非 自 己

認識と相互作用の一検討;電子情報通信学会、  コ ンカレン

ト工学研究会(98 . 1 0 )

25. 種田和正 :最適ルーチン グ政策 とは何か ? ; A T R ジ ャ ーナ

ル(98.11 )

26.  山l11奇達也 , 中岡謙 , 松田潤 : マ ルチ メデ ィ ア移動通信にお

ける動的Qosマネジ メン ト ; 電気関係学会関西支部連合大
会(98 .11 )

27.  原山車久 : Q u a n t u m  B i11 i a r d s : Sem i c l a s s i c a lTheo r y  f o r

Quantization o f  Chaos and Las ing;Pr igog ine Conference -
Possibility and Perspective o f  Research Activities toward21st

Century-(98.11)
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28.  川 合 言 成 , 野 崎 正 .典 , 行 田  1要 /、一 : A  Wi r e l e s s  A d -Hoc
Comm u n i t y  N e t w o r k  w i t h  Re c o n f i g u r a b l e  Topo l o g y
Architecture;GL〇BEC〇M'98(98.11)

29. 山山奇達也:A Robust Clustering Technique for Multi-spectra1

Sate11ite Im a g e s ; 1 9 98 I n t e r n a t i o n a l S ympo s i um  on  No ise

Reduction for Imaging and Communication Sy s t ems ( I SNIC-
98 ) ( 98 . 11 )

30 .  Peter D a v i s : 複雑系と通信 : 高次元光カオス とその応用 ;

K AsT教育講座  「 ヵオス工学を中心とした複雑系の科学と
技術」 (98.11)

31 .  平田和貴 , 山 田 順 一 , 新 上 和 正 : 高 次 元 ア ル ゴ リ ズ ム に よ

る J P E G量子化テー ブルの最適化 ;電子情報通信学会、  画

像工学研究会(98 . 1 1 )

32 .  小管昌克 : 民 間研究所 リ ポー ト - A T R の 紹 介 一 ; 第 1 5 期

京都産業技術教育研究会(98 . 1 1 )

33.  1111'本和彦 (東海大 ) , 梅村英昭 (東海大 ) , 平田和 ,,・, , 山 田 順-, 新上和正 :医療用超書波画像のための  J P E G量子化テ
ー ブルの最適化に対する高次元アルゴリズムの応用 : 1 9 9 8

年超音波の基礎と応用に関するシンポジウム ( 9 8 . 1 1 )

34.  井上隆 , 唐 沢好男 ( K D D ) : 最 大比合成に よ る フ ェ 一 ジ ン グ
111l1圧性能の解析法 一共分散行列の間有値に等しぃ値を含
む場合一 ; 電子情報通信学会、  無線通信システム研究会

(98.11)

35.  大 谷 直 殻 , 江 上 .典文 , 細 田 誠 ( 元 A T R 光 電 渡 研 ) , H . T .

Grahn (PD1 ) ,K .H.P1oog (PDI ) ,L .L .Bon i11a (Un i v . Car1os III

d e  Ma d r i d ) :弱結合半導体超格子における光電流連続発振

の キ ャ リ ア 密 度 お よ び 温 度 依 存 性 ; 光 物 性 研 究 会 ' 9 8

(98.11)

36.  堂本千秋 , 大谷直数,Pab1o Vac、caro:GaAs/A IAs超格子構造

における障整層中の x最 子 1月戸を用いる高次サブバン  ド

へのキャリア注入;光物性;研究会'98 ( 9 8 . 1 1 )

37.  黒 柳 和 良, 大谷直l設,江上典文,1空1'永浩司 (元 A T R光電渡

研 ) ,  中1 l I正昭 (大市大) : G aA s / l n AIAs1気i 超格子における I、 一

x輪送過程;光物性研究会'9 8 ( 9 8 . 1 1 )
38. 1書沢好男 ( K D D ) , 井上降 ,利 1谷幸宏 ( K D D ) , 田野哲 : ソフ

ト ゥ ェ ア ア ン テ ナ [ I I ] 一電渡環境認識と適応信号処理ア

ル コ リ ズ ム ー ;電子情報通信学会、  無線通信システム研究

会(98 . 11 )
39. Pab1o Vacca r o ,大西一,藤田和久:L a t e r a I -junction Vertic、a1-
cavity Sur face-emitt ing Laser Grown  by Molecu lar  Be am

Epitaxy on a Patterned GaAs (311 )A  Substrate;1lth Meeting of

IEEE Laser and Electro-〇ptic、s Society(LE〇S'98)(98.12)
4o. 梅澤良夫(東京理科大) ,果澤守久(東京理科大) ,岩木 ;月1彦
(東京理科大) ,山 111 ,r 俊率111(東京理科大) ,稲垣 11111三 ,赤池正已
(東京理科大):Frequency  Converters Using an muminated
PIN-PD;1998As i a-Pac i f i c  Microwave Con f e r ence (APMC)

(98.12)

41 .  稲垣11iE1 ,水口芳彦 :〇 p t i c a l S i g n a l P r o c e s s i n g  B e a m
Forming  Ne two r k  f o r  Steerable Mu l t i b e am  An t e n n a ; 1 9 9 8
Asia-Paciiic Microwave Conference (APMC)(98.12 )

42. 小 管 呂 克 : マ ル チェー ジェ、 ン ト に よ る 適 応的 Q os制御方
式 ; 第 7 回 マルチ ェー ジ ェ ン ト と 協 調計算 ワー ク シ ョ ッ プ

(98.12)

43 .  坂田成司 , P a b l o  V a c c a r o ,山岡真治(甲南大) ,梅津有1;郎(甲
南大 ) ,杉村陽 (甲商大 ) : S e l e c t i v e  〇xidation o f  Vanad i um

Thin F i lm  Surfaces Using an Atomic Force Microscope;1998

Conference on  〇ptoelectronic and Microelectronic Materials
and Dev ices (C〇MMAD'98) (98 .12 )

4 4. 堂 本 千 秋 , 大谷直毅 , P a b 1 o  Vaccaro :P1,otoluminescence
f r om Higher-subbands o f  a GaAs/AIA s  Super latt ice;1998

Conference on 〇ptoelectronic and Microelectronic Materials

and Dev ices (C〇MMAD'98) (98 .12 )

45. Pab1o V a c c a r o , 坂田成司 ,山岡真治 (甲南大 ) ,梅津都郎 (甲

南大) , f'多村陽(甲南大) : N a n o -〇xidation o f  Vanad ium Th i n
Fi lms using Atomic Force Microscopy; Journa1o f  Materials
Science Letters(98.12)
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46 .  小澤来生(同志社大) , P a b 1 o  va c c a r o , 藤田和久 ,大鉢患 (同
志社大):L i g h t  Emitting Diode Using Latera lp-n Junction of

( l 1 1 ) A  a n d ( 3 1 1 ) A  GaAs-AIGaAs  Mu l t i  Quantum We 1 l o n
Patterned Substrates by MBE ; 1 9 9 8 I n t e r n a t i o n a l E l e c t r o n
Devices and Materials Sympos ium(1EDMS'98) (98 .12 )

47.  小宮I l 1牧児, 1111l垣 1i f _, 水 口 力 11111 : A T Rにおける光信号処
理アレーアンテナの研究開発 ;東北大学電気通信研究所 l l11
同 プ ロ ジ ェ ク ト f 11f究 「 ミ リ 渡 サ ブ ミ リ 渡 計 測 シ ス テ ム の
開発」 研究会(98 . 1 2 )

48. 小管 lli'l克,11.l 1 l11 達-也, i実野長生 .松田潤 :マルチェー ジェ
ン ト に よ る適応的 Q os制御方式 ; 第 6 回 ネ ッ ト ヮ ー ク ソ フ
ト ゥェア研究会 ( 9 9 . 1 )

49 .  小宮1L1生文見:ATRにおける適応通信研究の現状;第4回マ

イ ク ロ 渡 フ -i- トニクス研究会 ( 9 9 . 1 )
50.  下 川 信i右 , 新上和正 , 倉持裕 : 高校生  (主に女子)  の コ ミ
ユニケー シ ョ ン ツー ル利用 イ メ ー ジ ー ア ン ケー ト調査分

析一 ; 情 報 通 信 ネ ッ ト ヮ ー クの新しぃ性能評価法シンポジ

ウム ( 9 9 . 1 )

51 .  神谷幸'な, 1i1沢 好 1j11 ( K D D ) : ソ フ ト ウ ェ ア ア ン テ ナ l I 川 一
直交ビー ムの形成に適応性を持たせたビー ム ス ぺー ス ア

ダ プ テ ィ ブ ア レ ー 一 ; ,ili子情報通信学会、  ア ン テ ナ - 伝播
研究会(9 9. l )

5 2. 平 田 和 資 , 山 田 順 一 、新上和正:App l y i n g  the Hamiltonian

Algorithm to 〇ptimize J PEG  Quantization Tables;Photonics

West (E l ec t ron i c  Imag i n g : S c i e n c e  a nd  Techno1ogy EI '99 )
(99.1)

53 .  張 殻 民 , 楊克 1.t( 西安電子科技大 ) , 廣沢好 11li ( K D D ) :多重
渡環境における帯域分割 - 合成型cM A ア ダ プ テ ィ ブ ア レ
一の特性;電子情報通信学会論文識i、B ( 9 9 . 1 )

54. Mauro Lomasco1o(Univ.di  Lecce),Roberto Cingolan i (Univ.d i

Lecce ) ,Pab lo  V a c c a r o ,藤田和久:T i m e  Resolved Magneto-
opticalSpectroscopy on I nGaAs  Nanostructures Grown  on

( 3 1 1 )A  a n d ( 1 0 0 ) -〇riented Substrates ;App l ied  Physics Letters
(99.2)

55 .  田 野 哲 : ;'「1,徳 -J、1、子の? よ り 優 れ た 耳 、  ソ フ ト ゥ J ア ア ン
テ ナ 一次 元 拡 大 F T F ア ル ゴ リ ズ ム ー ; A T R ジ ャ ー ナル

(99.2)

56. 種田和正 ,新上和正 : C h a r a c t e r i s t i c s  o f  Dete rm in i s t i c

〇p t i m a l R o u t i n g  for  a S i m p l e  Tra f f i c  Con t r o l P r o b l em ;

Internat iona lPer fonn a n c e  Comput ing and  Communicat ions
Conference(1PCCC99)(99.2)

57. 楊 克 虎 , 張数民(Vi11anova Univ . ) , 水口方11多':移動通信にお
ける時空間信号処理にっいて :  電子情報通信学会、  ア ン テ

ナ ・ 伝播研究会(9 9 . 2 )

58. 神谷幸宏,廣沢好り1( K D D ) : ソ フ ト ウ ェ ア ア ン テ ナ rIv1 -
時間的にも空 l 1 1 j 的にも広がりを持つて到来するマルチパ

ス波に対するビー ム ス ペー ス 型 ア ダ プ テ ィ ブ ァ レ 一 一 ; 電

子情報通信学会、 ア ン テ ナ ・伝橋研究会 ( 9 9 . 2 )

59.  川合 11成,野出 1等正典 ,行田 ll、一 : A  Reconfigurable Topo1ogy
Scheme  for  a Wireless A d -Hoc Commun ity Ne two r k ; 1 9 9 9
1EEE  M T T -S l n t e rna t i ona1  Topica1 S ymp o s i um  o n
Techno1ogies for Wireless Applications(99.2)

60 .  大谷直殻 : cMos撮像アレー を用いる動体識別システム ;
映像情報 メ デ イ ア学会誌 ( 9 9.2 )

61. 下川信祐 , 新 上和正 , 倉 持裕 : 女 子高生にお け る コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン ツ ー ルの採用行動 一 ア ン ケ ー ト 調査分析一 ;

第 7回複雑系札幌シンポジウム  「複雑系と不定性」 (99.3)
62. 荻 野 長 生 : プ ロ グ ラ マ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク と ソ フ ト ゥ ェ ア ;

電子情報通信学会、  第 7 回 ネ ッ ト ワー ク ソ フ ト ゥ ェ ア 研

究会(99 . 3 )

63. 田野1写 :第 5章 :時間領域における適応信号処理技術 :広

帯 域 ワ イ ヤ レ ス 通 信 の ソ フ ト ウ ェ ア ア ン テ ナ 技 術  ( 1、 リ
ケ ッ プ ス社 )  (99.3)

64. 新上和正 , 下 川 信祐 , 倉 持 裕 : 高 校 生 の イ ン 夕 一 ネ ッ ト 利

用状況報告I I ;情報処理学会第58回金国大会( 9 9 . 3 )



65.  下 川 信 祐 , 新 上 和 正 , Y i n  Fu n g  T a n g ( U n i v . o f  B r i t i s h

Co l umb i a ) :キー ス ト ロー ク ダ イ ナ ミ ク ス の セ ミ オ ロ ジ  -

環境と複雑に絡むシステムのデザイン戦略に向けて一 ; 情

報処理学会第58回全国大会(99 . 3 )

66.  Pab1o Vaccaro:Latera1-junction 〇ptoelectronic Devices;1998
年 度 同 志 社 大 学 ハ イ テ ク ・ リ サーチ ・ セ ン 夕一ナ ノ 構造

ハイブ リ ッ ドデバイ ス物性研究シンポジウム ( 9 9 . 3 )
67.  Kejian Luo ( PD I ) ,H. T .G r a hn ( PD1 ) , S .W .Te i t swo r t h (Duke

Un i v . ) ,大谷直殻:Con t r o11ab l e  Bistabilities and Bifurcation

Processes in an undoped,Photoexcited GaAs/AIAs Superlattice;

American PhysicalSociety Spring Meeting(99.3)

68.  R . S . D e c c a ( U n i v . o f  Ma r y l a n d ) ,  J . H a m p t o n ( U n i v . o f

Ma r y l a n d ) ,  P .  W .  K o l b ( U n i v .  o f  Ma r y l a n d ) ,  K .  L .

Empson (Un i v . o f  Ma r y l a n d ) , H . D . D r e ( U n i v . o f  Maryland),,
Pab1o Vaccaro:Photoluminescence and  Photoluminescence

Excitation o f  Self-assembled I nGaAs  Quantum Dots ;March

Meeting o f  American PhysicalSociety(99.3)
69. 平 田 和 貴 , 山 田 順 一 : 高 次 元 ア ル ゴ リ ズ ム の  J PEG量子化

テーブル最適化への応用; 1999年電子情報通信学会総合大
会(99 . 3 )

70.  倉持裕 , 新 上和正 , 下 川信祐 : 高 次元アル ゴ リ ズ ム の高速

化に関する検討;1 9 9 9年電子情報通信学会総合大会(9 9 . 3 )

71 .  恩田和幸 , 山田順一 , 北川美宏 ( A T R 国際 ) : 高次元アルゴ

リ ズ ム に よ る コ ネ ク シ ョ ン レ ス 綱 の 最 適 設 計 の - 一 検 討 ;

1 9 9 9年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )

72 .  新上和正, 北川美宏 ( A T R国際 ) : A M R の経路選択の検討 ;

1999年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )

73 .  若林一磨 , 種 田 和正 : リ ン ク 故 障 後 の ルー テ ィ ン グ ア ル ゴ

リ ズ ム の振 る舞いに っい て ;  1999年電子情報通信学会総合

大会(9 9 . 3 )

74. 酒 井 靖 夫 , 松 田 潤 : 適 応 的 連 続 メ デ ィ ア 再 生 手 法 の 一提

案;19 9 9年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )
75 .  中岡謙 , 山 由 奇 達 也 . 松 田 潤 : マ ル チ メ デ ィ ア 移 動 通 信 ア プ

リ ケー シ ョ ンにおける誤 り耐性を考慮したQ os調整方式:
1 9 9 9年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )

76.  -キ中谷幸宏', 1書沢好,1ll1l ( K D D ) : 固有べク トルマルチビーム に
基づ く ビー ム ス ぺー ス ア ダ プ テ ィ ブ ア レー: 1 9 9 9年電子情

報通信学会総合大会(9 9 . 3 )

77 .  田 野 哲 : 判 定 帰 選 型 ア ダ プ テ ィ ブ ア レーにおける次元拡

大QN F T Fアルゴリズムの安定化法 ;  1 9 9 9年電子情報通信

学会総合大会( 9 9 . 3 )

78 .  山 崎 達 也 , 松 田 潤 : ス プ ラ イ ン ニ ユー ラ ル ネ ッ ト ワー ク に

よる動的Q osマッピング ; 1 9 9 9年電子情報通信学会総合大
会(99 . 3 )

79.  荻野長生 ,小管昌克 ,山出奇達也 ,松田潤 : マルチェージ ェ
ン ト に よ る 適応的エ ン ド ッーエンドQ os制御モデル;1 9 9 9
年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )

80. 大 野 雄 一 郎 , 川 合 誠 : デ マ ン ド ア サ イ ン C D M A-T DM Aに
おける複数スロッ ト割り当て法の検討 ; 1 9 9 9年電子情報通

信学会総合大会(99 . 3 )

81.  小管昌克 , 山 崎達也 , 荻 野長生 , 松 田潤 : マ ル チ ェー ジェ

ン ト に よ る適応的Q os調整方式;1999年電子情報通信学会
総合大会(99 . 3 )

82. 野崎正典 , 川合誠 : W A C N e t に おけ るネ ッ ト ワー ク分割手

法の性能評価;1999年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )

83. 小楠正大,稲垣恵三,水口芳彦:F a b r y -perot L a s e rを用いた
6 0 G H z ミ リ渡の発生 ; 1 9 9 9年電子情報通信学会総合大会

(99.3)

84.  稲垣恵三 ,秋山智浩 ,水口芳彦 :光信号処理ビー ム形成回

路を用いた K u 帯 フ ェ ーズ ド ァ レーア ン テナの ビー ム 偏 向

実験;199 9年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )

85.  黒澤守久(束京理科大 ) ,稲垣恵三 , P a b 1 o  Vac c a r o ,赤池正

已 ( 東京理科大 ) : 横 型 P N 接合 フ ォ ト ダ イ オ ー ドの高周波

特性;199 9年電子情報通信学会総合大会(99 . 3 )

86. 大谷直殻 , 堂本千秋 , 江上典文 . 三村秀典 ( 東北大 ) , 安 藤

雅信 (大阪市立大 ) ,中山正昭 (大阪市立大 ) ,細田誠 (元AT R

光電渡研): r ミ ニ バ ン ド 中 に x準位が存在するGaAs /AIAs
超 格子の P L 特性 ;  第 4 6回応用物理学関係連合識 1演会

(99.3)

87. 吉野 (平野 )洋子 (岡山理科大 ) ,財部健一 (岡山理科大 ) , 石井

真史(SPring -8 ) , 片山芳則 (日本原研 ) ,下村理 (日本原研 ) ,大
西一 (村田製作所 ) , 坂田成司 ,江上典文 ,松田耕一郎 (堀場

製作所) :選択的内設1動起によるAIG aA s : S eのDXセンタ ー ;

第46回応用物理学関係連合講演会(99 . 3 )

88 .  上荷幹彦(同志社大) ,  J .M . F e n g (同志社大) ,石井 f家也(同志

社大) ,山本哲也(同志社大) , P a b 1 o  V a c c a r o ,藤田和久,大鉢

患(同志社大 ) : G a A s ( n 1 1 ) A ( n-1,2,3,4 ) 基 板 を用いた M BIi成
長 S i ドー プGaA s月英のAs圧依存性;第46回応用物理学関

係連合111111演会(99 . 3 )
89. 浅井和宏(同志社大) ,  J .M . F e n g (同志社大) , P a b 1 o  vaccaro,,
藤田和久 ,大鉢忠 (同志社大 ) : コ l-対称二重量子井戸のフォ
ト ル ミ ネ ッ セ ン ス に よ る M B E 成 長 にお け る G a 蒸 発 の A s

圧依存性:第46回応用物理学関係連合講演会(9 9 . 3 )

90 .  安藤雅信 (大阪市立大 ) ,中山正昭 (大阪市立大 ) ,西村仁 (大

阪市立大 ) , 堂 本千秋 , 大谷直毅 , 江上 l1lL文:GaAs/AIA s二

重量子井戸超格子におけるサブバンド間共鳴 ;  日本物理学

会第54回年会( 9 9 . 3 )
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exhibition tours

Movie Graph GU I
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音 声 言 語 デ ー タベー スのための日本語形態素情報と表

記の体系

請者適応を用いた不特定話者音声認識

発話状況を考慮した対話翻訳に関する基礎検討

自動翻訳電話研究所の対話デー タベー スと音声翻訳シ

ス テ ム AsU R Aの音声認識用文法・構文解析用文法の
間の日本語形態素情報の相違点

Non-grammaticalPhenomena in RealEngl ish Conversation
音声言語デー タベー スにおける日本語形態素解析マニ

ユアル

c言語によるCHA R T構文解析法 ( 1 )ー プ ロ グ ラ ム 解 説
書一

バイグラムを用いた日本語形態素解析における各種探

素法の比較検討

c言語によ る双方向 cH A R T構文解析法 ( I I ) 一プ ロ グ
ラ ム解説書一

音素配列構造の制約を用いた連続音声認識

Description of fundamentalfrequency in read speech in the
ATR 2 0 0  sentence database

EMM I-ATR  Environment for  Mult i-ModalInteractions
語用論的分析に基づく  自然発話の長文分割

電話会話とマルチメデイア会話の特徴分析

A Study on Ru le-based Speech Synthesis
木構造話者クラス夕 リング手法を用いた話者適応アル

ゴ リ ズ ムにおける諸検討

34 ATR Journa1 35号 SPRING 1999

1T-0030

1T-0031

IT-0032

IT-0033

1lT-0034

1T-0035

IT-003フ

IT-0038
IT-0039
IT-0040

I T-0041

デー タ ベー スのテキス  ト

Labe11ing o f  Spontaneous Speech Data Using D A T-Link  for
A D  and Xwaves+for  Segmentation

単語のt r i g r amを利用した文音声認識と自由発話認識へ

の拡張
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点の検討
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ゲー シ ーョ ン アルゴ リ ズ ムの高速化
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Examinat ions  o f  Poss ib le  ExpIanat ions f o r  Trajectory
Curvature in Mult i-joint A rm  Movements.
〇bject Recognition by Combining Paraperspective Images.
Visua lF ie ld  Effects i n  MentalRotations.

物体の奧行通動を検出する視覚情報処理機能

Mult i-Valued Regularization Networks.
大規模2次計画間題に対する内点法とその数値計算に

つ い て

一逐次線形化法の部分間題への適用を目指して一

H-087

H-089

H-090

H-094

H-095

H-096
H-098
H-101

H-044
H-045

H-046

H-047

H-048

H-049

H-050

H-051

H-052

H-054
H-055

H-058

H-103

H-105
H-106

H-107

H-108

H-109
H-112

H-113
H-114
H-115

H-116
H-117
H-118
H-121

H-122

H-123

H-124

H-125
H-126

H-127

H-128

H-129

H-130
H-132

H-059

H-060
H-062

H-063
H-064

H-065

H-066

H-067

H-068

H-069

H-072
H-073
H-074
H-075
H-077
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N o タ イ ト ル N o 夕 イ ト ル

H-133

H-135

H-136
H-138

H-139

H-140

H-141
H-142
H-143
H-144

H-145
H-146

H-147

H-150

H-151
H-154
H-155

H-157

H-158

H-159

H-160

H-161

H-1 6 4

H-165

H-166

H-167
H-169

H-17

H-174
H-175
H-176

H-177

H-178

H-179

H-183

H-184
H-186

A Proposalto Create a Network-Wide  B i o(iiversity Reserve
For Digita1〇rganisms.
ブ ロツク構造を持つ 2次計画間題に対する非動機並列

型共役勾配法

ヒ ト お よ び チ ン パ ン ジーの i1l1筋の比較研究
2次連動が示す連動視差および動的遮話iの手がかりか

らの奧行知覚

Leaming to Localize Sounds Using Vision.
顔の感性情報処理の研究方法にっい て
線形計画間題に対する射影変換法とアフイン変換法

MATLAB入門

Mathmat ica入門

Chaotic Potts Spin Mode l f o r  Combinatoria1〇ptimization
Problems.

Tierra Network Version.

Projective Invariants o f  Noncoplanar Lines Derived f rom a

Single V i ew .

Projectionlnvariants o f  ( n-2 )-DimensionalSubspaces i n  n -
DimensionalProjective Space.

1mplicit Learning o f  Complex VisualRegularity o f  Faces.

Bifurcations in Traveling Salesman Problem.

Experiments i n  VowelSegregation.
T w o  P l a n e  S t r uc t u r e s  a n d  Mot i o n s  f r o m  Po i n t

Correspondences in Tw o  Images.

Algebraic Analysis of  Some GeometricalFactors in 〇bject

Recognition , ,

Variability in Familiar and NovelTaIkers:Ef fects on Mora

Perception and Talker Identification.
強 化 学 習 に よ る ゲー ム戦略の獲得

Simulat ing Probability Matching i n  Groups o f  Foraging

An i m a l s :  A Compa r i s o n  o f  Represen t a t i ona l  and

NonrepresentationalModels.

The  Ef fects  o f  Ta lker  Variabi l ity on  the Perception of

Amer ican  Eng l i s h / r / and/1/by  Japanese Listeners . I I :

Subject D ifferences,Acoustic and TemporalCorrelates o f
Talker Effects,and Some TechnicalConsiderations.

単純順位文法に対する並列構文解析アルゴ リ ズムの

cM-5への実装とその性能評価
Does Cardio ida lStra in Change i n  Rea lF ron t  V i ew  Face

1mages Have an  Effect on Changing the Perceived Age?
統計的時系列モデルを用いた変換聴覚フイー ド バ ッ ク

法の検討

Bifurcations i n  Mean Field Theory Annealing .

音環境による発声および行動の変化計測に関する基礎

検討

Re f i n i n g  Hygen ic  Mac r o s  f o r  Mod u l e s  a n d  Separate

Compilation.

The Dynamics o f  AudiovisualBehavior in Speech.

Chaotic Potts Spin.

A ComputatioflalApproach to Evolutionary Bio1ogy.

Trumpet Sound Simulation using a Two-Dimens iona lL ip
Vibration Mode1.

T ime-Doma i n  S imu l a t i o n s  o f  Sound  Product ion i n  an

〇rgan Flue Pipe.
Acoustic Characteristics of  the Human ParanasalS inuses

De r i v e d  f r o m  S o u n d  Pressure  Mea s u r em e n t  a n d

Morpho1ogica1〇bservation.

Measuring and Creating Different Fac ia l Images  for Age
and Gender.

The C/DMode l a s  a Dynamic ,Non-SegmentalApproach.
VaI id i ty  o f  Gende r  J udgemen t  o f  Faces ;Compar i son

between Faces o f  Different Age Groups.

H-189

H-190

H-193

H-194

H-195
H-196

H-197

H-198

9

0

1

2

3

4

9

o

o

o

o

o

1

2

2

2

2

2

H

H

H

H

H

H

H-207
H-209
H-211
H-213

H-214

H-215
H-2 1 6

H-217
H-219

H-220

H-221

H-222
H-223

H-224

H-2 25

H-226
H-227
H-232

H-235

H-237
H-238

H-239

Acoustic Characteristics o f  the Piriform Fossa i n  Models  and

Humans.

2 質量モデルを用いた金管楽器の発音シ ミ ュ レー シ ョ
ン

Doub l y  Cons t r a i n ed  N e t w o r k  f o r  Comb i n a t o r i a 1

〇ptimization.

Dynamic Programming for the Prototype-Based M i n i m um
Error Classlif:ier .

Speech FundamentalFrequency Estimation.

A S tudy  o f  Cepstrum 〇pt im iza t ion  by Di s c r im i n a t i v e

Feature Extraction. -DFElmplementation Details-.
Assoc iat ive Memory  Based  on Parametrica11y Coup led
Chaotic Elements.

Art i f i c i a lL i f e  based on Programmed Se l f -Decomposition
Mode1.

生体の連動制御における軌道計画の メ カニズムお よび

視覚連動関連に関する研究

Speech Trans format ion using Adapt ive Interpolation o f

Time-frequency Representation and Al1-Pass Filters.
Pat tern  Recogn i t i o n  u s i n g  D i s c r i m i n a t i v e  Fea t u r e
Extraction.

連動準 f L道デ一夕から計算される評価関数による軌道計

画規範の検討

Perce i ve r  Eye  Mo t i o n  d u r i n g  Aud i o v i s u a 1  Spee ch
Perception.

D i a g n o s t i c  Re c o g n i t i o n :  Ta s k  Cons t r a i n t s ,  〇bjec t
1lnfomation,and their Interactions.

3次元表面1胞率の腦内表現に関する心理物理的研究

Receptive Field Weighted Regression.

広い視野における両限視差の分布と絶対距離知覚

自律的画像観測機構を実現する視覚系の数理的モデル

化の研究

D i f f p a c k を用いた 2次元非圧縮性流体のシミュレー シ
ョ ン 一管楽器発音のモデル化にむけて一

Robotic Controlwith Part ia lVisual Information.

A n  Appl ica l ion o「 Discr im inat ive  Feature Extraction to

Filter-Bank-Based Speech Recognition.
Ten Experiments on VowelSegregation.

A n  E x p e r i m e n t a l S t u d y  o f  the 〇pen E n d  Correc t i on
Coefficient for Side Branches within an Acoustic Tube.

3 D  E y e : D e v e l o p m e n t  o f  a Th r e e -D i m e n s i o n a l E y e
Measurement System based on  Computer Imaging .
K o h o n e n マップのシミュレー シ ョ ン

Discriminative Training for Speech Recognition.

Constrained NeuralApproaches to Quadratic Assignment
Problems.

A Study on the Speech Acoustic-to-Articulatory Mapping
using Morpho1ogicalConstraints.

An  Efficient Implementation of the Gammachirp Filter and

its Filterbank Design.
Mode1of Motion Detector.

3次元表面の月国内表現に関する心理物理学的研究

T h e  I n f l u e n c e  o f  B l u r  o n  t he  Pe r ce i v ed  Qua l i t y  a n d

Sensation o f  Depth o f  2 D  and Stereo Images.
Form and Function:

Another V iew  o f  Speech Production.

Kinematics-Based Synthesis o f  Realistic Talking Faces.
Head Pose Determination f rom 〇ne Image using a Genetic
Mode1.

ボ ラ ンテ ィ ア集団活動変化の数理モデル とその妥当性

に関する考察
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N0.

H-240

H-241
H-243

H-244

H-245

タ イ ト ル

N〇.

タ イ ト ル

Disc r im ina t i ve  Feature Extraction Appl ied  to Speech

Recognition.

GU I-STRAIGHT:Getting Started.
〇n -L i n e  E M  Algo r i t hm  f o r  the Noma l i z e d  Gauss ian
Network.

表情画像デー タベースの構築と基本特性評価

TemporalFiring Patterns o f  Purkinje Ce11s i n  the Cerebe11ar

VentralParaf1occulus during 〇cular fo11owing Responses

in Monkeys.I I .CompIex Spikes.

Unsuperv ised Learn ing o f  S u b-Mi11isecond Tempora1
Coded Sequence by a Network o f  "Coincidence Detector"
Neurons.

Blueprint o f  a 3-Dimensiona lVocalFold Mode l .
A Mode1o f  VowelPercept ion based on Missing Feature
Theory.

A Th r e e -D imen s i o n a l E y e  Mo v em e n t  Measu remen t
System.

H-257

H-258

H-262

H-264

H-265

H-266

H-268
H-269

Making 〇rganizationalLearning 〇perationa1:Implication

f rom Learning Class流er System.

ス 一〇pt Neu r a lApp r o a c h e s  to Quadrat i c  Ass i gnment
Problem.

M R I  Toolbox:A MATLAB-Based System for M anipulation
of  M R I  Data.

A Mathemat ica lFramework  f o r  Auditory Process ing :A
Me11in Transfom of a Stabilised Wavelet Transform?

A n  Acous t i ca lS tudy  o f  S o u n d  Product ion i n  Biphon ic

Singing,Xoom i j .

PerceptualCharacteristics of  TemporalStructures in Speech:

Towards 〇bjective Assessment o f  Synthesis Rules.
人工生命システムTi e r r a

シ リ ア ル ポー トを使つた機器の制御

H-249

H-250
H-252

H-255

ATR環境適応通信研究所 〒61 9-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内 (0774)951501

電話 :-
国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 5 0 1

N〇.

AC-0003
AC-00()4
AC-0007

タ イ ト ル

適応ルーチ ン グ シ ミ ュ レー シ ョ ン シ ス テ ム S A R A-1
2 次 元 プ ロ ッ ト ッー ル (FD付)

帯域分割 - 合成型 C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー と そ の 応
用

〇pticalSignalProcessing Multibeam Array Antennas for

both Transmission and Reception
周波数に依存しないビー ムパ ターンを持つ広帯域デ ィ

ジタルマルチビー ム フ ォ ー ミ ン グ 回路 を荷重係数計算

に利用した送受信ナルビーム フ ォ ー ミ ン グ

時空間信号処理に基づく高感度 - 高耐干渉受信システ
ム ー シングルビー ム形成型 ア ダ プ テ ィ ブ ア レー と 最 ゆ

う系列推定の結合方式一

N〇.

タ イ ト ル

AC-0012

AC-0019

A Mu l t i -Beamspace  H i g h -Re s o l u t i o n  D〇A  F ind ing
Algorithm for Wide-Band Sensor Arrays
周波数選択性フェー ジ ン グ 環 境 に お け る 帯 域 分 割 ・ 合

成型アダプテ ィ ブ ア レー

2 次 元 プ ロ ツ ト ッールVer.2 ( FD付)

バイナ リ一行列型デー タ の ブール代数型相関関係計算

ソ フ ト ウ ェ ア B A C S-1 ( FD付)
行列の固有値と固有べク  トルの近似解法

ソ フ ト ゥ ェ ア化学反応の一考察

AC-0008

AC-0010

AC-00221
AC-0025

AC-0026

AC-0027
AC-0011

A T R通信システム研究所 T 619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内 (0774)951162

電話 :-
国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

夕 イ ト ル

N〇.

タ イ ト ル

C-005

#C-006

C-007
C-008

C-009
C-010
C-011

#C-012
C-014

光切断法による  3次元立体形状自動入力

I N T E R N S H I P  R E P〇RT ( A u t o m a t i c  acqu is i t ion a n d
reconstruction o f  3-dimensiona1object)
言語・画像情報統合理解の研究

手の動き認識と これを利用したマンマシンイン夕一 フ
ェー スの研究にっい て

立体画像信号の伝送に関する一検討

構文解析ツールPA R S E R

対話と係り受け情報を利用した文献検索システムの研

究

臨場感通信会議システムに関する一考察

概念図作成支援システムの試作

#C-015
C-016
#C-017
C-018

C-021
C-022
C-023

#C-024
C-025

C-026

文書画像デー タ ベー ス編集プ ロ グ ラ ム

出版業におけるレイ ァ ウ トに関する専門知識の調査

通信 ソ フ ト ゥ ェ ア の仕様記述にっい て
暗号研究の現状

直線型3次元Ho u g h変換による平面の抽出
セキ ュ リ テ ィ研究の現状

Relative 〇rder Determination in Ambiguous Moire Pictures

Surface Curvatures Computation i n  Moire Pictures
奥行き歪に関する一検討

顔の向き検出法に関する研究

光切断法による3次元形状の自動入力
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C-031

C-0 3 3

# C-034
# C-036
C-037
# C-038
# C-0 3 9

#C-040
#C-041
C-042
C-043

C-045
# C-046
C-048

C-050
C-051
C-052
C-053
C-054

# C-055
C-056

C-058
C-059
C-063

# C-064
C-065

C-066
C-067

C-068
C-069
C-070

C-(')71

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8
oo

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

C

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

C-083
C-084

C-0 1l15

N〇.

夕 イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

設計プロセスの書 i積と再利用

Acquir ing3D Models from Sequences of  Contours
通信サー ビ ス 仕様か ら 通信 ソ フ ト ゥ ェ ア を 生成す る手

法

E v a l u a t i o n  o f  t he  Homotopy  S w e e p  T e(、:h n i q u e

Representation and animation o f  three-dimens iona l images

C-027

#C-028

#C-029

C-030

symbo l i c s用日本語入力フロン ト ェ ン ド .キーボー ド.エ
ミュレ一夕一「J〇KER」
モアレ縞生成及び3次元形状合成システム取扱説明書

光切断法による 3次元形状の自動入力に関するソフ ト

ウェア取扱説明書

Facial Image Processing and Face Modeling

# C-086
C-087
C-088

C-089

指文字 を例に し た手振 り 認識の結果  一デ一夕グロ ー

ブによる指文字の認識結果一

ス ケー ルスペース解析と輪那線の規則性による輸郭像

の セ グ メ ン テー シ ョン手法

sIPs利用の手引
文書レイ ァ ウ ト に関する研究一研究環境一

地図案内システム IMAG E

図形画記述/検索SPADE S Y S T EMルール説明書

図形画記述の検索SPADE  S Y S T E M イ ン タ ー フ ェ ー ス
ツ ー ル

通信技術文書体系化システム

通信ソフ ト ゥ ェ ア設計支接システム

3次元形状の再構成手法にっい て
演擇的学習にっい て
U l t r i x コマンド利用者マニュアル

知的文献検索実験システムの仕様

要求理解プログラムの類似サー ビス検索部の一部にっ
いての A T R に よ る実現

J〇 K E Rシステム S y m b o l i c s側ソフ トウェア解説書

Symbo l i c s用日本語タ ー ミ ナルエ ミ ュ レ一夕

S y m b o l i c s用 d v i フ ァイルプレビュアー システム

ネ ッ ト ワー ク仕様記述言語処理系仕様書

知的電話機設計 ドキ ュ メ ン ト

ユーザモデルを用いた知的文献検索システムの仕様
ブ ロ ダ ク シ ョ ン シ ス テ ム と A T M S に よ る 画像認識シ ス

テムA S D S

PV -WAV E拡張プロシジャーマニュアル
Hand Motion Interpretation Using NeuralNetworks
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定

ネ ッ ト ワー ク仕様記述処理システムにっい て
通信ソフトゥェアの非手続き的記述法手法と解析手法

の研究

通信 ソ フ ト ゥ ェ ア自動作成実験

C G に よ る枝ぶ り生成法

格子点探索法における最近傍底点の周期性

Software Design and its Automation FinalReport
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出処理と高

精度化の検討

3次元画像モデルデー タ ベー スのアクセス・指示法の研

究

2次元対象物の3次元化手法としてB S E法の提案

STR(State Transition Ru l e )記述仕様書

State Transition Rule(STR)Description

視点追跡形立体表示装置の構成と操作法

連動視における表示遲れの影響

Rea lT ime  Hand Motion Detection and Recognition
視線検出装置とマウスを併用する指示入力法の評価

通信サー ビスにおける要求の理解

自然言語空間記述による視野探索

仮想協調作業空間における物体の管理

自然言語と手指示を統合した3次元仮想空間中での対

象物操作と配置

Interactions between objects in a virtualspace
利 用 者 イ ン タ フ ェー スのための手振り認識と理解にっ
い て

設計知識の構造化と活用

#C-090

C-091

C-092

C-093

C-0 9 4

, C-097
l#C-098
C-099

C-100
C-101
C- 102

C-103
C-104
C-105
C-106
:11lC- l 0 7

C-108
C-110

C-111
C-112
C-113

C-114
C-115

C-116

C- l 1 7
C-119
C-120
C-121
C-122

#C-123

C-124

C-125

C-126

#C-127
C-128

for human face generation and mouth animation
表情表現を考慮した顧特徴点抽出に関する検討 一表情

変化によ  る顔皮膚表面の時間的変位の計測箇所と表情

再現品質の関係の基礎検討一

オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 デー タ ベ ー スのアクセス制御機構と

セキュ リテ ィ設計支援手法

パー ソ ナ ル ・ コ ン ス ト ラ ク ト ・ 心 理 学 実 験 に も と づ く 自

動車記述のための概念検出可能性に関する研究

What  You Say Is What You See- I n t e r a c t i v e  Generation,

Manipulat ion a nd  Modi f icat ion o f  3 -D Shapes Based on
VerbalDescr ipt ions-

Cal ib ra t i on  o f  a Stereoscopic Disp lay  System w i t hou t

spec ia lequ ipment  n e e d s , a n d  delay reduction i n  the eye

tracking system

限のcG ア ニ メ ー シ ョン と視線の知覚に関する検討
3次元額画像生成に関する研究

Pe r cep tu a lK i n ema t i c s :V i s i o n -based Con t r o l o f  Robo t
Manipulators
設計知識の構造化と活用 一設計知識の再利用一

ド メ イ ン モデルを利用した通信サー ビス仕様生成手法

空間多重フイル夕リングに基づく 3次元 l出 l 面の特徴計

測 と その一般化

Towards the Realization o f  Rea1-Time CoIl is ion Detect1on

通信サー ビス仕様におけるサー ビス競合の自動検出法

Screening services simulation
3D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得方法

通信サー ビス設計および検証における形式的文援に関

する研究

S n a k e sによる複雑な輪部の追跡

sT R 手法 と通信サー ビス競合 (非決定性 )検出に関する
考察

ネ ッ ト ワー ク セ キ ュ リ テ ィ 参 昭 モデル

格子点探索法による素因数分解高速化手法

安定姿勢における形状対象性を用いた能動的 3次元形

状推定

通信サー ビス要求記述への自然言語の適用

自然言語によ る通信サー ビス要求記述から sT Rへの変
換

通信サー ビス仕様 sT R か ら プ ロ グ ラ ム 仕 様 sDLへの変
換

ド メ イ ンモデルによ る要求理解にっい て

連想記憶を用いた異質性を含む情報の抽出手法の検討

STR(State Transition Ru le )記述仕様書

A Sophisticated Manipulation Aid  in a VirtualEnvironment

User Interest Acquisition

3 次元測定デー タの重要度に応じた表情再現方法の一

考察

Knowledge Representation and acqvistion f o r 3 -D Shape
〇nto1ogies

広域状態、11基11移に着目した通信サー ビス仕様の検証
階層適空間表現を用いた 3次元物体間の実時間イン夕

ラ ク シ ョ ン に 関 す る 研 究

高信頼性ソフ ト ウ ェア設計手法の研究

通信サー ビ ス 仕 様 に関す る 要 求理解 と ソ フ ト ゥ ェ アへ
の変換に関する研究
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N〇.

C-129

C-130
C-131
C-132

C-133

# C-134
C-135

C-137
C-138
C-140

C-141

C-142

C-143
C-144
C-145

夕 イ ト ル

対象システ ムに非依存な ソ フ ト ウ ェ ア生成 と異種プ ロ

トコルへの整合

交換機能概念モデルとその応用

通信システム仕様の要求理解における高速計算方式

分 散 ネ ッ ト ヮー ク に お け る 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 仕 様 の生

成法

通信サー ビスのモデル化と自然言語による仕様記述の

理解法

実行順序解析方式

樹木画像を入力とする 3次元樹木形状のフラ ク夕ルモ

デルの自動推定方法

仕様記述段階でのサー ビス競合検出手法に関する考察

臨場感通信会議システムにおける実時間表情検出

vR 研究における力覚呈示装置の分類と TocUs を 利
用した試作装置の提案

Emotion Enhanced Face Meetings wh ich  Uses the Concept

o f  VirtualSpace Teleconferencing

Interactive3D Visualization of menta l images through a 2

1evelrepresentation of componentialgeometry
把持動作における夕一ゲッ ト予測

手振 り言語によ る仮想物体形状生成イン タフ ェー ス

画像ボケによる奧行き知覚誤差の定量化

N〇.

C-146

C-147

C-148

C-149

C-150

C-151
C-152
# C-153

C-154
C-155

C-156

C-157
C-158

C-159

タ イ ト ル

フラクタルを用いた仮想空間中の樹木形状の高速表示

技術の研究

臨場感通信会議における人物動作のリアルな実時間再

現方式

熱画像と可視光画像のステレオ統合による時系列距離

画像獲得法の検討

;選伝的アル ゴ リ ズ ム を 用 い た マルチ カ メ ラ 画像か ら の

人物の姿勢推定法の検討

3次元物体形状の面対称性に基づく能動的復元および

色彩情報の再現

sT Rによる仕様記述法と仕様確認支援手法の評価
異常な状態への、11整移の検出精度向上手法の検討
オ ブ ジ ェ ク オ 指 向 デ ー タ ベー スシ ステムにおける完全

性のための機構と設計支援手法

危険な情報フロ一削除手法

サー ビス競合検出の効率化手法

領域知識に基づく通信ソフト ゥェア要求獲得支援手法

図形に よ る サー ビス仕様記述支援法

Recogn i t i o n  o f  Con t i n u o s  Gestures  Us ing  Non l i n e a r

Dynamics

A n  indirect approach to hand gesture recogn i t ion  f o r

applications combining hand gestures and natura11anguage

ATR自動翻訳電話研究所 〒61 9-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N 0 .

I-001
I-002
I-003
I-005
I-006
I-007
I-008

I-009
I-010
I-011

I-0 1 2

タ イ ト ル

Automatic Telephone Intelpretat ion:A Basic Study
通訳を介した電話会話の特徴分析

多層音識ラベルをもっ日本語音声デー タベー ス

連続音声認識

Phoneme Recognition Using Time-Delay NeuralNetworks
通訳を介した電話会話収集デ一夕

日本語品詞の分類

簡易検索言語を持つ音声デー タベー ス管理システム

Research Activities of  Speech Processing Department
対話型操作環境をワー ク ベ ン チ ご と に 設 定 で き る メ ニ

ユー システムの作成

音声信号処理の基本操作を提供する機能モジュー ル群

の作成

Voice Conversion by Analysis-Synthesis Method
General izing Uni f i cat ion i n  Semant ic  Networks  toward

NaturalLanguage Understanding

A Descr ip t ion  o f  E n g l i s h  Dia1ogues  by  Structura1

Col Tespondence Specification Language:SCSL

Comparison o f  Telephone and Keyboard Conversation

Summar ies  o f  Workshop on Natura lLanguage Dia1ogue

Interpretation
Hidden Markov Mo d e 1を用いた日本語有声破裂音の識

別

音声デー タベー ス構築のための視察に基づく音韻ラべ

リ ン グ

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department

Qua l i t y  Co n t r o 1 o f  Speech by Mod i f y i n g  Fo rm a n t
Frequencies and Bandwidths

N〇.

タ イ ト ル

I-024

I-026
I-027
I-028
I-029

I-030

I-031
I-032
I-033

I-034
I-035

I-036
I-038

I-039
I-041
I-042
I-043

I-044

I-045

I-046
I-047
I-048

種々の発声様式における韻律パラ  メ - タの性質にっい
て

A Method o f  Analyzing Japanese Speech Act Types(I)
テ キ ス ト ・ デー タ ベー スからの慣用表現の自動抽出

研究用日本語音声デー タ ベー ス利用解説書

言 語 デー タベー ス用格、係り受け意味体系

Analysis and Prediction o f  Vowe1-Devocalization in Isolated
Japanese Words
音声・言 語 イ ン タ フ ェー スの予備検討

素性構造とその単一化アルゴリズムに関する検討

A P h o n e m e  La t t i c e  Pa r s i n g  f o r  Con t i nuou s  Spe e ch

Recognition

Modularity and Scaling in Large Phonmeic NeuralNetworks

Representation and computation o f  units o f  translation for

Machine Interpretation of  spoken texts

An  Integrated Linguistic Database Management System
動詞敬語の相互承接にっい て  一句構造文法理論を用い
た構文論的説明一

解析用辞書開発作業に関する一考察

The Formalization o f  a Knowledge Base for English
目標指向型対話における次発話の予測

言 語 デ ー タベー ス作成のための日英対訳対応付け

Record o f  S i x  Work  Sessions on  Concepts ,Methods,and

Tools f rom Existing Running Rea1-Size M T  Systems
〇perations on Typed Feature Structures:Motivations and
Definitions

キーボー ド会話収録システムにっい て
Hidden Markov Mod e 1を用いた英単語認識

英語音声デー タ ベ ー スの作成

I-013
I-014

I-015

I-016
I-017

I-018

I-019

I-022

I-023
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N 0 .

夕 イ ト ル

N〇.

タ イ ト ル

高精度HMMを用いた英単語認識

係り受け関係を用いた文節候補選択処理

S L-TRANsにおける、文節候補選択処理、問合わせ処理
文節候補選択処理のための係り受けデ一夕

会話文音声生成のための音声合成、およびニュ ー ラ ル

ネ ッ ト ヮー クの連続音声への適用
Multiple Inheritance in  RETIF

Research Activities o f  the Speech Processing Department
〇N  I N T E R P R E TAT I〇N S  〇F A F E E D -F 〇 R W A R D
NEURAL  NETW〇RK

Research Activities of  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department
for Feb.1989-〇ct.1989
ニュー ラ ル ネ ッ ト に お け る バ ッ ク プ ロ パ ゲー シ ョ ン 学
習の効率化方法

Connectionist Large Vocabulary Word Recognition

日英機械細訳システムにおける生成文の評価 一「ダ」型
表現を中心にして一

Constructive NeuralNetwork for Speech Recognition

H M M 普 ,損連結学習とNE T g r a mを用いた英単語音声の
認識

Ef f i c ient  Dis junct ive Uni f icat ion i n  a Bottom -Up  Sh i f t-
Reduce Parser

文節に基づく単一化文法の一案 一特に任意要素類の扱

いを巡つて一

Cross-Language Voice Conversion

K n o w n  Current Prob l ems  i n  Automa t i c  Interpretation:

Cha11enges for Language Understanding

Strategic Lazy IncrementalCopy Graph Unification Method
シフ ト不変型決定論的ボルツマンマシンによる音声認

識

S L-T R A N Sの現状と課題
波形重ね合わせ法による合成音の品質にっい て
音韻環境に応じた音声合成素片の接続方法の検討

The MapSignalremote speech editor

Experiments i n  pitch extraction

Auditorynerve f iber spike generation model
複合音声単位を用いた規則合成実験システム

テ キ ス ト - デ ー タ ベー スを用いた分脈自由文法の適用
確率推定

種々の音書負連接単位を用いる規則合成方式の診断的な

評価

大規模音声デー タ ベー スに基づく音声合成

T D N N 音 韻 ス ポ ッ テ ィ ン グ と 予 測 パーザを用いた大語

彙単語音声認識

T D N Nの構造の音識認識率、ソフ ト インバ リアン ト性へ

の影響

Hidden Markov Mo d e 1による音韻認実験の結果

HMM音韻認識における音韻連鎖統計情報の利用

自動翻訳電話研究用言語デー タ ベースの構成

日英対訳対応デ一夕

日英対訳対応デー タの仕様

日本語解析文法の意味表現にっい て
S L-T RAN Sにおける目本語文法の概要
対 話 デ ー タベー スからの頻度情報の抽出

Generalized L R  Parsing in Hidden Markov Mode1
素性構造の単一化に基づくパーサの並列化方式

Time-Frequency SpectralEstimation o f  Speech-The Ro l e  of
Variance I n  Estimator Performance

A B M T  F〇R T E X T  A N D  D I A L〇GU E  a p re l im i na r y

assessment o f  its potentials

I-049
I-050
I-051

I-052

I-053

I-054
1-055

I-056
I-057

I-058

I-061

I-062
I-063
I-064
I-065

I-066
I-067
I-068
I-069
I-070

旬構造文法にも と づ く  日本語文の解析

Duration controlmethods for H M M  phoneme recognition

〇n Sentence LevelFactors Goveming SegmentalDuration

i n  Japanese

A Study of  Engl ish Word Category Prediction Based on
NeuralNetworks

〇n the unit selection measure for speech synthesis by rule

using multiple synthesis units.

Pragmatic Extensions to Unification-Based Formalisms.
Typed  Features  S t r u c t u r e s : t h e  Langu a g e  a n d  i ts

Implementation

合成用日本語音声デー タ ベー スの概要

Wo r d  Spott ing  Me t h o d  Ba s e d  o n  H M M  Ph o n eme

Recognition

Fast B a c k -propagat ion Learn ing Method s  f o r  Neu r a l
Networks i n  Speech

Speech Research at ATR  Interpreting Telephony Research
Laboratories

対話文翻訳における英文生成システムの検討

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの音声情報処理への応用

解析過程の制御を考慮した旬構造文法解析機構の検討

Research Activities o f  the Speech Processing Department
Modi f ied MIta lk

対話細訳のための階層型プラン認識モデル

目標指向型対話におけるドメイン知識の調査

Tools for FundamentalFrequency Mode11ing

Research Activities of  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Deparlment
f o r1988

RET IF :A  Rewriting System forTyped Feature Structures
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ー デ ィ ン グ 知 識 を 用 い た 音 韻 セ

グ メ ン テー シ ョ ン ・エキスパー ト シ ス テ ム

The ATM S  Ma n u a l V e r s i o n 1 . 1ATMS説明書1 . 1

Pol i teness  Strategies i n  Amer i c an  Eng l i sh  Telephone

Dia1ogues

形態素情報利用解説書( 1l11作業マニュアル)
連続音声デー タ ベー スにおける言語 ・韻律情報

否定文の理解に関する研究,

音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正規化

H M M音額認識と拡張 L R構文解析法を用いた連続音

声認識

対話参加者の心的状態に関する制約に基づく発話解釈

モデル

T D N N 音 韻 ス ポ ッ テ ィ ン グ と 拡 張 L R パーザ を 用 い た

文節音声認識

研究用ATR日本語音声デー タベー スの作成

時間遅れ神経回路網(TDNN )を用いた音韻/音節スポッ

テ ィ グ

Para11e l i sm,Hierarchy,Sca l ing  i n  T i m e-Delay Neura1
Networks for Spotting Phonemes and CV-Sy11ables
対話における名詞句の同一性の理解とその応用

セパレー トベク トル量子化に基づく話者適応化

フ ァジ ィべ ク トル量子化に基づ く話者適応化

ベクトル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ベ ク  ト ル 量 子 化 話 者 適 応 の 時 間 遲 れ 神 経 回 路 綱

( TDNN )による音韻認識への適用

話者重量型HMMを用いた調音様式の話者適応化

ベクトル量子化話者適応化の研究

話者適応化における写像方法の比較

結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法

単語間の連接確率を用いた付属語列の生成実験

I-108
I-109
I-110
I-111
I-112

I-114
I-115
I-116

1l-118

1-119

I-120
I-121

I-122
I-123

I-124

I-125

I-126
I-128

I-129
I-130

I-132
I-135
I-136
I-137
I-138
I-139
I-140
I-141

I-142

I-143
I-144

I-145

I-147
I-148
I-150
I-151

I-152
I-155
I-156
I-157
I-161

I-163
I-164

I-165

I-071
I-072

I-074
I-075

I-077
I-079
I-080
I-081
I-082

I-083

I-085

I-086
I-089

I-090

I-094

I-095
I-096
I-097
I-098

I-099
I-100
I-101
1-104

I-105
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N〇.

タ イ ト ル

N0 .

タ イ ト ル

I-166

I-167
I-168
I-169
I-170
I-173
I-174

I-175
I-176
I-177

I-179

I-180
I-181
I-182
I-183
I-184

I-185
I-186
I-190

I-194

I-195
I-196

I-197

I-203
I-204
I-205
I-206
I-207
I-208

I-209

I-210

I-214

I-215

][-216

I-217
I-218
I-221
I-223
I-228
I-229

I-230
I-231

研究用目本語音声デー タ ベー ス利用解説書(連続音声

デー タ編 )

Automatic Language Recognition Using Acoustic Features
続計による音声認識候補の絞り込みに関する考察

音声認識における文法活用の有効性

音声認識用言語モデル構築に関する考察

ATRにおけるNe u r a l N e t w o r kを用いた音声情報処理

Study on  Combining HMMs  and NeuralNetwork Models -
TDNN-HMM  for Phoneme Recognition-
声質変換技術と高品質ピッチ変換法

ニュー ラルネッ トによる英単語品詞列予測モデル

ニ ュー ラ ル ネ ッ ト に よ る 音 素 フ イ ル タ を 用 い た 母 音 認

識

Some ComputationalApplications o f  LexicalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速化

中間概念を定義した知識ベー ス作成手順

A T R自動翻訳電話研究所シンポジウムの開催

発話変動にロバストなT D N Nの検討

〇verv i ew  o f  A T R  Bas ic  Resea r ch  i n t o  Te l e phone

Intelpretation

「は」と「が」の処理
A T R対話デー タ ベー スの内容

A Fuzzy Training Approach for  Phoneme Classif ication
NeuralNetworks

単語間の共起関係を定義した知識ベー スの構成とその

制御方法

言語情報を利用  した母音継続時間長の制御

A B i l i n gua lD i a1ogue  Database f o r  Automat i c  Spoken

Language Interpretation between Japanese a nd  Engl ish

M〇NA -LISA:Mult imoda1〇nto1og ica lArch i tecture for
Linguistic Interactions and Scalable Adaptations
話者重畳型HMMによる文節認識

階層的クラス夕リング手法の訳語選択への応用

依存関係合成による機械翻訳システム

タイプ付き素性構造主導型生成

〇ptimization of  Unification-based Generation
単一化文法解析生成システムのための英文法

Connec t i on i s t  Large-Vocabu la ry  Con t i nuou s  Speech
Recognition
ニュー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー クによる音声認識の研究一発表

論文集一

対判定型ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの原理と時間遅れ神

経回路網との統合によ る ロバス ト な音素認識

単語の意味カテゴ リ ー を用いた係り受け整合度の平滑

化

Comparing Fricatives:A SpecialAnalysis o f  /hi/and/C5/in

Japanese and German
日本語形態素分析の細則

言語デー タ ベー スから抽出した知識デ一夕の分布

歪み尺度測地線を用いた音声スぺク  トルの補間

伝送誤 りに強い vQ符号帳構成法に関する検討
Tools for Monitoring Para11elLisp Programs

Un i f i c a t i o n-Ba s ed  Pars ing  o n  I n c r ea s i ng  L e v e l s  o f
Para11elism

Research Activities of  the Speech Processing Department

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Database Department
for Nov.1989̃Mar.1991

Tex t-Independent  Speaker  Recogni t ion Using Neura1
Networks

Determining Sur face Form f o r  Indirect Speech Acts i n

English

I-242

I-243

I-258

Speech Recognition Expert Sy s t em .A  study on Knowledge

and NeuralNetworks Integration

A Study on  Expert System and Neura lNe t s  for  Speech

Recognition

A Bas i c  In t roduct ion  to P lann ing  and  Meta -Dec i s i on-
Mak ing  w i t h  Uncertain Nondeterminist ic Act ions Using
Second-〇rder Probabilities
Communicat ive  Funct ions o f  Spoken Japanese a nd  Its

Meaning Interpretation on M T  System

Research Activities o f  the Speech Processing Department,

Janualy through December,1991
A Study of Speaker Adaptation and Speaker IndividuaIity

Third Person Referring Expressions in English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討

混合連続分布HM Mを用いた移動べク トル場平滑化話

者適応方式

Discourse Management Mechan i sm on  Spoken Dia1ogue

Processing(in an M T  System)

English-Japanese Transfer by ASURA  Framework

A Study on  Language Modeling for Speech Recognition

Tree-based Unit Selection for English Speech Synthesis
sL-TRANsの日本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLanguage Understanding

Depa r tmen t  a n d  the Data  Processing Depar tment  f o r

Apr.1991-Mar.1992
混合連続分布HMM移動べク トル場平滑化話者適応方

式の文節認識性能の評価

Automated Labe11ing o f  Prosodic Aspects of English:Final

Report
単一化に基づ く構文解析 : 入門編 A n  I n t r o du c t i o n  to

Unification-Based Parsing Techniques
Easier C programming Input/output facilities

Easier C programming Some usefu1objects

Easier C programming Dynamic programming
日英対話デー タ ベ ー スへの発話行為夕イプの付与方法
に関する基礎的検討

言 語 デー タ ベー ス用格・係り受け関係属性付与基準一深

層格編一

マイク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声認識

への適用

変換知識作成のためのコーパス検索デ一夕

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Pepa r tmen t and  the  Da t a  Proces s i ng  Depa r tmen t  f o r

Apr.1992-Jan.1993
Research Activities o f  the Speech Processing Department,

January through December,1992

雑音環境下文節認識実験によるWLR ・WGD ・ SGD Sの距

離尺度の比較,

A T R対話データベース用英語形態素解析作業基準書

言 語 デー タベー ス用格係り受け関係属性付与基準一表層

格編一

文脈自由文法を用いた連続音声認識

日本語形態素解析法の評価

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クを用いた話者適応化および不

特定語者連続音声認識の研究一発表論文リスト ー

The  A T R -C M U  Conference Registrat ion Task  Speech
Database User's Guide

音声言語翻訳実験システムASURAの対象コーパ ス

雑音環境下連続音声認識および話者適応に関する研究

自動翻訳電話国際共同実験の実施報告

A T R対話デー タベー ス用会話収集と文字化

I-260

I-261

I-263
I-264
I-265
I-266

I-267

I-269
I-273
I-276

I-278
I-281

I-284

I-287

I-288

I-293
I-294
I-295
I-298

I-301

I-306

I-308
I-312

I-313

I-316

I-317
I-321

I-325
I-326
I-327

I-328

I-332
I-336
I-338
I-340

I-233

I-235
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N〇.

夕 イ ト ル

N 0 .

夕 イ ト ル

L R パーザの応用法,

Results o f  the ABDUCK Disambiguation System ABDUCK

Mu l t i -Agent Communicat ion  and Commi tment  and The
BEH〇LDER family o f  algorithms for scheduling multiple

pa r a11e l unce r t a i n  processes u n d e r l i m i t e d - r e sou r ce
conditions

Research Activities o f  the Speech Processing Department,

January through March,1993

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Depa r tmen t  a nd  the  Data  Process ing  Depa r tmen t  f o r

February1993-March1993

I-342 The Need for Second-order Probability Distributions Under
Repeated Trials with Nonl inear Utilities or Catastrophic
〇utcomes

The Meanings o f  Ability Utterances with  Applications to

Dia1og Understanding

音声認識のための音声分析とラベル変換

S/Splus for Speech Processing Research at ATR/ITL

Japanese generation within A SURA  Homework

A English Analysis Grammar i n  a Unification-based frame
work

音声デ一夕 - ラ べ リ ン グ ・ マ ニ ュ ア ル ,

I-360
I-368

I-370
I-345

I-347
I-348
I-349

I-351

I-352

I-372

I-374

ATR視聴覚機構研究所 〒6 1 9-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-
国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

A-001

A -003

A-005
A-006

A-007

A-008
A -009
A -010
A-011

A -012
A-014

A-015

A-016

A-017
A-020

A -021
A -022
A-023
A-024

A-025
A -026
A -027

A-028

A-029
A-030

A-031
A -033
A -034
A -035
A-036

タ イ ト ル

A We i g h t e d  Cep s t r a l D i s t a n c e  Mea s u r e  f o r  Speech

Recognition

Inter-aura lSpeech  Spectrum Representation by Spatio-
TemporalMasking Pattem
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ー デ ィ ン グ

Eva luat ion  o f  a Spectrum Target Predict ion M o d e l i n

Speech Perception
リ ス プ マ シ ン 用 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 接 続 プ ロ グ ラ ム

KA〇RU

U n i x のセキュ リテ ィに関する考察

高速視覚刺激提示装置 「A T R 夕 キ ス ト ス コープ」
漢字デー タベー スCHIC

A T R タ キ ス ト ス コープ 制 御 ソ フ ト ゥ ェ ア  -ATRTSPと
グ ラ フ イ ッ ク コ ン パ イ ラ ー

Properties o f  visualmemory for b1ock pattems

D i s p l a c emen t  l i m i t s  f o r  reversed  r a ndom-do t

cinematograms
網膜モデルTAM I Tの計算機シミュレー シ ョ ン

sT Ax sR A Proの周波数特性 一人工耳及びダミ ーへ ツ
ドによる測定一

コネクシ ョニス トモデルと認知心理学

テクスチャ一識別の心理学的研究の展望

A study of  binocular vision using visualevoked potentials
音の鋭さと振幅包絡

時空間フイル夕を用いた連動視知覚モデルの検討

〇n the Approximate Realization of Confinuous Mappings

by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向

研究用日本語音声デー タベース利用解説書

Direct ion Discr iminat ion and Pattern Segregation w i th

Isoluminant Chromatic Random-Dot  Cinematograms
誘発電位記録解析システム

vMs版sAsの使い方
リ スプマシンの音声処理ユー テ ィ リ テ ィ ー 一S P I R E ,

synthesizer,PEF入門一

認知地図形成過程のモデル化に関する 一考察

on the Capabilities o f  Neura lNetworks
聴覚実験用へ ツ ド フ ォ ン ア ン プ シ ス テ ム
アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討

ゲシュ夕ルト心理学の流れを汲む最近の視知覚研究

N〇.

タ イ ト ル

A -037

A -038
A -042

A-043

A-045

A -046

A -047

A-048

A-049

A-050
A-051
A-052
A-053

A-054
A -055

A -056

パ夕一ンの良さ判断に対するシン メ  トロピ一尺度の有

効性

ATR Neura lNetwork Research on Speech Processing
マルチDSPで構成する多チャンネルj111 1手フイルタバン

クの試作

乳児の泣き声における音響特徴の分析とカテゴ リ一判

断の単位

A11iant,Convex,Ncubcの アーキ テ ク チ ャ と パ フ ォ ーマ

ンス

A ComputationalCochlear Nonlinear Preprocessing Mode1

with  Adaptive Q Circuits
視覚・認知機構研究における並列処理計算機NCUBEの

利用にっい て

視覚 ・認知機構研究における並列処理計算機NcU B Eの
利用にっいて ( プ ロ グ ラ ム仕様付 )
日本人とァメリカ人における英語/ r , 1 , w /音知覚の手掛か

り

音の高さの知覚

Sharpness and amplitude enve1opes of  broadband noise

Effects of Preceding Scale on Me1odic Pitch Interva1

Mode l i n g  o f  con t e x t u a l e f f e c t  based  o n  spec t ra l peak
interaction

PerceptualUnits of  the 1lnfant Cry

Mot ion  a n d  depth perception w i t h  dichopt ic -sequentia1
presentation of  random-dot pattems
Trajectory Formation of Arm  Movement by Cascade Neura1

N e t w o r k  M o d e l B a s e d  o n  M i n i m u m  Torque -c h a n g e
Criterion

〇bjective Functions for  Improved Pattern Classi f icat ion

with  Back-propagation Networks
A Hybr i d  Speech Recogn i t ion Sys tem Using H M M  a n
LVQ-trained Codebook
ATR視聴覚機構研究所画像入出力システムの概要

H M M  Speech Re c o g n i t i o n  us i ng  D F T  a n d  Aud i t o r y

Spectrograms

Identification o f  Kanji and Kana characters within Japanese
words

日本語の視覚的処理単位 - .単語認識過程における諸現
象一

A-060

A-061

A -062
A -063

A-064

A-066
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N 0 .

タ イ ト ル N 0 .

A-119

A -120
A-121

A-122

A-123
A-124

A-125

A -128

タ イ ト ル

E f f e c t  o f  Wo r d  Fam i l i a r i t y  o n  N o n -n a t i v e  P h o n em e
Perception:Identification of English/r/,/l/,and/w/by Native

Speakers o f  Japanese.
音程を変えて発話した喝話き声の音響分析

〇n the Role o f  F〇 i n  VowelIdent流cation

A ComputationalMode1of Four Regions of  the Cerebe11um

Based on Feedback-error-1eaming
識別学習論による音声認識

文字構造抽出の研究 一手書き文字品質の人間の主観評

価に準じた品質決定要因による客観的定量評価一

Equilibrium Point Contro1of a Monkey A rm  Simulator by a

Fast Learning Arti f ic ia lNeuralNetwork

Feedforward Neura lNetwork  Modeling o f  Target-directed
A r m  Mov em e n t  Wh i c h  Reproduces Speech -Accuracy
Trade-o f f
Enhanced  Di s con t i n u i t y  De t e c t i o n  f r o m  Po s t u l a t e d
Discontinuities

G PD  Training o f  Dynamic  Programming-Based Speech
Recognizers

Auditory front-end in D TW  word recognition under noisy,
reverberant and multispeaker conditions

Stability Constraints for the Equilibrium-Point Hypothesis
Applicability of 〇riented Filters to Edge Detection Motion

Analysis

Recognition of  Manipulated 〇bjects by Motor Learning with
Modular Architecture Networks

UN IX上の音声研究用ツ ー ル ーSpeech Tools-
Speech Tools ManualPages

R e l a t i v e  P i t c h  J u d g e m e n t s  f o r  F o r m a n t  S t r u c t u r e d
Broadband Noise

The Effects o f  Tempo and Pitch on the Judgement of  Infant
Cries

SpatioemporalProperties o f  Motion Perception for Random-
Check Contrast Modulations

Second-〇rder System;Its Role and Mechanism
Accura te  Reconst ruct ion  o f  3 D  Scenes f r om  Mu l t i p l e

Imprecise and Uncertain Data

VisualTrajectory and Stiffness E11ipse During Mult i-Joint
A rm  Movement Predicted by NeuralInverse Models
A Para11e1-Hiera rch ica lNeura lNetwork  Mo d e l f o r  Motor
Contro1of A Muscu1o-SkeletalSystem
R h y t hm  Type a n d  Art icu latory  Dynam i c s  i n  Eng l i s h ,
French,and Japanese
画像の不連続を利用した陰影からの形状推定,

Erro r  To l e r an t  Me t h o d  f o r  I n va r i ance  Ba s ed  Feature

Correspondence

Unsupervised Learn ing o f  Recept ive Fie ld  Fami l i e s  on

Regular Grids

P o i n t  Con f i g u r a t i o n  I n v a r i a n t s  unde r  S imu l t a n e o u s
Projective and Permutation Transfor mations

Direct Estimation of Multiple Disparities for Transparent

Multiple Surfaces i n  Binocular Stereo

ウ ェ ー ブレ ッ ト表現を用いた演算子形式による多重方

向検出 ̃重ね合わせの原理に基づく  多重方向同時検出

演算子 ̃

Discriminative Feature Extraction

Recognition by Combinations o f  Paraperspective Images
特徴点対応に基づいた運動立体視における ト ラ ン スぺ

アレンシー

Dy n am i c  Ceps t rum Pa r ame t e r  I ncorpora t ing  T i m e -
Frequency Mask i n g  a n d  I t s  App l i c a t i o n  to Speech

Recognition

A-067
A -069
A-070
A -071
A -072
A -073
A-075

A-076
A-077

A-078

A-079

A-080
A -081
A -082
A-083
A-084
A-086

A-088

A-091

A -092

A -093
A-094

A-095
A-096

A-098

A-099

A-100

A-101
A-102
A -103
A-105

A-106

音とは何か一NaturalComputation,W.RichardEd第4章よ り 一
神経回路モデルによる画像の情報処理にっい て
文書画像検索システムCHASER S

ニユー ラ ル ネ ッ ト ワー クを用いた手書き文字認識

cGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
CGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル

H M M  Spe e ch  Recogn i t i o n  us ing  D F T  a n d  Aud i tory

Spectrogram
可変残響室の残響時間測定

スケル トンを用いた階層的形状記述およびニュー ラ ル

ネ ッ ト に よ る 階層的形状識別

ノ イ マ ン を 越 え て  一視聴覚認知機構研究における並

列計算構成にっい て一
日本人発話の英語及び外国人発話の日本語のプロソデ

イに関する研究

音声・発話障害の定量評価に関する研究

U N I X版 S A Sの使い方

幅、覚実験用へ ツ ド フ ォ ンの _ 益_率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用

Psychoacoustic evidence for the contextualeffect mode1

〇p t im i za t i on  a n d  Learn ing  i n  N e u r a l N e t w o r k s  f o r
Formation and Contro1of Coordinated Movement

A N e w  HMM / L VQ  Hyb r i d  A l g o r i t hm  f o r  Speech

Recognition

Th e  proo f read ing  o f  Japanese  sen tences :v i sua1 , and

semantic processing

E f f e c t s  o f  the  Preced ing  Sca l e  on  Me1od i c  I n t e r v a l

Judgment in Terms of  Equality and Size
McGu rk  Ef f ec t  under  Conditions w i t h  or without  Noise

Extraction o f  the Nonlinear G1obalCoordinate System of a

Mani fo ld by a Flve Layered Hour-Glass Network
音声録音系の諸特性

A g1ottalwaveform mode l f o r  high quality speech synthesis

U n i x上の音声研究用ツ ー ル ーSpeech Tools Commands
Manua1-
Acoustic and Physio1ogicalCharacteristics of  Traditiona1

Slnging in Japan

The effect o f  experiment variables on the perception o f

American English/r,1/for Japaneselisteners
視覚認知用語集

陰影による形状知覚と単眼立体視モデル

多重解像度による点パ夕一ンの構造化モデル

Computa t iona lTheory  and  Ne u r a l N e t w o r k  Mode l s  o f
Interaction Between VisualCorticalAreas

連動視と両限立体視の相互関係  一運動視,立体視の成

立と両眼入力画像の時間関係一

神経回路モデルを用いた重なったパタ ー ンの分離

Static Analysis o f  Posture and  Movemen t ,Us i n g  a 1 7 -
muscle Mode1of  the Monkey's Arm
帯域制限 ラ ンダ ム ド ッ ト に誘導 され る正方向の運動残

効

MathematicalConnections between the probability,Fuzzy

set,Possibility and Dempster-Shafer theories
S imp l i f y i n g  Discont inu i ty  Detect ion w i t h  a n  Eye  on

Recognition

Neura1-Network Contro l for  a C1osed-Loop System using
Feedback-E rror-Learning
Recurrent LVQ  for Phoneme Recognition
視聴覚特殊実験室の音響特性

Investigation o f  Headphones Suitable f o r  Psychophysica1

Experiments

Auditory Spectrograms i n  H M M  Phoneme Recognition

A-129

A -130

A -131

A-133

A-134

A-135

A-136
A-137

A -138

A-139

A-140

A -141
A -142

A-144

A-145

A-147

A-148
A -149

A-150A-108

A-109

A-111

A-112

A-113

A-114

A-115
A-116
A-117

A-118

A-153

A-154

A -155

A-156
A-157
A-160

A-162

ATR Journa1 35号 SPRING 1999 45



A -165
A -166
A-167
A-168
A-169

温度

N〇.

夕 イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

A S o f t w a r e l l h r a r v  o f  (-:+ + c l a s s  ob i e c t s  f o r  b i o 1 o o ica1A -1 l i 4 温Pi--差 つ  表 ii任白1ア ル ゴ リ  ズ ム の取東 A -17 (' )
アニー リ ン グ ス ケジ ュールの定数倍加速

F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MR I )の分析

自由手書き文字認識の研究

喉頭筋の非侵製計測と搬律制御の生理機構

母音における音声と口唇形状の視聴覚に関する研究

(その1 .母音口形連続体における視知覚)

A-171
A-172

l A -173

g

structure modeling
外部務収縮力空間における調音軌道の作成

Product ion and  Perception o f  the Consonan t a lVo i c i ng

Distinction in Speech without  V〇T : A n  Acoustic Study

Using Electric Larynx Speech
口唇の調音動作を実現する生理学的モデル

ATR光電波通信研究所 〒61 9-0288 京都府相楽部精華町光台2 - 2

N〇.

夕 イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

空間回路綱法を用いた周渡数特性解析プログラム

マ イ ク ロ 波 帯 移動通信 の た め の ア ン テ ナ ・給電系ハー

#〇一001

〇一002

昭和6 1年度試作MM Icの能動素子特性評価
光衛星間通信に適用可能な光デバイス ,通信方式に関

#〇一031

〇一033

〇一003

〇一004

#〇一005

#〇一006

〇一007

#〇一008

〇一009

〇一010

〇一011

〇一012

〇一013

〇一014

〇一015

〇一016

〇一017

〇一018

#〇一019

#〇一020

〇一021

〇一022

#〇一023

〇一024

〇一025

〇一026

〇一027

#〇一028

〇一029

#〇一030

する調査報告書

偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討

衛星間通信に際しての地球大気分子による吸収の計算

LUFET  MMIC;多f藤1化MM I Cの試作検討一第 1 次 試

作一

GaA s  F E T の A C 小信号モデルパ ラ メ一夕のバ イア ス

依存性評価

S i 選択 ドープGaAs/AIGaAs量子井戸構造の発光応答

有限要素法を用いた導波路の電磁界解析プログラムマ

ニュアル

T〇WA R D S  E X P E R I M E N T S  I N  FUNCT I〇NAL

〇PTICA L  CHA〇S

有機高分子の非線形光学効果に関する調査

選択 ドー プ量子井戸のサブバンド構造とサブバンド間

吸収の解析

Tera Hertz Coherent Radar

Electronic structures of  GaAs-AIAs Superlattices
ト ラ ン ス ポ リ ア セ チ レ ン ・ ソ リ ト ン 付 近 の 振 動 モー ド

の研究

非線形動力学の立場から見た神経回路綱と  その情報処

理機能

「非線形動力学のAppl icab i l i tyワー ク シ ーョ ツ プ」報告
多重伝搬路内におけるアンテナ特性の解析と多重波干

渉除去技術への応用

リ ミ ッ ト サ イ ク ル を理め込んだ 、非対称な結合行列を

持つ、神経回路綱の記憶想起特性

マイクロ波回路小型化の研究

マイクロ波回路非線形デバイス回路の研究

GaAs/AIGaAsおよびInGaAs/AIGaA s量子井戸構造にお

け るサブバン ド間邏移

sI Msによる化合物半導体中の不純物分析
ATRにおける高周渡回路の研究一超小型・高機能MMIC

光衛星間通信実験用光変復調器の構成と特性

成層圏無線中継航空機を用いた字宙光通信実験

G aA s ( 1 1 1 ) MB E成長とS i ドー ピ ン グ

高濃度 si ドー プG a A s の ラマン錯乱と量子井戸サブバ
ン ド間吸収の外部光制御

有限要素法を用いた 2次元静電場解析プログラムマニ

ユアル

GaA s表面・界面の制御

有限要素法による損失のある 2次元導波路の特性解析

プログラムおよびその解析法を用いたMM Ic用低損失
線路の検討

〇一034

〇一035

〇一036

〇一037

〇一038

〇一039

〇一040

〇一04l

〇一042

〇一043

〇0 4 4

〇一045

〇一046

〇一047

〇一048

〇一049

〇一050

〇一052

#〇一054

〇一056

#〇一058

〇一060

#〇一061

#〇一062

〇一063

〇一064

〇一065

#〇一066

〇一067

国内  (0774)951162

電話 :-

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

1 、 ノ エ ノ ''ノ生ツ、1i、1
多重渡伝搬特性と等化方式の研究

ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ

テ ラへル ツ ・ イ メ ー ジ ン グ ・ レー ダ
Superresolution o f  Multipath Delay Profiles Measured by

P N  Corre la t ion  Method  and  Its App l i ca t ion  to I ndoo r

Propagation Analysis

BER  Performance o f  Ant i -Multipath Modulat ion Scheme
PSK-VP  and its 〇ptimum Phase-Waveform
In-Room  Transmission B E R  Pel formance of  Anti-Multipath
Modulation PSK-VP
偏光変調/コヒ ー レント検波方式に関する実験的検討

光空間制御アレー アンテナの励振分布と放射特性

ATR光電渡通信研究所の5年間の歩み

M M lcの超小型化・高機能化技術の研究
1 9 9 l 年度MM Ic研究成果報告
Mode11ing o f  S1ot Coup l e d ,C i r c u l a r  Microstr ip  Patch
Antenna Elements

移動体衛星通信用DB Fアンテナ信号処理部の構成とそ

の特性

M M Ic回路構成法の研究
球面走査ア ン テ ナ近傍界測定におけ る ア ラ イ メ ン ト 誤

差の影響

4 mφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システムの開発
とその評価

ElectricalContacts on ( 1 1 1 )A  GaAs

ワニエ ・ シュタルク局在現象を利用した自已電気光学

効果素子

High Speed Fiber 〇ptic L i nk  Deve lopment  f o r  Persona1

Communication Systems
M M Ic非線形デバイス回路の研究
GaAs ( 1 1 1 )A面上の横方向p-n接合と段差基盤上のMB E
成長シ ミ ュ レー シ ョ ン

移動体術星通信用アクテ イブアレー アンテナの研究

Quasi-〇ptic Electrooptic Modulator on LiNb〇3
MM I Cデバイスプロセス技術

ビーム スペー ス C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー

室内における多重波伝搬特性の研究

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クを用いた適応等化器の研究

マ イ ク ロ 波 ミ リ 渡 帶小型 フ イ ル タ の研究

ス ロ ツ ト 結 合 型 円 形 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 端

子間相互結合特性
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#〇一078

#〇一079
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〇一081

〇一082

#〇一083

#〇一084

#〇一085

#〇一086

#〇一087

#〇一088

#〇一089

#〇一090

#〇一091

GaA sパ夕一 ン基盤上でのGaAsの分子線エピ夕 ク シー

におけるG a表面拡散長の異方性

GaAs選択エ ツチング用HF+H2〇2 +H2〇混合液の基本

特性

GaAs ( 0 01 )パタ ー ン基板上でのGaAs/AIGaA s多層膜の

分子線エピ タ ク シ一中のフ ァセ ッ ト 成長

GaA s ( 1 1 1 ) Aパ夕一ン基板上でのGaA s /AIG aA s多層膜

の分子線エピ タ ク シ一中のフ ァセ ッ ト 成長

ビー ム伝搬法によるステップ型光導波路の解析
非線形ダイナ ミ ッ ク スを利用した新機能素子の研究

Design o f  Mi11imeter Wave PersonalRadio Systems Using

Fibre 〇ptic Links
H B Tの光マイクロ波集積回路への適用

フ ェ ーズ ド ア レーアンテナの適応制御に関する研究

G aA s ( 1 1 1 ) A面上におけるDBR用多層膜のMBE成長

ス ぺ ク ト ル 領域法 を用い た ス ロ ツ ト 結 合円形マ イ ク ロ

ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 解 析

MBE成長による ( 1 1 1 ) A面GaA s段差基板上への横方向

p-n接合の形成とその応用
セルラ基地局の送受信アンテナ指向性制御による周波

数利用効率の改善

D B F ア ンテナにおける A / D変換器の有効分解能に関

する検討

ビーム伝搬法による分布屈折率型光導波路の解析

M B E 成 長 に よ る ( 1 1 1 ) A 面 G a A s 基 板 上へ の
GaAs/AIG aA sの成長とその応用

Piezoelectric effect in InGaAs/GaAs quantum we11s grown
〇n(n11 )A-oriented GaAs substrates(n-1,2,3,4)
P A L-sL Mの基本特性とその応用可能性
M B E 法 に よ る ドーパント S i のみを用いたG a A s ( 1 1 1 ) A

面上GaAs, AIGaAs/GaAs LED構造の成長

Software for design o f  semiconductor multilayer structures

Study o f  some adaptive eigenspace algorithms for antenna

arrays

The  Growth  o f  High Quality I nGaAs  quantum we11s on
GaAs(111)Asubstrates

ワ ニ エ ・ シ ュ タ ル ク 局 在効果 を 利用 し た 半導体光素

子 ,wsL-sE E D の動作特性 【 ]:[l 】  非線形電気回路、s-
sE E Dのポテンシャル関数法による動作性解析 :準安定
状態を経由 し た 3 状態間選移お よび光 ト ラ ン ジ ス タ ー

の実現

ワ ニ エ ・ シ ュ タ ン ク 局 在 効果 を 利 用 し た 半 導体光素

子,WSL-S E E Dの動作解析【 I1 】 W S L-S E E Dにおける
光吸収飽和特性、及びそれを利用した光微分器の実現

ワ ニ エ ・ シ ュ タ ル ク 局 在 効果 を 利用 し た 半 導体光素

子,wS L-SEEDの動作解析 【m 】
半導体超格子中の「 一 X t r a n s f e rのキャリァ輸送に対す

る影響

ミ リ 渡 帯 M M I C パ ラ ン ス 型 ア ッ プ コ ン ノ 、、ー タ
A h i gh  resolution algor i thm f o r  detection-estimation o f

n a r r o w - b a n d  s i gna l s  us i ng  senso r  arrays  w i t h o u t
eigendecompositions o f  data correlations

GaA s ( 1 1 1 ) A面上デル夕 ドー プG a A s層における不純物

の拡散

ミ リ 波 帯 高 ア イ ソ レー シ ョ ン M MIC F E T ス イ ッ チ の

検討

広帯域信号に対応したビー ム ス ペー ス形cM A ア ダ プ
テ ィ ブ ア レー

MBE法によるS i ( 1 1 1 )基板上GaA sへテ ロエ ピ タ キシ ャ
ル成長
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多自由度複雑掲ダイナミ  ックの研究一その理解と応用一

カオス と量子現象一メ ソン コピ ッ ク系 と レーザ一系一

超潤滑一摩擦ゼロとなる状態一

Me t h o d ( SMP )の多重波遲延時間に分解能特性に関する

研究

光 / ミ リ 波無線 リ ン ク シ ス テ ムの設計 と構築

レーザマイクロビジョンの高速高分解能信号処理方法

波長1. 0 6 µ m帯ネォジウム添加光ファイバ一增幅器

GaAs/AIAs t ype超格子における光励起電流発振
非静止衛星通信ネッ ト ヮ ー クにおける光衛星間通信パ

ラ メ 一 夕に評価
I n 系超格子におけるワニエシュ タン ク局在効果とその

応用

非線形有機光学材料の設計論

ア ダ プ テ ィ ブ ア レーア ン テナ と 最 ゆ う 系結合推定の結

合一所望波と遲延波の分離最合成アルゴリズム ー

方向性結合器 を 用 い た マ イ ク ロ 渡 ト ラ ン ス バ ー サ ル フ

イル タ研究

D B Fマルチビー ムア ンテナデ ィ ジ夕ル信号処理部の開

発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ン テ ナ デ ィ ジ 夕 ル 信 号

処理部の開発

D B F セルフビーム ス テ ア リ ン グ ア レー アンテナ信号処

理部の開発

D B Fマルチビーム ア ン テナデ ィ ジ夕ル信号処理部の開

発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ン テ ナ デ ィ ジ タ ル 信 号

処理部の開発

D B F セ ル フ ビ ー ム ス テ ア リ ン グ ア レー ア ン テ ナ 信 号 処

理部の開発

〇pticalProcessing Multibeam Array Antenna
車 載 デ イ ジ タ ル ビー ム フ ォ ー ミ ン グ ア ン テ ナ に よ る 衛

星電波の追尾受信実験

I M S L よ り 給 電 さ れ る ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ

プアンテナ

小型・低損失マイ ク ロ波フイル夕の研究

ミ リ 渡帯多層化M M Icの研究
通信綱の発達に伴う ト ラ ヒ ッ ク理論の機能的困英確と克

服への展望

G aA s ( 1 1 1 ) A基板における成長前表面処理とその表面状

態の研究

高指数 A面段差基板を用いた横型 ト ンネル結合デバイ

スの研究

レーザマ イ ク ロ ビ ジ ョ ン の信号処理

リ ア ル 夕 イ ム レーザ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン

〇pt ica l s w i t c h i n g  app l i ca t ions  o f  de l a y ed  f e e d b a c k
nonlinear systems

Adaptive Selection o f  〇sci11ation Mode  in a Chaotic 〇ptica1

Ring to Avoid CoIlision
ミ リ 渡 ブ リ ッ ジ 型 M M I C ス イ ッ チ

Avs を用いたニ ュー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の可視化シ ミ ュ
レー シ ョ ン

単 一 ドーパン ト S i のみを用いたG a A s ( 1 1 1 ) A 段差基板

上横方向サブ ミ ク ロ ンキ ャ リ封 じ込め構造のM B E 成長

サ イ ク リ ッ ク 拡 散 符 号 を 用 い た 広 帯 域 ス ぺ ク ト ラ ム 拡

散通信方式

D B Fセルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レーア ン テ ナ

自已発振型光マイ ク ロ波 ミ キサ

ミ リ 波 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 開 発

GaAs ( 311 )A面・面発光レーザ
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#〇一095

#〇一096

#〇一097

#〇一098

#〇一099

#〇一100
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編集後記
今 回 初 め て A T R ジ ャーナルの編集に参加するこ とにな りました 。編集の手を

休めて窓から外に目を移しますと 、  周りの木々の蕾も大き く膨らんできてお り ま

す。皆様のお手許に届くころには、  新緑が目に對玄しぃ季節になってぃる事と思い

ます。

A T R  グ ルー プの最新の研究成果等をご紹介させていただぃてお り ますので 、

読者の皆様におかれましては、是非ご一読いただき、  弊社の行つております研究

の一端に触れていただければ幸いかと存じ上げます。

今後とも 、皆様方の暖かいご支援をよろし くお願い申し上げます。

ATR人間情報通信研究所企画課長 永野 清

ATR J o u r n a 1第35号 1 9 9 9年 5月 1日発行

e発 行 ・ 編 集

e製 作

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒 6 1 9-0288
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 (大代表 )

学会セ ン夕一関西

本誌記事の無断転1截を禁じます。ｩ

1999 (株 )国際電気通信基礎技術研究所



ATRグループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独創

的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設立

する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕ーからの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されて

います。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに4成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

ATR のWWW ホームページのご案内

アドレス  http://www.atr.co.jp

役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。

皆様のァクセスをお待ちしてぉります。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Journa1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号:TR- -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 74 ) 9 51177
( 0 7 74 ) 9 51178
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号:

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ 力 -1-

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付 送 り 先

会 社 名

部 署 名先

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

〇ATR ン i ー ナルのごf表t入希年'、 ・、・1先変更等をお'.f'rせf、さる場合には
el・l1付先変更以外については、 究更後の機に:と'、'1l1 '11項をご.置入l111います

上記にご記入の上、 FAX等でご送付1 、さい ,
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